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本書について

このたびは DIGITAL ServerWORKS Managerをお買い上げいただき，まことに
ありがとうございます。『DIGITAL ServerWORKS™ Managerインストレーシ
ョンとユーザガイド』（本書）では，本製品を使用して DIGITALサーバとその他
のデバイスを管理する方法を解説しています。さらに ServerWORKS Manager
Consoleコンソールのインストール，設定，使用方法の詳細手順も説明しています。

対象読者
本書の内容は，特に ServerWORKS Manager Consoleコンソールとエージェント
のインストールと設定を担当されるネットワーク管理者またはサーバ管理者の方
を対象としています。本書は，，読者がネットワークの基本と SNMP プロトコル
に慣れていることを前提としています。

参考資料
さらに詳しい説明については，以下の情報源を参照してください。

· 付録 C ― 参考文献と用語集が記載されています。

· 『 DIGITAL ServerWORKS Manager Enterprise Management
Integration Guide』

· 『Using the ClientWORKS® Management Suite with DIGITAL
PCs: A Guide for Network Administrators 』

表記上のきまり
「選択する」と「選ぶ」という用語が手順の中でよく使われています。この 2つの
用語はどちらも以下の特定のマウスポインタまたはキーボードを使った操作の説
明に使われます。
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· 選択する — マウスポインタを項目(アイコン，コマンド，名前)に移
動してマウスボタンをシングルクリックするか，またはキーボードキ
ーの指定セットを使って，選択項目を示すことを意味します。

· 選ぶ — マウスポインタを項目に移動してマウスボタンをダブルク
リックするか，またはキーボードキーの指定セットを使って，選択し
た項目の対処を起動することを意味します。

以下のアイコンが本書に使われています。

ヒント:  知っておくと便利な情報を示します。コ
ツ，特殊技法，ショートカットなどの情報により，
本製品が使いやすくなります。ヒントは，重大な
問題の原因となる注意や警告ではありません。

注意:  重要な情報を示します。この情報に従わな
いと問題が発生することがあります。

警告:  重要な情報や厳守しなければならない指示
を示します。この情報に従わないとデータ損失な
どの重大なエラーが発生することがあります。
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キーボードキー表記の慣例

行う操作 押すキーボードキー

ウィンドウを1つ上下にスクロール PAGE UPまたはPAGE DOWN

一覧の最初へジャンプ CTRL+HOME

一覧の最後へジャンプ CTRL+END

フォーカスを左右に移動 左または右矢印
行を1つ上下に移動 上向または下向矢印
次のウィンドウに移動 CTRL+TAB

1つ前のウィンドウに移動 CTRL+SHIFT+TAB

次のフィールドに移動 下向矢印またはTAB

1つ前のフィールドに移動 上向矢印またはSHIFT+TAB

次のグループに移動 CTRL+DOWN+矢印
1つ前のグループに移動 CTRL+UP+矢印
前の行の状態に影響を与えること
なくフォーカスを上下に移動
(選択したセットに行を追加したり
行を削除する場合)

SHIFT+上向矢印または
SHIFT+下向矢印

フォーカス項目の状態をトグル スペースバー
ヘルプを表示 F1

ヘルプを表示
(コンソールウィンドウから)

CTRL+ALT+F1
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1 

ははははじじじじめめめめにににに 1
DIGITAL ServerWORKS Managerは，ネットワークおよびサーバ管理者のため
の管理ツールです。ServerWORKSエージェントおよびコンソールを使って以下の
オブジェクトを監視および管理することができます。

· ネットワークに対応した広範囲なオペレーティングシステムを稼動
しているDIGITALおよび非DIGITAL以外のサーバおよびクラスタ。

· マルチベンダネットワークコンポーネントを搭載しているおよび非
サーバ以外のオブジェクト。

· DIGITAL ClientWORKSが起動されているデスクトップシステム。
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ServerWORKS Manager のののの特特特特長長長長

ServerWORKS Managerは，ネットワーク監視およびエラー診断を行うための強
力なネットワーク管理ツールです。ServerWORKSは，サーバと管理対象オブジェ
クトとのやりとりに主に SNMP (Simple Network Mnagement Protocol:簡易ネッ
トワーク管理プロトコル)を用い，サーバと管理対象オブジェクトとのやりとりの
主なメカニズムとして使いてます。 ServerWORKSを使うことによって，単一管
理コンソールから SNMP をサポートするデバイスを検出，監視および管理するこ
とができます。

DIGITALシステム上で動作している ServerWORKS Managerエージェントは，
ネットワーク上の管理コンソールとの間に伝達チャネルを作成して提供しいます。
エージェントはアラームに関する情報に加え，リアルタイムにのシステムとパフォ
ーマンス性能に関するデータを提供します。

ServerWORKSは DMI (デスクトップ管理インタフェース)を使ってデスクトップ
システムやとモバイルシステムと情報交換します。DIGITAL DMIエージェントは，
DIGITALデスクトップシステムまたはモバイルシステム上の各種設定データを提
供しています。 ServerWORKS Managerは自動検出機能からを使うことができま
すいます。この機能は，最初にネットワークオブジェクトを検出し，そのオブジェ
クトに関する情報を管理ステーションであるコンソールに返信することによって
実現していします。ServerWORKS Manager コンソール Consoleは，操作の容易
なWindowsベースの管理ステーションで，ここから使用ネットワーク全体にアク
セスすることができるほか，階層リストまたはグラフィカルなマップの形式で，実
際または論理ビュー内で現在のネットワーク構成を表示することができます。
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ServerWORKSが検出することのできるオブジェクト
ServerWORKSは以下のオブジェクトを検出します。

· サーバオブジェクト。これには，MIBが ServerWORKS用にコンパ
イルされたすべてのDIGITALサーバと各社の非DIGITALサーバが
含まれます。例えば，CompaqサーバのMIBはすでに ServerWORKS
にコンパイルされています。

· DIGITAL NTおよびMicrosoft NTクラスタなどのクラスタオブジェ
クト。クラスタアイコンは，階層ビューまたはマップビュー内に現れ
ます。アイコンを開くと，クラスタ内のサーバおよびリソースが現れ
ます。

· ルータ，ブリッジ，ハブ，コンカチネータなどの SNMP をサポート
したネットワークコンポーネント。

· デスクトップシステム，プリンタ，RAIDコントローラ，無停電電源
装置(UPS)などの非サーバ以外のノード。

エンタプライズレベル管理ツールとの統合
ServerWORKS Manager は SNMP を使うので，ServerWORKS は業界標準の
SNMP を使っていますので企業管理製品を統合することが可能ですします。これ
によってり，エンタプライズマネージャからも効果的に DIGITALサーバを監視お
よび管理することができます。逆に，各社非 DIGITAL サーバの MIB を
ServerWORKS Managerにコンパイルすれば，他のベンダ製のサーバおよびネッ
トワークオブジェクトをも ServerWORKS Manager コンソール Console から監
視することができます。

DIGITAL サーバエージェントは，オペレーティングシステムにネイティブな
SNMP プロトコルスタックおよび拡張可能な SNMP エージェントを使います。
DIGITAL サーバ SNMP エージェントを設定して，ServerWORKS Manager
Console のようなネットワーク管理システムにトラップを送信することができま
す。ServerWORKSはこのあとトラップをエンタプライズマネージャに転送するこ
とができます。
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ServerWORKSは以下のオブジェクトと統合します。

· Compaq Insight Manager

· Hewlett-Packard OpenView

· Tivoli TME 10 NetView

· Computer Associates Unicenter TNG

· NetWare ManageWise

DIGITAL サーバの MIB をエンタプライズマネージャに統合する方法についての
詳細は『DIGITAL ServerWORKS Manager Integration Guide』に記載されてい
ます。

最低正常度維持最低正常度維持
ServerWORKSの最低正常度最低正常度維持機能は，使用するプラットフォームと
コンポーネント用のデフォルト設定を使用して，すばやくインストール時に早期警
告システムを確立します。ServerWORKSエージェントは，DIGITALサーバの空
冷ファンやディスクなどの一般ハードウェアコンポーネントに対して，工場出荷時
のアラーム初期設定を提供します。最低正常度最低正常度維持エージェントは各種
の条件下にアラームを設定します。アラームは，電源，入力電圧，空冷ファン，温
度などの環境条件や，プロセッサ，ディスク，メモリコンポーネントに関するステ
ータスに対して設定できます。
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インテリジェント知的なモニタリング
ServerWORKSエージェントは，サーバおよびコンポーネント情報をインテリジェ
ント知的に収集します。管理コンソールからの継続ポーリングに依存するかわりに，
管理対象システムにインストールされた ServerWORKS エージェントがこれらの
マシンを調べて，ユニットがアラームスレッシュホールドに達するとそれをコンソ
ールに通知します。これによって大幅なネットワークの負荷帯域を軽減節約するこ
とができます。

コンポーネント使用状況の詳細情報
ServerWORKSは，デバイスの名前や IPアドレスなどの現在の重要統計な情報を
収集します。これらの情報は ServerWORKSによって IP Discoveryマップまたは
ServerWORKS Explorer階層ビュー内に表示されます。ServerWORKSは，ネッ
トワークデバイスに関する情報ばかりではなく，ネットワークアダプタの統計情報，
ディスク使用状況，CPU使用率などの System Browserで表示できるネットワー
クデバイスに関する詳細な情報も収集します。

アラームをネットワークオブジェクトに設定することができます。アラームパラメ
ータの値が定義したスレッシュホールドを超えた場合は，そのアラームで旨通知さ
れます。 これにより，小さな問題が大きく発展する前に適切な処置を取ることが
できます。

グラフを使ってリアルタイムでアクティビティを記録したり，ダイナミックグラフ
上にデータを表示したり，後で分析するためにデータを蓄積することができます。
分析した履歴データを使って，問題の解決を行うことができます。コンポーネント
に問題がある可能性がある場合は，グラフを数時間または数日間実行して，分析に
十分なデータが得られるまでであると判断されたときにそのデータを記録表示す
ることができます。
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通知オプション
ServerWORKSでは，コンソールがトラップまたはアラームを受信したときに行う
対処を詳細正確に定義することができます。電子メールを送信したり，英数字また
は数字ポケットベルを使って管理者に連絡したり，アラームの発生したデバイスの
問題の解決の糸口を提供するアプリケーションを起動することができます。

NTおよび NetWareの管理
ServerWORKSはコンソールからWindows NTを監視および管理するので，複数
の NT管理ツールを使う手間を省きます。ServerWORKSは自動的に NTドメイン
を検出し，カスタムコレクションまたはビューの一部としてエクスプローラにのオ
ブジェクトの内容とプロパティを表示することができます。

マップビューでは，ドメインやサーバ間のオブジェクトをドラッグ&ドロップして，
グループ操作を容易に行うことができます。例えば，複数のグループを選択して，
その特権を変更したりプリンタキューを管理することができます。

コンソール上で Novell NetWareサーバを実行している場合は，ServerWORKSエ
クスプローラを使ってネットワーク内の NetWareサーバを見ることができます。
またServerWORKSツールバー上に現れるアイコンを持つNetWareユーティリテ
ィを使うと，これらのサーバも管理することができます。

NetWare サーバを選択すると，NetWare ユーティリティのアイコンが
ServerWORKSマネージャツールバーに表示されます。これらのアイコンは，フィ
ルタ，Pconsole，Printcon，Rconsole，Syscon，Userdef，および NWAdmin で
す。ボタンをクリックするとユーティリティが起動します。

DIGITALおよびサードパーティ製アプリケーションの統合
ServerWORKS はサードパーティ製アプリケーションアプリケーションもを統合
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するので，エージェントがインストールされているデバイスはをコンソールから管
理することができます。

ServerWORKSとの統合により，以下のタスクを行うことができます。

· ServerWORKS Managerを，サードパーティ製エージェントがイン
ストールされているオブジェクトに関連付けする。

· コンソールメニューからサードパーティ製アプリケーションを起動
するメニューオプションをコンソールメニューに追加する。

· アプリケーションを起動するアイコンをコンソールツールバーに追
加する。

· サードパーティ製オブジェクトがビュー内で検出された場合にツー
ルバーにアイコンを追加する。

以下のアプリケーションを統合することができます。

l CCCClilililieeeennnnttttWWWWOOOORRRRKKKKS  S  S  S  ――――    ClientWORKS は，DMI (DIGITAL Desktop
Management Interface:DIGITAL デスクトップ管理インタフェー
ス)に基づいた DIGITAL デスクトップシステム管理ツールです。
ClientWORKSは DMI対応の PCを検出し，ローカルおよびリモー
トの両方でデータを読み出します。ClientWORKS は SMS
(Microsoft Systems Management Server)とともに使用するために
システムのスナップショット(MIFファイル)も生成します。

l SSSSttttoooorrrraaaaggggeeeeWWWWoooorrrrkkkks s s s CCCCoooommmmmmmmaaaannnnd d d d CCCCoooonnnnssssoooolllle e e e ――――     DIGITAL StorageWorks
RAID コントローラに付属する大容量記憶サブシステムの監視，管
理および問題解決を行います。

l RRRReeeemmmmooootttte e e e SSSSeeeerrrrvvvveeeer Mr Mr Mr Maaaannnnaaaaggggeeeer r r r ((((RRRRSSSSMMMM) ) ) ) ――――    モデムを介して，RSMがイン
ストールされた DIGITALサーバの管理を行います。
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l RRRReeeemmmmooootttte e e e MMMMaaaannnnaaaaggggeeeemmmmeeeennnnt t t t CCCCoooonnnnssssoooolllle e e e ((((RRRRMMMMCCCC) ) ) ) ――――    RMCは，RMC機能性ま
たはKCRCMハードウェアオプション製品で構成されたAlphaシス
テムを監視および管理します。

l GGGGlllloooobabababal l l l AAAArrrrrrrraaaay y y y MMMMaaaannnnaaaaggggeeeer r r r ――――    MYLEX RAIDコントローラに付属する
ディスクアレイサブシステムを監視および管理します。

l AAAAPPPPC C C C PPPPoooowwwweeeerrrrNNNNeeeet t t t ――――    PowerNetは，American Power Conversion社
製米国電力変換無停電電源装置用のデバイスマネージャです。
PowerNet は APC UPS デバイスについての情報を提供します。
ServerWORKS と統合することで，ツールバーのアイコンとメニュ
ーコマンドを使ってコンソールから PowerNet を管理起動すること
ができます。

l EEEExxxxiiiidddde e e e OOOOnnnnliNliNliNliNeeeetttt®®®®ââââ    — OnliNetは Exide Electronics Corporation社
製の無停電電源装置用の電源管理ソフトウェアです。Exide UPSデ
バイスは DIGITAL Alpha システムで使用されていします。
ServerWORKS 用 OnliNet プラグインを使用することで，
ServerWORKSツールバーから OnliNetを起動できるようになりま
す。
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2 

ServerWORKS Manager ででででSNMPをををを使使使使うううう2
ServerWORKS Managerは，SNMP，SNMPエージェント，およびMIBを使っ
てネットワークの監視を管理を行います。ServerWORKS Managerをご使用にな
る前に SNMPの基礎知識を習得されると，本書の説明がわかりやすくなります。

本章は，ServerWORKS Managerが使う Simple Network Management Protocol
(SNMP V1.0)を説明し，SNMPが DIGITALエージェントとどのように連動して
予測的管理に必要な情報を取得拡張するかを解説します。
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SNMPについて
SNMP は，ネットワークデバイス間の管理情報を交換するためのアプリケーショ
ンレイヤープロトコルです。SNMP は，多様なオペレーティングシステムでを稼
動しているする多種のネットワークを管理するためにもっとも有効一般的に使用
されているなプロトコルとして，一般的に使用されていますです。ServerWORKS
Managerは，サーバとの主な情報交換に SNMP V1.0プロトコルを使います。

SNMPシステムコンポーネント
SNMPは，1つまたは複数のMIB (Management Information Bases: 管理情報ベ
ース)から，このホスト上の管理可能オブジェクトがを記述されているしたデータ
を読み取ります。システムに標準で付属されている MIB に加え，ベンダが開発し
たデバイスもを SNMP 管理コンソールによって監視および管理できるように，ベ
ンダは増設MIBを定義することができます。ServerWORKS Managerはホストリ
ソースMIB (RFC1514)，DIGITAL MIB，および多様なベンダ製のMIBをデータ
ベースにコンパイルして，ネットワークオブジェクトに関する情報をまとめて提供
します。

ServerWORKS Manager は，SNMP ベースの MIB，および以下のタスクを行う
SNMP拡張エージェントコンポーネントを実行します。

· SNMP 処理を実行することにより行うシステムのリモートコントロ
ール。

· ServerWORKSエージェントを使って，管理対象オブジェクトに対し
て SNMPエージェントトラップとアラームを設定する。

· コンソールベースのスレッシュホールドアラームを作成するために
SNMP変数のポーリングを行う。
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MIB
MIBは，記述オブジェクトに関する以下の情報を含みます。

· OIDというオブジェクト識別子。ネットワーク上の管理対象オブジェ
クトを一意に識別します。

· オブジェクトを定義するために使われるデータタイプの定義。

· オブジェクトのテキスト形式の説明。

· 複雑なデータタイプのオブジェクトで使われるインデックスの方法。
法

· オブジェクトの上で許可される読取りまたは書込みアクセス権の情
報。

MIB は，TCP/IP ルータとホスト，トークンリングや FDDI などのインタフェース
タイプ，およびサーバやブリッジなどのデバイスでの利用する使用のために定義さ
れますています。

ネットワークマネージャプログラム
マネージャは，ネットワーク上の他のコンピュータのデータを要求するプログラム
です。SNMP管理コンソールは，SNMP管理ソフトウェアを実行しているあらゆ
るコンピュータを指します。管理コンソール側の管理者が管理対象オブジェクトに
関する情報を要求すると，SNMP 管理プログラムがそのオブジェクト識別子を使
ってオブジェクトに関する情報を要求します。
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エージェント
エージェントは管理要求を受信するとして，要求情報をその要求を出した SNMP
管理プログラムに返送します。

監視対象のネットワークオブジェクトは，常駐または対話エージェントを持ってい
ることが必要です。エージェントは以下の 4つの操作を行います。

· GGGGEEEETTTTおよび GGGGEEEET T T T NNNNEEEEXXXXTTTT は，管理対象オブジェクトに関する情報を
読取って管理コンソールに返送します。

· SSSSEEEETTTT は，管理対象オブジェクト変数の値を変更します。オブジェク
ト定義によって読み書きアクセスが許可されている変数のみを設定
することができます。

· TTTTRARARARAPPPP は，管理対象オブジェクトに変更やエラーが発生すると，
SNMP管理コンソールにメッセージを送信します。Trapは，管理プ
ログラムから特定の要求を送らずにエージェントが実行できる唯一
の操作です。

拡張エージェントは，システム SNMP マスターエージェントの機能性を拡張する
ソフトウェアです。エージェントは，拡張エージェントが処理するオブジェクトに
関する情報の要求を受け取ると，その要求を処理する拡張エージェントに渡します。
拡張エージェントは，図 2-1のとおり，その情報を SNMPエージェントに返送し，
SNMPエージェントはその情報を要求した管理コンソールに返送します。
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図2-1 SNMP内の拡張エージェント
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DIGITAL SNMP拡張エージェント
オペレーティングシステムの多くは，特定ハードウェアとソフトウェアの拡張モジ
ュールを構築することのできる SNMP エージェントサブシステムを提供していま
す。DIGITALサーバエージェントは，オペレーティングシステムにネイティブな
SNMPプロトコルスタックおよび配布メカニズムを使って，DIGITALハードウェ
アとソフトウェアに関する情報を返送したり，トラップを他のシステムに送信エク
スポートします。

SNMPエージェントは， ServerWORKS Manager Consoleなどの SNMP管理コ
ンソールや，HP OpenViewまたは Tivoli TME 10などのエンタプライズ管理シス
テムにトラップを直接送信するよう構成する必要があります。エンタプライズ管理
システムは SNMP をそのトラップメカニズムおよびアラームメカニズムとして使
います。

コンソールが情報交換のために SNMPを使う方法

ServerWORKS Manager コンソールは，Consoleは，SNMPトラップサービスを
必要とせずに管理コンソールとして機能します。SNMP トラップを復号化する場
合にものに自らの SNMPスタックを使うので，SNMPがコンソールシステムにイ
ンストールされている必要はありません。

しただしかしながら，管理コンソールによって表示されるシステムには，必ず
SNMP エージェントがインストールされ，設定コンフィギュレーションされてい
なければなりません。つまり，管理コンソールでを SNMP エージェント使ってそ
れがのインストールされているシステムを表示する場合はは，SNMP がが管理コ
ンソールにもインストールされ，コンフィギュレーションされていることが必要で
す。
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ServerWORKS Manager Consoleはコンソールは，オペレーティングシステムの
SNMPコンポーネントから SNMPトラップの IPポート番号(通常 162)を割り出し
て提供します。このエントリはサービスファイルに記述記載されています。
Windows NT シ ス テ ム の 場 合 は ， こ の フ ァ イ ル は 通 常
c:¥winnt¥system32¥drivers¥etc¥servicesに格納されています。UNIXシステム
の場合は/etc/servicesに格納されています。

ヒント:  ServerWORKS Managerは，このファイルが作成まだ
使用されていない場合，トラップポートの使用を試行します。
ServerWORKS Manager Event Dispatcherは，SNMPトラッ
プポートからトラップを受け取ります。ServerWORKS
Manager のシステムと同じシステム上でエンタプライズマネー
ジャを実行するためには，Event Dispatcherプロセスを終了する
必要があります。

Windows 95およびWindows NTシステムは場合によっては，
SNMPトラップエントリが削除されていることがあります。以下
の行がサービスファイルに記述されていることを確認してくだ
さい。

snmp-trap  162/udp     snmp

このエントリを変更すると，Event Dispatcherはが他の
ポート番号をからの使ってトラップが送信されてくるの
を監視しますするよう通知されます。
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SNMPをトラップ転送用に設定する

SNMPは常時接続が不要なのプロトコルなので，SNMPが正式な接続セッション
を要求したり認証したりするメカニズムはありません。ただし，エージェントシス
テムと管理コンソールシステムとでが，トラップポート番号や情報交換のための詳
細情報について合意しない場合は，両システムの間でメッセージの交換はされませ
ん。個の時も，エラーや例外メッセージは生成されません。

W通常のWindowsオペレーティングシステムをが稼動しているシステムでには，
初期状態デフォルトでは SNMP サービスはインストールされていません。コント
ロールパネルから明示的に SNMPサービスを追加したあと，SNMPエージェント
を正しいセキュリティとアクセスで設定する必要があります。SNMP サービスを
正しく設定しないと，転送先コンソールでトラップが受信されません。

SNMP の設定プログラムはコントロールパネル内のネットワークアイコンから行
いますの下のコントロールパネルにあります。SNMP ネットワークのサービスか
ら SNMP サービスを選択設定して，管理対象サーバ上にトラップ送信先を指定す
る必要があります。SNMPをWindows NTおよびWindows 95に設定する方法に
ついては，本書の第 7 章の「SNMP とトラップ送信先の設定」の項を参照してく
ださい。設定手順は 2つのバージョンシステム間で異なりますが，両バージョンと
も必要な同じ情報はが同じです必要です。

· 使用するコミュニティ名。

· ネットワーク名，または特定コミュニティ内で生成されたトラップメ
ッセージの送信先となる各 SNMP管理コンソールの IPアドレス。

以下のセクションでこれまでに挙げた項目をさらに詳しく説明します。
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SNMPセキュリティの設定

SNMP セキュリティサービスは，コミュニティ名を使ってメッセージのを認証を
行いますします。すべての SNMP メッセージにコミュニティ名が含まれている必
要があります。メッセージを受信する SNMPエージェントは，SNMPサービスで
の設定されているコミュニティに使用されている名の前の一覧と一致したコミュ
ニティ名を持つメッセージかでそのコミュニティ名を調べます。そのメッセージに
既知のコミュニティ名が含まれていたる場合に，はメッセージはが処理されます。
メッセージ中の名前が既知のコミュニティ名と合致しない場合は，メッセージは拒
否されます。セットアップウィンドウの「認証トラップをの送信する」チェックボ
ックスは，このような認証拒否が発生した場合に，SNMP サービスがトラップメ
ッセージを要求サーバに送信するかどうかを決定します。

SNMPサービスがWindows NTベースのコンピュータにインストールされている
場合のデフォルトコミュニティ名は Public です。コミュニティ名は，必要に応じ
て追加または削除することができます。

ヒント:  デフォルトコミュニティ名を含むすべてのコミ
ュニティ名を削除したする場合は，そのコンピュータは
あらゆる上のSNMPサービスがあらゆるコミュニティ名
のを含む SNMPメッセージを認証および処理します。

コミュニティ名とドメイン名，またはコミュニティ名と
ワークグループ名との間には何の関係もありません。コ
ミュニティ名はホストグループの共有パスワードです。
関連性がないので，他のパスワードと同様，自由に選択
して変更することができます。
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同じコミュニティ名がで設定されているたエージェントとマネージャだけが相互
に情報交換することができます。エージェントが管理コンソールから送信された
SNMP メッセージに含まれているコミュニティ名を認識しない場合は，エージェ
ントからのトラップは受信しません。

SNMPトラップの設定
SNMP エージェントはトラップメッセージを生成します。このメッセージはトラ
ップ送信先と呼ばれる SNMP管理コンソールに送信されます。システムが SNMP
トラップを管理コンソールに転送するようにするには，両方のシステムが以下のよ
うに正しく設定されていることを確認する必要があります。

· 管理コンソール上のコミュニティ名は，エージェントシステムに設定
されているのと同じコミュニティ名であることが必要です。

· エージェントシステムは，トラップ送信先として管理コンソールシス
テムを指定しなければなりません。

SNMPサービスを設定せずにアラームを設定しようとすると， 管理対象システム
上にSNMPおよびSNMPトラップ送信先を設定してからアラームを設定するよう
要求されます。 トラップ送信先は， ServerWORKS Manager やエンタプライズ
マネージャなど SNMP マネージャプログラムを実行しているホストでなければな
りません。

エージェントトラップ条件が送信側システムで発生すると，エージェントは適切な
SNMP トラップメッセージを管理コンソールシステムに送信します。両方のシス
テムを正しく設定しないとトラップは渡されません。
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トラップは通常，サービス開始や停止，重大なエラー条件の存在などのイベント，
またはエージェントにとって重要な他のイベントを管理コンソールに通知します。
SNMPエージェントまたは拡張エージェント，およびその関連MIBは，どの条件
下でトラップメッセージを生成するかを定義し，ユーザはそのメッセージをどこに
送信するかをコントロールします。

トラップ送信先は， ServerWORKS Manager やエンタプライズマネージャなど
SNMP マネージャプログラムを実行しているホストでなければなりません。トラ
ップ送信先はその一意の名前でも識別できますが，数字による IP アドレスを設定
するのがもっとも効率的です。DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）
は IPDHCP アドレス変換が固定ではない不確定なので推奨しません。トラップ送
信先にはサブネットアドレスは使用しないでください。
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3 ion

イイイインンンンスススストトトトーーーールルルル3
ServerWORKS Managerは，ネットワーク，ソフトウェア，ハードウェアの設定
を含めた複雑な管理を行います。本章では，ServerWORKS Managerをインスト
ールする方法を説明します。本章は，以下の内容を含む ServerWORKS Manager
を使用するのに必要な環境を説明します。

· ネットワーク必須構成

· SNMPおよびDMIエージェント(ServerWORKS Managerから提供)
に対応するオペレーティングシステムとプラットフォームの一覧

· ServerWORKS Managerコンソールを実行するために必要なハード
ウェアとソフトウェアの構成

· 管理対象デバイス上でエージェントを実行するために必要なハード
ウェアとソフトウェアの構成

· クラスタ管理の要件

· インストール手順
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ネットワーク必須構成
各ネットワークデバイスには IPアドレスとMedia Access Control (MAC)アドレ
スがあります。ServerWORKS Managerは IPアドレスを使ってネットワーク上の
オブジェクトを検索します。SNMP は MAC アドレスを使ってネットワークオブ
ジェクトに関する情報を送信します。

通常，名前やアドレスが重複しないように Domain Name Service(DNS)サーバが
運用されています。DNSはシステム名を IPアドレスにバインドします。コンソー
ル側が固定 IP アドレスを持たない場合には，トラップ送信先を維持することが困
難です。従って，コンソールには DHCPを使用しないでください。

ネットワークオブジェクトが SNMPを使って ServerWORKS Managerコンソー
ルと通信できるようにするには，以下の事項が必要となります。

· 各管理対象サーバ上に SNMP エージェントがインストールされてい
る。

· SNMP サービスが各管理対象ネットワークオブジェクトのすべてに
インストールされ，実行されている。

· 各管理対象サーバ上に SNMPを設定したとき，管理コンソールの IP
アドレスがトラップ送信先として設定されている。

NTネットワークの管理を行う場合には，として以下の 2種類の管理者特権を所有
していなければなりません。

· ドメインのアドミニストレータ特権。

· コンソールから管理したいドメインに信用関係がある。
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NTオペレーティングシステムには，一般にあまり知られていないユーザアカウン
トの制限事項等があります。よく理解しておいてください。通常，管理者は完全な
管理特権を持っていますが，アカウントオペレータの職務にある他のユーザには，
ユーザアカウントに対するタスクを実行できる特権を追加する必要があります。明
示的に設定が必要なユーザ権利の中には，ネットワークからローカルシステムへの
アクセス，ファイルやディレクトリのバックアップ，システムのシャットダウン，
およびファイルや他のオブジェクトの所有権の権利があります。

さらに，ネットワークの基本知識とプロトコルについての知識も必要となります。
これらについては，本書の付録 Cの参考資料等を参照してください。

SNMP対応プラットフォーム

次の表は，ServerWORKS Managerに付属している，またはオペレーティングシ
ステムで提供されている SNMPと DMIエージェントの一覧です。
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表 3-1  SNMPと DMIエージェント

必必必必須須須須対対対対応応応応オオオオペペペペレレレレーーーーテテテティィィィンンンンググググシシシシ
スススステテテテムムムムののののババババーーーージジジジョョョョンンンン

ホホホホスススストトトトリリリリソソソソ
ーーーーススススSNMPエエエエ
ーーーージジジジェェェェンンンントトトト

X86ププププロロロロセセセセッッッッササササ
搭搭搭搭載載載載DIGITALササササ
ーーーーババババSNMPエエエエーーーー
ジジジジェェェェンンンントトトト

Alphaププププロロロロセセセセッッッッササササ
搭搭搭搭載載載載DIGITALササササーーーー
ババババSNMPエエエエーーーージジジジェェェェ
ンンンントトトト

DIGITAL
DMIエエエエーーーー
ジジジジェェェェンンンン
トトトト

NetWareÒ V3.12, V4.11, V5.0
(X86 プロセッサ搭載
DIGITALサーバのみ)

はい はい 適用しない 適用し
ない

Windows NTÒ V4.0 サーバお
よびワークステーション
(DIGITALサーバを対象)

はい はい はい はい

Windows 951(X86プロセッサ
搭載のDIGITALシステム)

はい 適用しない 適用しない はい

SCOÒ UNIX Open Server V5.2,
V5.4

はい はい 適用しない 適用し
ない

DIGITAL UNIX V4.0 はい 適用しない はい 適用し
ない

DIGITAL OpenVMS 6.22 以降
(Alphaプロセッサ搭載サーバ
のみ)

はい 適用しない 予定中 適用し
ない

オペレーティングシステムに付
属して提供されたOS/2 Warp 3.0
3

はい 適用しない 適用しない 適用し
ない

                                                  

1 DIGITALモバイルコンピュータにClientWORKSに付属で提
供。

2 Open VMS V4.2(旧称 UCX)用 DIGITAL TCP/IPサービスに
付属。

3 OS/2オペレーティングシステムの一部として提供。
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管理コンソールハードウェア
ServerWORKS Managerを実行するには，以下のハードウェアが必要です。

表 3-2 ServerWORKS管理コンソールのハードウェア最低構成

ココココンンンンポポポポーーーーネネネネンンンントトトト 必必必必須須須須構構構構成成成成

プロセッサ Pentium 133 MHz

ストレージデバイス 1 GBハードドライブ
CD-ROMドライブ
3.5インチフロッピーディスクドライブ

ネットワークインタフェースカー
ド

TCP/IPをサポートするネットワークアダプタ

モニタ SVGA 800 x 600（推奨画像度1024x768，17インチモニタ）

メモリ 32 MB
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管理コンソールのソフトウェア
ServerWORKS Manager Consoleを実行するには，以下のソフトウェアが必要で
す。

表 3-3 ServerWORKS Managerコンソールのソフトウェア必須構成

ココココンンンンポポポポーーーーネネネネンンンントトトト 必必必必須須須須構構構構成成成成

オペレーティングシステム X86プロセッサで稼動する以下のいずれか:

· Window NT V4.0

· Windows 95

管理プロトコル オペレーティングシステムに付属のSNMPサービ
ス。(DIGITALシステムのSNMPエージェントを管理コ
ンソールシステムにインストールする場合でも，
ServerWORKS Managerは，SNMPサービスを必要とし
ます。)

トランスポートおよびネットワーク
プロトコル

以下のいずれか:

· オペレーティングシステムに付属のTCP/IPサー
ビス

· Novell付属の IPXサービス

エージェントのハードウェア
ServerWORKSエージェントをサポートするには，以下の必須ハードウェアが必要
です。ただし，アセットや FRU情報など，システムパラメータのオプションによ
ってはハードウェアに依存するものがあります。
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表 3-4  エージェントのハードウェア必須構成

ココココンンンンポポポポーーーーネネネネンンンントトトト 必必必必須須須須構構構構成成成成

X86 プロセッサ搭載の
DIGITALサーバ

LX，MX，XL，HX，ZXの各サーバ
DIGITAL 500，1000，3000，5000，7000，9000の各ファミリー
のサーバ

Alpha搭載システム AlphaServer 300, 400, 800, 1000, 1000A, 1200, 2000, 2100, 2100A,
4000, 4100, 8200,8400
DIGITAL Server 3000, 5000, 7000 (Windows NT) の各ファミリー
のサーバ

デスクトップ PC4 Venturis FX，Venturis GL-6xxx,5 Venturis 486，Venturis 486
LP，Venturis Pentium，Venturis Pentium LP，Celebris XL
6xxx，DIGITAL PC 5500，および DIGITAL PC 5400

ノート PC 6 HiNote Ultra 2000

ネットワークインタフェー
スカード

(X86 プロセッサ搭載 ):TCP/IP アダプタ (Ethernet，Token
Ring，または RAS)，NetBEUI

(Alphaプロセッサ搭載):TCP/IPネットワークアダプタ

                                                  

4 デスクトップコンピュータによっては環境パラメータの
RSMまたは RMCに対応しないものがあります。

5 Venturis GL 6xxx は DIGITAL PC 3400 に相当します。
DIGITAL PC 3400は地域によって販売されていないことが
あります。

6 ノートパソコンは環境パラメータの RSM または RMC に対
応しません。
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エージェントの必須ソフトウェア
ServerWORKS Managerエージェントを実行するには以下のソフトウェアが必要
です。

表 3-5  エージェントの必須ソフトウェア

ココココンンンンポポポポーーーーネネネネンンンントトトト 必必必必須須須須構構構構成成成成

ネットワークオペレーティング
システム

  X86プロセッサ搭載DIGITAL
サーバの場合

以下のいずれかのオペレーティングシステム:
· Novell NetWare V3.12 or V4.11, V5.0
· SCO OpenServer V5.02, V5.04 (クラスタ以外)
· Windows NT V4.0
· OS/2 V3.0

 Alpha搭載システムの場合 以下のいずれかのオペレーティングシステム:
· DIGITAL UNIX V4.0
· OpenVMS 6.2以降
· Alpha用Windows NT V4.0 (エージェントのみ)

ネットワークプロトコル SNMP
TCP/IPまたはIPX (NetWareサーバのみ)



インストール

3-9

ネットワーククラスタサポート
クラスタを管理するためには，以下の項目をクラスタに設定することが必要です。

表 3-6  ネットワーククラスタをサポートするための必須ソフトウェア

ククククララララススススタタタタタタタタイイイイププププ 必必必必須須須須構構構構成成成成

DIGITAL Clusters V1.1 DIGITAL Server上で稼動しているオペレーティングシステム
は，サービスパック 3 以上を適用済みの Windows NT
Enterprise V4.0
Common Cluster MIBエージェント
Cluster Extension MIBエージェント

Microsoft NTクラスタ DIGITAL Server上で稼動しているオペレーティングシステム
は，サービスパック 3 以上を適用済みの Windows NT
Enterprise V4.0
Common Cluster MIBエージェント
Cluster Extension MIBエージェント
Microsoft Cluster Server (MSCS)
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ServerWORKSをインストールする前に

ServerWORKS Managerをインストールする前に，ServerWORKS Managerコン
ポーネントに関する以下の説明を読んでください。

インストールの順序
ServerWORKS CD-ROMから以下のソフトウェアをインストールすることができ
ます。 これらのコンポーネントを，以下の順序でインストールしてください。

· エージェント

· ServerWORKS Managerコンソール

· ServerWORKS Console Integration

· ClientWORKS

· Remote Server Manager (RSM)

· Remote Management Console (RMC)

· StorageWorks Command Console (SWCC)

常に，旧バージョンの ServerWORKS，ClientWORKS，またはManageWORKS
はアンインストールしてから ServerWORKS V4.0をインストールしてください。
詳細説明は，本書の付録 B「トラブルシューティング」を参照してください。

インストールプログラムが表示するデフォルトディレクトリのコンポーネントを
インストールすることを推奨します。異なるディレクトリで 2つのバージョンを実
行することは絶対に避けてください。
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まず，インストールあるいはアンインストールを行う言語を 1つ選びます。アンイ
ンストールプログラムの 1つのコピーのみがWindowsディレクトリに格納されま
す。従って，この言語は必ず前回のインストール時に選択した言語でなければなり
ません。

Windows NTに ServerWORKSをインストールおよび設定している場合は，ロー
カルおよびドメインアドミニストレータ特権を所有していることを確認してくだ
さい。 Windows NT管理規則と制限事項は， ServerWORKS Managerから作業
する場合に継続されることに注意してください。

インストールには一時的に 100 MB程度の空き容量が必要となります。一時的に使
用されるのは，TEMP 変数によって設定されたディレクトリ，TEMP が未定義の
場合はWindowsディレクトリを使います。環境変数「TEMP」の場合は，インス
トール時に使用する一時ファイルを保有するため，最低 100 MBのディスク空き容
量のあるディレクトリを指定する必要があります。空き容量が確保できない場合に
は，PATH.に新たな TEMPディレクトリを登録してください。これを怠ると，予
期しない結果が発生することがあります。Windows NT の場合は，「コントロー
ルパネル」のアプレットの「システム」®「環境」を使って，TEMP 変数を変更
できます。
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不完全なインストール
インストールが完了する前にインストールが停止した場合は，インストールプログ
ラムを完全に閉じて，もう一度はじめから起動しなおしてください。最良の方法は，
再度インストールする前に，「コントロールパネル」®「プログラムの追加/削除」
アプレットを選択して，不完全なインストールで使用したファイルを削除してくだ
さい。アンインストールプログラムは，前回インストールプログラムを実行したと
きに変更されたファイルのみを削除するので，それ以前にインストールされたファ
イルは削除されません。

システムのWindowsシステムディレクトリにコピーされたシステムファイルは，
ServerWORKS Managerコンソールをアンインストールしても削除されません。
これらのファイルは「InstallShield」アンインストールプログラムを使用すること
によって発生する問題を回避するために，削除されずに残ります。 InstallShield
は，他のアプリケーションプログラムが使うかどうかを確認せずにファイルを削除
します。つまり，ServerWORKSアンインストールプログラムで削除した場合は，
必要かもしれない DLLのいくつかが削除されるので，あとで他のアプリケーショ
ンプログラムを起動すると問題が発生するかもしれません。
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インストールする前に他のプログラムを閉じる
インストールを実行する前に，メールプログラムやMicrosoft Officeショートカッ
トバーを含むすべての実行中のプログラムをシャットダウンします。

ServerWORKS をアップグレードする場合には，すべての ServerWORKS
Managerバックグラウンド処理(Event Logger，Event Dispatcher，Poller，Ping
Server，Data Collector)も閉じます。

ServerWORKS ManagerをTivoli TME 10 NetViewがインストールされているシ
ステムにインストールするには，まず NetView ディーモンをシャットダウンしま
す。 ディーモンは，NetViewを終了したあとにバックグラウンドで動作し続けま
す。ディーモンを停止するには，NetViewプログラムグループから「サーバ管理」
メニュー項目を選択します。続いて「サーバを停止」を選択してディーモンを停止
します。

古い ServerWORKSデータベースを保持する
インストールプログラムは，以前のバージョンの ServerWORKS Managerコンソ
ールがシステム上に存在するかどうかを調べます。発見した場合には，以下の選択
肢からいずれかを実行できます。

· データベースを保持。既存の V3.2 以降のデータベースを新しい
Microsoft Accessデータベースにマージして，履歴データファイルを
含めた古いバージョンのすべての情報を保持します。

· 古いバージョンを削除。ServerWORKS V3.0以前で作成したデータ
ベースを削除します。

バージョン 3.0データベースがインストールされている場合は，バージョン 3.2へ
をアップグレードした後，バージョン 4.0をインストールすることができます。こ
の場合，履歴データファイルを含めた情報は保持されせます。
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データベースの操作
Microsoft Access でレポートやメッセージを作成する場合は，ServerWORKS
Manager コンソールをインストールする前に，Consoleをインストールする前に，
Microsoft Access 95以前を Access 97をインストールにアップグレードしてくだ
さい。

エンタプライズマネージャを使って ServerWORKSを統合する
ServerWORKSコンソールの統合は， Consoleの統合は，ServerWORKSエージ
ェントをエンタプライズマネージャにマージすることで実現します。DIGITAL エ
ージェントは，エンタプライズマネージャに DIGITAL サーバに関する正確な詳細
な情報を提供しますすることができます。ServerWORKS Managerをエンタプラ
イズマネージャに統合するには，前にエンタプライズマネージャがが正しくインス
トールされていなければなりません。

ManageWORKSの使用
ServerWORKS Manager コンソールと OpenVMS管理ステーションは，Console
と OpenVMS 管理ステーションは，同一システムに別々にインストールおよび実
行することができます。 ManageWORKSを OpenVMS管理ステーションのイン
タフェースとして使用を継続して使用できますください。

SNMPサービスとエージェント
SNMP エージェントが生成したトラップメッセージを受信したい場合は，SNMP
を管理対象システムにインストールし，トラップ送信先を設定します。詳細説明は，
本書の第 7章のセクション「SNMPとトラップ送信先」を参照してください。

SNMP エージェントはオペレーティングシステムに付属しているか，インストー
ルプログラムに付属しています。オペレーティングシステムのに SNMP エージェ
ントをインストールがした付属している場合でも，ServerWORKS Manager
CD-ROM上の SNMPエージェントをインストールしてください。
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ServerWORKSの付属エージェント
以下のシステムのエージェントは ServerWORKS Managerに付属し，インストー
ルされています。

· Windows NT 4.0以降

以下のオペレーティングシステムのエージェントは，ServerWORKS Managerの
CD-ROMに収められています。ServerWORKSインストレーションキットに提供
されている手順に従ってインストールしてください。

· NetWare V3.12または V4.x

· SCO UNIX 5.x

Windows NTを稼動する X86搭載プロセッサ用の以下のオプションのエージェン
トは，ServerWORKS Managerに付属しています。インストール時にエージェン
トのいずれか 1つまたは両方を選択してください。

· DIGITALサーバ管理エージェント。NTを稼動する X86搭載プロセ
ッサ用の ServerWORKS V4.0最低正常度維持エージェントを含む。
このオプションを選択することを推奨します。

· Insight Manager用 DIGITALサーバエージェント。これらのエージ
ェントを使って，Compaq Insight Manager から ServerWORKS
Manager ユーティリティを使用する DIGITAL サーバに関する情報
を見ることができます。
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オペレーティングシステムの付属エージェント
エージェントは，以下のオペレーティングシステムに付属され，インストールされ
ています。

· DIGITAL UNIX 4.0

· Alpha搭載システムのOpenVMS SNMPエージェントは，OpenVMS
製品 V4.1以降の DIGITAL TCP/IPサービスに含まれており，NAS
クライアント－サーバパッケージのコンポーネントです。SNMP エ
ージェントは，TCP/IPのインストール時にインストールされます。

· IBM OS/2 SNMP エージェントはオペレーティングシステムに付属
しています。詳細については OS/2マニュアルを参照してください。

SNMP エージェントをこれらのオペレーティングシステムにインストールする説
明については，オペレーティングシステムの付属解説書と本書の付録 A『追加手続
きと補足情報』を参照してください。

エージェントをコンソールデバイスにインストールする
ServerWORKS Manager コンソール Consoleソフトウェアを NT 4.0を稼動する
X86プロセッサ搭載サーバにインストールし，このサーバをにローカルでモニタリ
ングするためのエージェントもインストールする場合は，最初にエージェントソフ
トウェアをインストールしてから，ServerWORKS Manager コンソール Console
をインストールします。
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ClientWORKSをインストールする前に知っておくべき情報
ClientWORKSに関する詳細情報は，『Using the ClientWORKS® Management
Suite with DIGITAL PCs: A Guide for Network Administrators 』
ClientWORKS V3.0 README.TXT あるいは『Using the ClientWORKS®
Management Suite with DIGITAL PCs: A Guide for Network Administrators』
と ClientWORKS V3.0 README.TXTを参照してください。

RSMをインストールする前に知っておくべき情報
RSM はハードウェアとソフトウェアコンポーネントから構成されます。Window
NTがを稼動する X86プロセッサ搭載 DIGITAL，またはWindows 95がを稼動す
るノードにインストールされますています。RSMを ServerWORKS Managerコ
ンソールに統合するには，RSMソフトウェアを ServerWORKS Manager コンソ
ールと同じシステムにインストールしなければなりません。Consoleがインストー
ルされているのと同じシステムにインストールしなければなりません。

RSMソフトウェアは，X86 プロセッサ搭載 DIGITALサーバの以下のデフォルト
ディレクトリにインストールしなければなりません。

<windows drive>:¥rs_mgr

RSMと ServerWORKS Manager コンソールを Consoleに統合する場合は，以下
の別の統合手順で行いが用意されていまます。統合は，RSM がそのデフォルトデ
ィレクトリにインストールされている場合は自動的に行われます。RSM が他のロ
ケーションにインストールされている場合は，RSM統合ツールから，RSMがイン
ストールされている先のディレクトリを指定するよう要求されます。
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RMCをインストールする前に知ってお くべき情報
このセクションは，Alpha プロセッサ搭載システム上の Remote Management
Console (RMC)にアクセスする方法について解説します。RMCを設定したあと，
ServerWORKS Managerから RMCを起動することができます。

RMCは，Alphaプロセッサ搭載サーバのハードウェア/ファームウェアでの機能を
します。RMCを使うことによって，リモートロケーションから AlphaServerシス
テムを制御および監視することができます。RMCコマンドは，管理対象システム
のリセット，ホールト，電源の ON/OFFを行うために使います。

RMCの制御ロジックは，AlphaServer 800，1200，4000，および 4100の各シス
テムのシステムハードウェアの一部です。RMCの設定と使用の方法についての説
明は，これらのシステムの付属ユーザマニュアルを参照してください。
AlphaServer 1000および 1000Aシステムのは，RMC機能はを，別途注文可能な
のハードウェアオプションのKCRCM AlphaServer Remote Console Moduleから
提供します。KCRCMモジュールは AlphaServer 1000または 1000Aシステム上
の EISA/ISAスロットに接続しますしています。インストールと設定の手順につい
ては，モジュールの付属解説書を参照してください。
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ServerWORKSから RMCを起動するには，HyperTerminal 等の端末プログラム
を Windows NT V4.0 あるいは Windows 95 にインストールします。
(HYPERTRM.EXE)をWindows NT V4.0とWindows 95にインストールします。
RMC を ServerWORKS Manager Console コンソールに統合するには，
HyperTerminal をオペレーティングシステムのインストールプログラムが選択す
るデフォルトディレクトリにインストールしなければなりません。Windows 95と
Windows NTの指示どおりにインストールしてください。

RMCを ServerWORKS Managerから起動するには，次以下の操作を行います。

1. HyperTerminalを使用する場合は，画面に表示されるメニューを使
ってHyperTerminalを希望どおりに設定します。別の端末プログラ
ムを使用する場合は，そのプログラムの付属解説書に従ってインス
トールおよび設定します。

2. ネットワーク上のサーバを識別するには検出機能を実行します。

3. 検出マップまたはExplorerのAlphaServerオブジェクトを選択しま
す。

4. 「ツール」メニューから RMC メニューを選択するか，またはツー
ルバーのRMC統合アイコンをクリックして，端末プログラムを起動
します。

端末プログラムは，その設定方法に依存して，COM1 ポートを介してモデム，端
末スイッチ，または PBXに接続されます。接続がモデムによる場合は，モデムに
設定されている電話番号をダイヤルします。COM1 ポートから，エスケープシー
ケンスを入力して RMCを起動します。

RMC の統合が完了したら，インストールプログラムが RMC と ServerWORKS
Manager Consoleコンソールのリンク付けが成功したことを確認します。



インストール

3-20

すべてのコンポーネントをインストールする最初の手順
インストール言語を選択したあと，各コンポーネントのインストールがメイン画面
で開始します。以下の手順でがインストールを行いメイン画面を開きます。

1. CD-ROMをCD-ROMドライブに挿入します。例えば， エージェン
トをインストールする場合には，管理対象システムのCD-ROMドラ
イブに挿入します。(ネットワークドライブからはインストールでき
ません。)

2. Windows NTまたはWindows 95システムでは，自動的にCD-ROM
が動作しはじめ，るとすぐにメイン画面が表示されます。自動的に
開始されない場合は，以下の操作を行ってください。

- デスクトップから「スタート」メニューをクリックします。

- 「ファイル名を指定して実行」を選びます。以下のパス名を入力
し，OKをクリックします。

Intel Windowsx86システムの場合:  <: <cd-rom ドライブ
>:¥Autoplay.exe

Alpha シ ス テ ム の 場 合 :  <cd-rom ド ラ イ ブ
>:¥Alpha¥Autoplay.exe

3. 画面から希望の言語を選びます。選択した言語は，次回にCD-ROM
のコンポーネントをインストールまたはアンインストールするとき
にデフォルト言語として使用されます。メイン画面が表示され，以
下の選択肢が提供されます。

- ようこそ — 製品についての概要を表示します。

- インストール — インストールできるコンポーネントを選択表
示しインストールを行います。

- チュートリアル — オンラインチュートリアルを表示実行しま
す。チュートリアルはCD-ROMからいつでもインストールまたは
表示することができます。

- ドキュメンテーション — CD-ROM上のAdobe® Acrobat™リーダ
ーを使って，マニュアルおよびその他の説明書等を表示します。
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（システムにAdobe Acrobatをインストールする必要はありませ
ん。）CD-ROMからいつでも表示することができます。CD-ROM
からマニュアルを表示することができます。オンラインヘルプは
アプリケーションとともにシステムにインストールされます。

- 完了 — インストレーションプログラムを閉じてServerWORKS
Managerコンソール（インストールが完了しているした場合）を
起動するか，または終了のいずれかを選択することができます。

4. 以下のいずれかの操作を行ってください。

- 「インストール」をクリックして，コンポーネント画面を開きま
す。この画面から他のコンポーネントをインストールするために
選択します。

- 「インストール」以外のオプションをクリックして表示されるメ
ッセージに従ってオプション内を移動します。例えば，「チュー
トリアル」をクリックするとチュートリアルが開き，それを参照
することができます。チュートリアルを終了するとメイン画面に
戻ります。この画面からコンポーネントのインストール，または
終了のいずれかを選ぶことができます。

コンポーネントのインストール手順
以下に，特定のコンポーネントをインストールする方法を手順を追って説明します。
まず，管理するすべてのシステムに ServerWORKS エージェントをインストール
してから他のインストールを行ってください。  そのあと，ServerWORKS
Manager コンソールを管理ステーションにインストールします。
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ServerWORKS Managerエージェントのインストール
まずエージェントをインストールしてから，その他のコンポーネントをインストー
ルしてますください。ServerWORKS Managerコンソールから管理するリモート
マシンに，エージェントをインストールします。インストレーションでは，
ServerWORKS Manager CD-ROMが動作を実行しているオペレーティングシス
テムとプラットフォームに適合するエージェントのみが自動的にインストールさ
れます。

1. 「すべてのコンポーネントをインストールする最初の手順」で説明
されている手順に従いってメイン画面を開きます。

2. 「インストール」をクリックして，コンポーネント画面を開きます。

3. コンポーネント画面から「ServerWORKS Managerエージェント」
をクリックしてください。

4. 以下のいずれかのオプションを選びます。

- Windows NTを稼動しているシステムにエージェントをインスト
ールするには，「インストール」をクリックします。続いて手順
5に進みます。

- エージェントをその他のオペレーティングシステムにインスト
ールする場合は，「説明」ボタンをクリックしてそれぞれのオペ
レーティングシステム専用の手順を参照してください。表示され
るプロンプトの指示に従い，「閉じる」をクリックして手順画面
を終了してください。

5. 表示されるプロンプトで以下のように適切に対応します。

- エージェントセットアップライセンスの案内情報画面で「次へ」
をクリックします。次に， SNMPサービスが実行している場合
は，「はい」をクリックしてサービスを一旦オフにしてください。

- SNMPサービスが実行している場合は，「はい」をクリックして
サービスをオフにしてください。
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6. 「DIGITALigitalエージェントのセットアップ - 操作」画面で，以
下のいずれかのオプションを選択して「次」をクリックします OK
をクリックします。

- Server サーバSNMPエージェントV4.0をのインストールする。
－－－－ このオプションはインストールまたはアップグレードを行う
ときに選択します。「次」をクリックします。

- Server SNMPエージェントをの削除する －－－－ このオプションはイ
ンストール済みのエージェントを削除するときに選択します。

7. 「オプションのエージェントコンポーネントの選択」画面で，以下
のいずれかまたは両方のオプションを選んで「次」をクリックしま
す。

- Digitalサーバ管理エージェント －－－－ 最低正常度維持機能を含む
ServerWORKS V4.0サーバ管理エージェントをインストールしま
す。このエージェントは，以前にServerWORKS V3.x以前で定義
されたすべてのアラームを置換します。

- Insight Manager 用のDigitalサーバエージェント －－－－ Insight
Manager からDIGITALサーバを監視および管理するためのエー
ジェントをインストールします。

8. プロンプトに対応じてして，SNMP サービスを今すぐ再開するか，
またはあとで再開します。あるいはま，たは他のプロンプトに対応
して作業を継続します。

コンポーネント画面で，次にインストールするコンポーネントを選びます。他のコ
ンポーネントをインストールしない場合は，「閉じる」をクリックしたあと，メイ
ン画面の「完了」をクリックしてください。

管理コンソールを監視しますか?
エージェントとコンソールソフトウェアは， Windows NT 4.0を実行する管理コ
ンソールシステム上にもインストールできします。コンソールエージェントをイン
ストールするには，次の「ServerWORKS Managerコンソールのインストール前」
述の手順に従ってください。
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ServerWORKS Manager コンソールのインストール Console
のインストール

ServerWORKS Manager Consoleコンソールのインストールに作業には，複数の
手順を含む以下のセグメントが含まれています。

· インストールの開始。Windows NT 4.0またはWindows 95のインス
トールのいずれかを選んで行う。

· コンソールのインストール。

· インストールの完了。

Windows NT 4.0へ用のインストールの開始
1. 「すべてのコンポーネントをインストールする最初の手順」で説明
された手順に従ってメイン画面を開きます。

2. 「インストール」をクリックしてコンポーネント画面を開きます。

3. コンポーネント画面から ServerWORKS Manager Consoleコンソ
ールを選びます。

4. 途中のインストール画面で表示される以下のオプションからいずれ
かを選びます。

- ステップ手順 1: インストール ―――― NTエージェントをWindows
NT 4.0がを稼動しているシステムにインストールします。コンソ
ールシステムにエージェントをインストールしていないいる場
合を除き，このオプションは飛ばしてください。

- ステップ 手順2: 説明 ―――― Microsoftデータアクセスコンポーネ
ントに関する情報を表示します。Microsoftドライバの正しいバー
ジョンを使っていることを確認するため，この手順を選びしま
す。「ファイル」®「終了」を選んで，途中のインストール画面
に復帰します。
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- 手順ステップ 3:インストール ―――― 必要なMicrosoft Data Access
Packをインストールします。インストールするには以下の操作で
インストールをを行います。

a.  MDACのインストールを指示するプロンプトに従います。

b.  プロンプトが表示されたら，「Typical標準インストール」（標
準）を選びます。(カスタムインストールを行う場合は，デー
タソースとMDACコアファイルを選択しなければなりませ
ん。)

c.  ライセンスについて問題なければ，「Accept」をクリックし
ます。

d.  インストール後は，Microsoftの推奨に従い，システムを再起
動します。

e.  途中のインストール画面に復帰します。

5. 手順 4:インストールステップ 4 のインストールに戻って，
ServerWORKS Manager Consoleコンソールのインストールを開始
します。「コンソールのインストール」の項に記載されている手順に
従ってインストールを継続します。
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セクション「コンソールのインストール」に記載されている手順に従ってインスト
ールを継続します。

Windows 95へのインストールの開始
1. 「すべてのコンポーネントをインストールする最初の手順」で説明
された手順に従ってメイン画面を開きます。

2. 「インストール」をクリックしてコンポーネント画面を開きます。

3. コンポーネント画面から ServerWORKS Manager Consoleコンソ
ールを選びます。

4. 途中のインストール画面で表示される以下のオプションからいずれ
かを選びます。

- ステップ 1: インストール ―――― ODBCを含むMicrosoft データア
クセスコンポーネントに関する情報を表示します。ODBC 3.5以
降を使っていることを確認するため，この手順を選びます。「フ
ァイル」®「終了」を選んで，途中のインストール画面に復帰し
ます。

- 手順ステップ 12: 説明 ―――― Microsoft データアクセスコンポー
ネントに関する情報を表示します。Microsoftドライバの正しいバ
ージョンを使っていることを確認するため，この手順を選びしま
す。「ファイル」®「終了」を選んで，途中のインストール画面
に復帰します。

- 手順ステップ 23: インストール ―――― 必要なMicrosoft Data Access
Packをインストールします。インストールするには以下の操作を
行います。

a.  MDAC のインストールを指示するプロンプトに従います。

b.  プロンプトが表示されたら，「Typical」（標準）「標準イン
ストール」を選びます。(カスタムインストールを行う場合
は，データソースとMDACコアファイルを選択しなければな
りません。)
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c.  ライセンスについて問題なければ，「Accept」をクリックし
ます。

d.  Microsoftの推奨に従い，システムを再起動します。

e.  途中のインストール画面に復帰します。

5. ス手順 3:インストールテップ 4に戻って，ServerWORKS Manager
コンソールのインストールを開始します。次項の「コンソールのイ
ンストール」に記載されている手順に従ってインストールを継続し
ます。のインストールに戻って，ServerWORKS Manager Console
のインストールを開始します。

セクション「コンソールのインストール」に記載されている手順に従ってインスト
ールを継続します。

コンソールのインストール
ServerWORKS Manager Console V3.2または V3.3からのアップグレードが可能
すですることができます。これより古いバージョンのアップグレードはサポートさ
れていません。

1. 「ようこそ」画面で，「次へ」をクリックしてライセンス情報に同意
します。

2. 初回のインストールの場合は，ServerWORKS Manager Consoleコ
ンソールの画面でにユーザの名前と会社名を登録し，表示される指
示に従って「次へ」をクリックしてください。

3. 「インストール先の選択」画面で「次へ」をクリックして，指定さ
れたデフォルトディレクトリにファイルを保存します。ディレクト
リを変更する場合は，「参照」コマンドを使ってディレクトリを選択
したします。
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- 他の１方のバージョンが別のディレクトリにある場合，この手
順以降のインストール作業中に２つのバージョン間でファイル
が共有されるトラブルが発生することがあります。ディレクト
リを変更する場合は，「参照」コマンドを使ってディレクトリを
選択し，「インストール先の選択」画面に戻ります。このあと，
「次へ」をクリックして次に進んでください。

4. 今回が最初のインストールの場合は，この手順はを飛ばされてして
手順 5 へに進みますんでください。再インストールするしている場
合は，以下の操作のいずれか１つ，または両方を実行します。

- 「既存のデータベースを使用する」を選択してください。このオ
プションは現在までののデータベースを保持し，それを新しいデ
ータベースに結合します。このオプションを選択しない場合，古
いデータベースは以下のディレクトリに保存されます。
¥Program Files¥Digital¥SWMgr¥database¥old

- 「インストール済みのServerWORKSを削除する」を選択しますて
ください。古いバージョンのソフトウェアをアンインストールす
るための指示が表示ですのでされたら，そのメッセージに従って
ください。

このあと「次へ」をクリックしてください。

5. 以下のいずれかのオプションを選びます。

- バックグラウンドタスクを自動的でに起動する ―――― バックグラ
ウンドタスクはシステムインストールのあとすのぐに起動に合
せて作動します。ご使用のコンソールをServerWORKSの実行とシ
ステム管理専用に使用する場合は，自動的に起動する方が便利で
す。

- 常に手作業動で起動する ―――― ServerWORKS Manager コンソール
のバックグラウンドタスクはコンソールServerWORKSを起動開
いしたたときのみ実行されます。

「次へ」をクリックして，次の手順に進んでください。
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インストールの完了
1. オプションの「 ここでREADME.TXTをの表示する。」の選択を受
け入れるか，または任意選択の"今すぐ README.TXT を読む"を拒
否するか選択した後，「終了」をクリックします。 README.TXT
を表示オプショしたンを選択する場合は，ファイルを読んで「ファ
イル」 ®「終了」を行い選びます。

2. 「完了」をクリックします。必要に応じてプログラムグループを閉
じます。メッセージに従って残りのダイアログボックスを閉じます。
途中のインストール画面が現れます。

3. インストール画面で「閉じる」をクリックします。

4. コンポーネント画面で再び「閉じる」をクリックし，メイン画面に
復帰します。

5. メイン画面で「完了」をクリックします。

6. 次のプロンプトで，「すぐに ServerWORKS Managerを起動する」
を選択するか，「終了」をクリックすればし，インストールが完了し
まます。

7. 終了と同時に，コンポーネント画面に復帰します。他のコンポーネ
ントをインストールしない場合は，「閉じる」をクリックします。

8. メイン画面の「完了」をクリックします。
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ServerWORKS Console Integrationのインストール
ServerWORKSインストールプログラムはが，エンタプライズマネージャとの統合
作業を行い開始します。手順は，プラットフォームとエンタプライズマネージャの
種類によって異なります。

1. 「すべてのコンポーネントをインストールする最初の手順」で説明
された手順に従ってメイン画面を開きます。

2. 「インストール」をクリックしてコンポーネント画面を開きます。

3. コンポーネント画面から ServerWORKS Consoleコンソール統合を
選びます。

4. Integrationを選びます。

5. 途中のインストール画面で表示される以下のオプションからいずれ
かを選びます。

- HP Open/view/ServerWORKS

- HP OpenView/HPUX

- Windows NT/ServerWORKS用Tivoli TME 10 NetView

- Digital UNIX用Tivoli TME 10/NetView

- CA Unicenter TNG/ServerWORKS

6. 特定プラットフォームとエンタプライズマネージャの指示に従って
ください。インストールが完了したら，「閉じる」を選んで
ServerWORKSコンポーネント画面に復帰しますてください。
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ClientWORKSのインストール
ClientWORKS のアップグレードに関する詳細説明は，ClientWORKS の
READMEreadmeファイルを参照してください。.txtを参照してください。

1. 「すべてのコンポーネントをインストールする最初の手順」で説明
されている手順に従ってメイン画面を開きます。

2. 「インストール」をクリックしてコンポーネント画面を開きます。

3. 「ClientWORKS コンポーネント」をクリックします。2 つの
ClientWORKS コンポーネントをインストールできます。これらは
いずれも任意選択です。

- コンポーネント画面から「ClientWORKS DMI Explorer」を選んで
ローカルシステム用のエクスプローラをインストールします。プ
ロンプトの指示に従ってインストールを完了します。

- コンポーネント画面から「ClientWORKS DMI Explorerとエージェ
ント」を選んでネットワークの参照と管理のためのコンポーネン
トをインストールします。表示される指示に従ってインストール
を完了してください。

4. インストール作業の ClientWORKSの部分に進みます。表示される
指示に従ってインストールを継続します。「次へ」をクリックします。

5. 最初のライセンス案内情報画面で「次へ」をクリックします。問題
なければ 2 つ目のライセンス情報の画面で「はい」をクリックしま
す。

6. ClientWORKS コンポーネント画面で「オプション」をクリックし
たあと，「次へ」をクリックします。
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7. 言語オプション画面で ServerWORKS Manager のインストールで
使用した言語を選び，「次へ」をクリックして作業を進めます。

8. ClientWORKS のインストール先を選択選んしで「次へ」をクリッ
クします。

9. デフォルトフォルダ名を選ぶか，またはユーザ定義のフォルダ名を
入力します。続いて「次へ」をクリックします。SNMP サービスに
関するプロンプトの指示に従ってください。

RAID Storage Managementストレージ管理のインストール
RAID ストレージコントローラ管理のアプリケーションをインストールしない場
合は，「StorageWorks のインストール」と「MylexYLEX GAM のインストール」
のセクションを飛ばしてください。

StorageWorksのインストール
StorageWorksコマンドコンソールは，管理コンソール用のクライアントと管理サ
ーバ用のエージェントから成っています。StorageWorks Command Consoleクラ
イアントはWindows NTまたはWindows 95ノードにインストールされています。
StorageWorks エージェントは， StorageWorks RAID コントローラに接続し，
Windows NT，NetWare，または SCO UNIX がを稼動している StorageWorks
RAIDコントローラに接続しているサーバにインストールしますされます。
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StorageWorks は CD-ROM からインストールされます。  StorageWorks は
CD-ROM からクライアントは管理システムにインストールすることができます。
StorageWorks エージェントは RAID コントローラが接続している管理対象サー
バにインストールしますすることができます。StorageWorksをシステムに自動的
にインストールできない場合は，追加情報が表示されます。StorageWorks は
ServerWORKS Manager CD-ROMに提供されているバージョン(またはそれより
新しいバージョン)でがの再インストールが必要ですされます。また，自動的にイ
ンストールできない場合は，追加情報が表示されます。

1. 「すべてのコンポーネントをインストールする最初の手順」に説明
されている手順に従ってメイン画面を開きます。

2. 「インストール」をクリックしてコンポーネント画面を開きます。

3. コンポーネント画面から「RAID Storage Managementストレージ
管理」をクリックします。

4. 「StorageWORKS 」Command Consoleを選びます。

5. 次の画面で「エージェント」または「クライアント」をクリックし
て，表示される指示に従ってメイン画面に復帰します。

6. メイン画面で次にインストールするコンポーネントを選びます。他
のコンポーネントをインストールしない場合は，「完了」をクリック
します。
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Mylex GAMのインストール
Mylex GAMは，Windows NTまたはWindows 95を稼動している管理コンソール
上にインストールされているクライアントと，Mylex GAM RAIDコントローラに
接続しているサーバにインストールされているエージェントから構成されます。

GAM は CD-ROM からインストールされます。GAM を自動的にシステムにイン
ストールできない場合は，インストールの方法についての説明が表示されます。
Mylex GAMは ServerWORKS Manager CD-ROMに提供されているバージョン，
またはそれより新しいバージョンに再インストールされます。

1. 「すべてのコンポーネントをインストールする最初の手順」に説明
されている手順に従ってメイン画面を開きます。

2. 「インストール」をクリックしてコンポーネント画面を開きます。

3. コンポーネント画面からRAID Storage Managementをクリックし
ます。

4. Mylex GAMを選びます。

5. 次の画面で「インストール」をクリックして，表示される指示に従
ってメイン画面に復帰します。

6. メイン画面で次にインストールするコンポーネントを選びます。他
のコンポーネントをインストールしない場合は，「完了」をクリック
します。
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Remote Management Integration管理のインストール
リモート Remote管理マネジメント統合（Remote Management Integration）を
インストールしない場合は，このセクション節の説明は飛ばしてください。

どのリモート管理を選択するかは，コンポーネントをインストールする先の管理コ
ンソールのオペレーティングシステムに依存します。RSM 統合をインストールす
る前に RSM ソフトウェアをインストールします。詳細は，RSM マニュアルを参
照してください。

1. 「すべてのコンポーネントをインストールする最初の手順」に説明
されている手順に従ってメイン画面を開きます。

2. 「インストール」をクリックしてコンポーネント画面を開きます。

3. コンポーネント画面から使用システムのリモート管理サービスを選
びます。

4. 表示される指示に従い，統合が異常なく終了したあと，「完了」をク
リックします。

5. メイン画面で次にインストールするコンポーネントを選びます。他
のコンポーネントをインストールしない場合は，「完了」をクリック
します。

チュートリアル
ServerWORKS Managerのチュートリアルは，ServerWORKS Manager コンソ
ールソフトウェアの一部としてインストールされます。このチュートリアルは，
ServerWORKS Managerについての基本情報を含んでいます。チュートリアルは
約 20 分で参照することができます。ServerWORKS Manager を初めて使用する
場合は，アプリケーションにいちはやく慣れるためにチュートリアルをご覧になる
ことをお勧めします。
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マニュアル
ServerWORKS Manager コンソールのインストール中に， readme.txt と
install.txtの両ファイルがインストール先のディレクトリのルートにコピーされま
す。また，ServerWORKSコンソールをインストールするとオンラインヘルプもイ
ンストールされます。これらの文書は Adobe Acrobatを使って CD-ROMから表示
および印刷することができます。

インストールを後始める前のオプション
ServerWORKSのコンポーネントは ServerWORKSをインストールしたあと，手
動でインストールまたは設定することができます。

マルチプラットフォームで使うWatchDog Timer
WatchDog Timerは，ServerWORKS Managerをインストールしたあと，X86プ
ロセッサ搭載のサーバにインストールすることのできるオプションです。
Watchdog Timerは，サーバを再起動することによって，ハングアップしたオペレ
ーティングシステムを自動的に回復するユーティリティです。WatchDog Timer
はインストール時には「デフォルトで無効」に設定されています。 ServerWORKS
はセキュリティ上の理由により， ServerWORKS V4.0 は，エージェントシステ
ムのこの設定機能をシステムプロンプトからのみ有効/無効に変更しますすること
をサポートしています。

NT，NetWare および SCO UNIX オペレーティングシステムの場合，
ServerWORKS Managerは Prioris ZX6000，HX6000，MX6000，XL6000 の各
サーバ，および DIGITAL サーバ 3000，5000，7000 の各シリーズに対して
Watchdog Timerの使用をサポートしています。
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WatchDog Timerを有効にするには

1. システムプロンプトを開きます。

2. プログラム名，空白文字１つ，システムの再起動を行うまでの待ち
時間の分数の順に入力します。例えば

- NTシステムでは

sw_wdt 4

- NetWareシステムでは
load ServerWORKS_wdt 4

のように入力します。システムから結果を知らせるメッセージが表
示されます。例えば NTシステムの場合は「WatchDog enabled for 4
minute wait before reset after system hang.(システムのハングアッ
プ後，４分で後にリセットする設定でWatchDogを有効化)」という
メッセージが表示されます。

WatchDog Timerを無効にするには

1. システムプロンプトでプログラム名を入力します。

2. 分数は指定しないでください。

sw_wdt を使用した Watchdog Timer の設定は永久保管にサーバにされます。
Watchdog Timerがシステムをリセットした場合は，リセットした事実と，最後の
シャットダウンの理由を確認するメッセージ画面が表示されます。
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SCO UNIX上のWatchDog Timer
ServerWORKSエージェントを SCO UNIX システムにインストールするときは，
インストール時にWatchDog Timerを有効にすることができます。表示されるプ
ロンプトで再起動を行うまでの待ち時間の分数を入力します。 SCO UNIX の
WatchDog Timerを有効にするには，/rootまたは管理者としてログインする必要
があります。ManageWORKS V2.2 の場合は，行を以下のように編集してくださ
い。

INI file=< 前回のインストール時のパス名>¥MWORKS.INI
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ServerWORKS Managerを使った IP Discoveryでは，すべてのネットワークオブ
ジェクト上のすべての情報がまとめて収集できますされます。これらの情報は，
ServerWORKS Explorerウィンドウの一覧ビューまたは IP Discoveryマップのグ
ラフィカルビューで内のネットワークノードを表示することによってと確認する
ことができます。

本章では以下のことを行います。

· Explorerとマップビューアウィンドウ内のエレメントの説明。

· ウィンドウ内のオブジェクトの操作方法の説明。

· ネットワークの検出方法の説明。

· アラームビューア，およびネットワークオブジェクトの状態を確認す
るためのアラームビューアの使用方法の説明。
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ネットワークビュービューア
IP Discovery機能は，ネットワーク上の TCP/IPおよび SNMPオブジェクトを検
出して，ServerWORKS Managerデータベースにその情報を配置します。データ
ベースの情報は，ネットワークをあらわす IP Discovery と ServerWORKS
Explorer ビュービューアを作成するために使用されます。図 4-1 ではこの 2 つの
ビュービューアを示します。

ServerWORKS Explorer ビュービューア
ServerWORKS Explorerは，ServerWORKS Managerでのメインへのおもな入り
口で，デフォルトビュービューアです。Explorer は，ネットワーク上の各オブジ
ェクトタイプのルートオブジェクトを含みむ一覧ビュービューアまたは階層ツリ
ービューアビューとして開きます。この階層ビューアビューから以下のオブジェク
トを見ることができます。

· NTサーバの管理 — Windows NTで tを稼動している全サーバを表示
含む。このカテゴリは，管理コンソールがWindow NTサーバまたは
NTワークステーションを稼動しているときのみ現れます。

· NetWareオブジェクト — Novell NetWareファイルサーバを表示含
む。このカテゴリは，管理コンソールが Windows NT の Novell
NetWare Clientを実行しているときのみ現れます。

· Server サーバオブジェク Objects ト     — Windows NT，Novell
NetWare，SCO UNIX，OS/2，DIGITAL UNIX，OpenVMSを稼動
しているすべての DIGITAL (X86 プロセッサベースおよび Alpha)
サーバを表示含む。適切なエージェントがインストールされているこ
とが必要です(表 3-1を参照)。

· SNMPおよび IP オブジェクト Objects    — ブリッジ，ルータ，ハブ，
サーバ(ServerWORKS データベースに登録されている非 DIGITAL
以外のサーバを含む),デスクトップシステム，プリンタ，トークンリ
ング，FDDIリング，Ethernetネットワークを表示含む。
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· クラスタ Cluster オブジェクト Objects — Microsoft NTクラスタお
よび DIGITAL NTクラスタを表示含む。クラスタはマップまたは一
覧上のクラスタオブジェクトによって表されます。クラスタオブジェ
クトを開くと，クラスタメンバと，各クラスタメンバに関連するリソ
ース(大容量ディスクやアプリケーションなど)が現れます。図 4-1 を
参照。

ServerWORKS Explorerビューは，個々のノードやそのステータスを表示するた
めのツールですから，変更，削除，名前の変更を等は行うすることことはできませ
ん。のできない永久読み取り専用ビューアです。Explorer に含まれるオブジェク
トは一時的で，開くと更新されます。しかしながら，他の一覧ビューアビューを作
成したり保存したりすることができます。

Explorer ビューアビューには，単一タイプのオブジェクトを複数含むコレクショ
ンを含めるむこともができます。Explorer ビューは，個々のノードやそのステー
タスを表示するために使います。Explorerビューアビューは常にカレントなので，
日常操作を管理するのに便利なウィンドウです。 Explorerビューは常にカレント
なので，日常操作を管理するのに便利なウィンドウです。

IP Discoveryマップビューアビュー
マップビューアアは，ネットワークレイアウトをグラフィカルに表したものです。
ServerWORKSはは自動検出を実行してマップを作成します。

マップビューアビューで作業するために以下のオプションが用意されています。

· 指定されたオブジェクトタイプの検出をするためにフィルタしたさ
れた複数の自動検出を実行する。

· 既存マップ内の更新されたビュービューアを保存しておくする。

· 新しいマップ内の新規検出オブジェクトを保存しておくする。

· マップビューアビューの名前変更または削除。

· 手動でオブジェクトをマップビューアビューに追加する。
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Explorer，マップビューアのいずれのビューアビューでも，
SNMPおよび IPオブジェクトは現在のステータスを表すよう
色別されています。発生したアラームはオブジェクトに付加さ
れたアラームアイコンによって示されます。マップ上のクラス
タオブジェクトには，メンバまたはリソースのいずれか 1 つ
にアラームが発生するとベルアイコンが表示されます。図 4-1
に，アラームベルアイコンの付いたオブジェクトが示されてい
ます。

図 4-1の，左側の Explorer ビューアビューは，デフォルトのオブジェクトタイプ
のルートオブジェクトを示しています。プラス (+) 記号は，ルートオブジェクト
の下にもオブジェクトがあることを示します。ルートオブジェクトを開くにはダブ
ルクリックしてください。(-) 記号は，開いたルートを示します。この図では，ク
ラスタ，プリンタ，サーバオブジェクトが開かれています。

マップビューアビューはサブネット上のサーバ，クラスタ，プリンタを示します。
小さなベルアイコンの付いたサーバの 1つでアラームが発生していますました。

オブジェクトはいくつかのルートオブジェクトの下に現れることができます。例え
ば，Microsoft Windows NTを稼動している DIGITALサーバは，Server Objects
サーバオブジェクト，SNMP Objects オブジェクト，NTサーバの管理オブジェク
トの個々の Objectsツリー下にに現れます。これは，このサーバがこれらのオブジ
ェクトの個々の要件を満たしているからです。

表示ウィンドウの下にはアラームステータスバーがあります。一目でアラームの数
とタイプを確認することができます。ステータスボタンをクリックするとアラーム
ビューアが開きます。
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ビューアウィンドウのエレメント
Explorer ウィンドウまたはマップビューアウィンドウのいずれかが開いている場
合，コンソールは以下のオブジェクトを表示します。

· メニューバー

· ツールバー

· アラームステータスバー

メニューバー
メニューバーは，コンソールを操作するためのメニューオプションを含みます。メ
ニューオプションの簡単な説明が，ウィンドウ下部のメニューステータスバーに現
れます。メニューオプションの上でカーソルを動かすと，各コマンドの説明が表示
されます。ServerWORKS Manager Consoleコンソールオンラインヘルプで，メ
ニューコマンドの完全な説明を読むことができます。

メニューバーのヘルプトピックを開くには

1. 「ヘルプ」®「ヘルプトピックの検索」®「目次」の順に選びます。

2. ServerWORKSメニューバートピックをダブルクリックします。
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図 4-1  ネットワークのマップビュービューアとエクスプローラビュービューア
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コマンドツールバー
ServerWORKS は，Explorer とマップビューアウィンドウの両方に現れるコマン
ドツールバーを含みます。ツールバーは，一覧またはマップに現れるネットワーク
オブジェクトに依存して動的自動的に変化します。例えば，NetWare と NTのツ
ールバーボタンは，ネットワークにこれらのオペレーティングシステムを実行して
いるサーバが含まれない場合は表示されません。ツールバーについての詳細な説明
は，オンラインヘルプを参照してください。

Explorerとマップビューアツールバーのヘルプトピックを開くには

1. 「ヘルプ」®「ヘルプトピックの検索」®「目次」の順に選びます。

2. トピックの ServerWORKSツールバーをダブルクリックします。

ココココママママンンンンドドドドラララライイイインンンンツツツツーーーールルルルババババーーーーののののツツツツーーーールルルルババババーーーーボボボボタタタタンンンンののののササササイイイイズズズズをををを変変変変更更更更すすすするるるるににににはははは

· 「表示ビュー」®「小さなアイコン」または「表示ビュー」®「大き
なアイコン」の順に選びます。
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マップビューアパレット
マップビューアは，オブジェクトをマップに挿入するためのにオブジェクトパレッ
トも含んでいます。パレットには，一般オブジェクトタイプととユーザが作成した
あらゆるオブジェクトタイプがを含まれていますんでいます。

パレットボタン上でカーソルを動かすと，オブジェクトタイプ名がステータスバー
に現れます。

アイコンをオブジェクトタイプに関連付けすることができるので，パレットは専用
のマップビュービューアを作成する場合に便利です。例えば，工学部のすべてのサ
ーバが DIGITAL サーバだとします。専用マップを作成する場合は，工学部ロゴをツ
ールセットに割り当てすることができます。図 4-2は追加アイコン付きのマップパ
レットを示しています。

図 4-2  マップパレット
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ServerWORKSの起動と終了
ServerWORKS Manager Consoleコンソールを開くには

· デスクトップから，「スタート」®「プログラム」®「ServerWORKS
Manager Consoleコンソール」®「ServerWORKS Manager」の順に選
びます。

ビューまたはマップのみを閉じるか，て ServerWORKS Manager Consoleを開い
たままにするか，あるいはまたは ServerWORKS Manager Consoleコンソールを
完全に終了させるすることができます。終了すると，すべてのビューおよびマップ
が閉じます。
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マップまたはビューを閉じるには

1. マップまたはビューを選択するにはクリックします。

2. 「ファイル」®「ビューアを閉じる」の順に選びます。

ServerWORKS Manager Consoleを終了するには

· Explorerまたはマップビューアのウィンドウから，「 ファイル」®
「終了」を選びます。終了すると，すべてのビューおよびマップが閉
じます。

ServerWORKSのを終了時してすべての処理を閉じるには

1. 「ツール」®「オプション」®「デフォルト動作対処」の順に選びます。

2. 「終了時にすべてのアプリケーションを閉じてくださいる」を選択して，
OKをクリックします。
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マップビューアと Explorerビューのナビゲート
マップ上のオブジェクトを見やすくしたり論理グループにわけるために操作して，
マップや一覧ビュービューア間を数種類の方法で移動することができます。

また，大きなサブネットをズーム 100%で見ると表示画面内に入りきらなくなるの
で，マップの大きさを変更することができます。

現在のウィンドウにマップの大きさを合わせるには

スケールボタンをクリックします。

特定サイズにマップを拡大縮小するには

(+)または(-)記号をクリックするか，%フィールドに数字を入力
して，Enterキーを押します。

逆にそのままで表示したい場合は，マップの他の部分をビュー内に移動することが
できます。

現在のウィンドウで見えない部分のマップを見るには

· マップの隠れた部分がビュー内に現れるまで，水平または垂直スクロ
ールバーハンドルをクリックしてドラッグします。

マップの特定部分を表示するために選択するには

1. ｢表示ビュー｣®｢ナビゲータ｣を選びます。

2. 希望のマップ部分の上をクリックします。選択した部分がマップビューに現
れます。

使用頻度の多いサブネットは，数百もの接続とオブジェクトを持ちます。接続が有
効なことを確認したあと特定オブジェクトにフォーカスする場合は，接続を非表示
にすることができます。
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接続の表示と非表示を切り替えるには

利用者の多いサブネットは，数百もの接続とオブジェクトを持ちます。接続が有効
なことを確認したあとは，特定オブジェクトにフォーカスする場合は接続を非表示
にすることができます。

· 「表示ビュー」®「接続またはビューを表示」®「接続のを非表示」
の順に選びます。

オオオオブブブブジジジジェェェェククククトトトトをををを他他他他ののののビビビビュュュューーーーアアアアににににココココピピピピーーーーすすすするるるる

Explorer のビューアビューは読み取り専用ですが。しかしながら，他の一覧表示
マップに階層ビューア一覧ビューを再度作成したり，マップビュー間ででオブジェ
クトをを移動するすることはができます。

オブジェクトを他のビューにコピーするには

· マップのオブジェクトをクリックして別のマップにドラッグするか，
または階層一覧ビューアビューのオブジェクトをクリックして別の
一覧ビューにドラッグします。 (階層ビューア一覧ビューとマップビ
ューアビュー間でドラッグ&ドロップすることはできません。)



ネットワークとオブジェクトの検出

4-13

オブジェクトを別のマップに移動するには

1. オブジェクトを選択します。

2. [CTRL]+[X]キーを押します。

3. 送信先マップをクリックします。

4. [CTRL]+[V]キーを押します。

個々のマップのオプションの表示
見やすさを図るためレイアウトとアラインメントのオプションがいくつか用意さ
れています。グリッド線が水平および垂直方向の位置を示します。

グリッド線を表示または非表示にする

グリッド線が水平および垂直方向の位置を示します。には

1. 「ファイル」®「ビューアプロパティ」を選びます。

2. 「マップビューアプロパティ」ダイアログボックスで，「グリッド線の表
示」または「グリッド線に合わせる」をクリックしたあと，セルのサイ
ズを選びます。

自動配置機能は，特定マップの最良の配置を決定します。

オブジェクトを自動配置する

自動配置機能は，マップ内のオブジェクトの再配置を行います。には

· 「編集」®「自動配置」を選択します。

タイリングは，すべてのオブジェクトを水平および垂直に揃えます。
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オブジェクトをタイリングする

タイリングは，すべてのオブジェクトを水平および垂直に揃えます。には

· 「表示ビュー」®「並べて表示ビューのタイリング」を選びます。

アライニングは，選択したオブジェクトを選んだ方向に(オブジェクトの上，下，
右，左に)配置します。

選択したオブジェクトを揃えるには

アライニングは，選択したオブジェクトを選んだ方向に配置します。

1. 「編集」®「オブジェクトの整列アライニング」を選択します。

2. 「オブジェクトの整列アライニング」ダイアログボックスの「配置を選
択しますアライメント」オプションをクリックします。

3. OKをクリックします。

オブジェクトの除去と削除
オブジェクトを除去または削除することができます。オブジェクトを除去すると，
ビュービューアからオブジェクトが取り除かれますがネットワーク上に残ります。
ただし，削除は，ドメイン，ユーザ，グループ，ディレクトリなどのWindows NT
内のオブジェクトを削除した場合は，ネットワークから永久的に取り除かれますき
ます。NT内のオブジェクトを削除する場合は，そのオブジェクトを本当に削除す
べきかしたいことを確認してください。

ビュービューアからオブジェクトを除去するには

1. オブジェクトを選択します。

2. 「編集」®「削除除去」を選択します。

NTオブジェクトをネットワークから削除するには

1. オブジェクトを選択します。

2. 「編集」®「切り取り」，またはCTRL +Xを選びます。
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自動検出がオブジェクトを自動検出する方法
自動検出は，特定シーケンスを使ってオブジェクトを識別します。自動検出は，最
初に IPを使い，次に SNMP MIB II システム記述子(sysDesc)を問い合わせて検出
します。自動検出は，DIGITALエージェントがそのオブジェクト上で実行されて
いるかどうかも調べます。エージェントが稼動している場合は，自動検出は
DIGITALベースのエージェントシステムの記述子ストリング(svrSystemDescr)を
探します。このストリングを検出すると，自動検出はそのオブジェクトを
Server.Digitalとして識別します。

自動検出はそのオブジェクトの問い合わせを継続し，以下の事項を確認します。

· オブジェクトがサーバの場合は，自動検出はそのオブジェクトがクラ
スタサーバであるかどうかを決定します。

· オブジェクトがクラスタサーバの場合は，自動検出はそのオブジェク
トがMicrosoft NTクラスタまたは DIGITAL NTクラスタかどうか
を決定識別します。

· 自動検出が前述の情報のいずれの情報も検出しなかったオブジェク
トの場合は，そのオブジェクトは Node.Genericであると断定されま
す。(SNMP がポーリングされた管理対象のデバイス上に設定されて
いないので，オブジェクトのほとんどは一般ノードとして現れます。)
オブジェクトがは，SNMPレイヤを持つ場合，Node.Genericとも分
類されますが，既知の SNMP オブジェクトタイプの一覧からは識別
することはできません。

· オブジェクトが複数のアダプタを持っていて，DIGITAL エージェン
トを実行していない場合は，そのオブジェクトはルータと識別されま
す。
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ネットワークの検出
自動検出機能は，デフォルトコミュニティの Public を使って，コンソールがイン
ストールされているシステムのサブネットの検索から検出を開始します。自動検出
ウィザードもは，ローカルシステムの IP アドレスに基づいてローカルサブネット
を検索検出します。

このあとの検出では，ユーザは他のサブネットを指定して検索します。，各サブネ
ットを別のマップビューとして保存することもができます。サブネットごと別の検
出は，ネットワーク全体を検出のに最適なする秩序だった方法です。

最初の検出では，デフォルトのサブネットとネットワークマスクを使って開始して
ください。

1. ServerWORKS Managerから，「動作 対処」®「IPオブジェクトをの
検出」を選びます。「検出するネットワークの検出」ダイアログボックス
が開きます。

2. これが最初の検出の場合は，「次へ」をクリックします。これが 2回目以
降の検出の場合は，(既知のオブジェクトを検出して，それをビューアビ
ュー内に追加配置するために)「ネットワーク」フィールドにサブネット
IPアドレスまたは一意の IPアドレスを入力します。

3. 「ネットマスク」フィールドにサブネットマスクを入力します。

4. 「追加」をクリックして，「検出したい TCP/IP 新しいネットワーク」ま
たはシステムをの一覧に追加配置します。

5. 「次へ」をクリックします。サブネットをクリックして検出するために
選択します。

 「次」をクリックします。

6. 「自動検出セキュリティ」ダイアログボックスで以下のいずれか 1つの
操作を行います。
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- 「次」をクリックしてデフォルトコミュニティのPpublicを承認
し，「次へ」をクリックします。

- コミュニティ名を入力します。自動検出は管理コンソールシステ
ムと同じコミュニティに属するオブジェクトだけを検出しま
す。

7. 「検出するするタイプ」ダイアログボックスで，以下の操作を行ってく
ださい。

- オブジェクトのすべてのタイプを検出するにはために，「次へ」
をクリックします。

- 検出する特定オブジェクトタイプを選択するには，オブジェクト
タイプを選択した後，します。「次へ」をクリックします。

8. 「検出オプション」ダイアログボックスで，検出方法を選びます。サブ
ネットに慣れていて，しかも検出を開始するために「スタートホストを
起動」を指定することができる場合はのみ，「Ping スプレーSpray」を
選んでください。特定の階層ビューアビューまたはマップビューアをを
作成するした場合は，「検出結果表示用のマップビューアを選択」の一覧
から検出結果を 1つ選択してください。リスト。

9. 「完了」をクリックします。

10. IP 検出レポートを見るかどうかを指定するには，「はい」または「いい
え」のいずれかを選択決定します。

11. 現在のビューに新規オブジェクトを追加するかどうかには決定します，
「はい」または「いいえ」のいずれかを選びます。

ヒント:::: 検出の所要時間は，単一ノードの 15 秒から，大きなサ
ブネットの 30分以上まで多様です。TCP/IP Discoveryの進行を
「進行状況」ダイアログボックスで確認できますしてください。
ステータスバーが現在の進行状況を表示します。「完了」時間が
表示されると，検出が完了したことを示します。
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最初の検出結果
最初の検出のあと，サブネットのグラフィカルなマップビューアビューまたは階層
一ビューア覧ビューを見ることができます。マップは，ネットワーク上のデフォル
トのオブジェクトタイプのアイコンを含みます。

2回目以降の検出
自動検出はたびたび処理は行うことができます増分します。ServerWORKS
Explorer を開くたびに自動検出を実行して，データベースとマップの情報の更新
を行うこともができます。

Explorerを開いて，2回目以降の検出をビューで行います。

· 新規接続とノードがマップに追加されている。

· 設定情報が前回検出されたノード用に更新されている。

· カスタマイズされたマップも更新保持が保存さされるれている。

Explorerから 2回目以降の自動検出を実行するには

· Explorer ツリーからオブジェクトタイプをクリックするか，または
オブジェクトタイプの横の(+)記号をクリックしてください。IP
「Discoveryウィザード」ダイアログボックスが開くので，きます。
以下のいずれか 1つを行います:
- 「 Discovery検出」をクリックして，ビューアビュー内でサブネ
ットの検出を再実行します。

- 表示を更新せずにビューを開く場合にはため，「被既に検出済み
のオブジェクトの表示」をクリックします。
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クラスタの検出
ServerWORKS は，ネットワーク上のクラスタを検出して，それを階層ビューア
Explorer ビューまたはマップビューアビューにクラスタアイコンとして表示しま
す。図 4-3は，マップビューアビューおよび階層ビュー内に開いたクラスタドメイ
ンのマップを示しています。

クラスタメンバとリソースを表示するには

以下のいずれかの操作を行ってください。

· マップビューア上のクラスタオブジェクトをダブルクリックしてく
ださい。一時ウィンドウがサーバとリソースをを表示一覧します。

· 階層ビューア Explorer ビュー上のクラスタオブジェクトタイプをダ
ブルクリックすると，クラスタオブジェクトが開き，そのサーバとリ
ソースが表示されます。



ネットワークとオブジェクトの検出

4-20

図  4-3 展開したクラスタマップ
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自動検出情報のレポートの印刷
IP Discovery は，ServerWORKS でビューを開くたびに更新を要求しますされま
す。これらの更新情報はをレポートとしてに保存されていますすることができます。
レポートは，メモ帳などのエディタで表示および印刷することのできるテキストフ
ァイルです。レポートには検出レポートとまたは IP アドレスレポートがあり，の
いずれかを選ぶことができます。こ互いにの 2種のレポートは異なるる情報を提供
します。

検出レポート
検出レポートは一般に IP Discoveryによって生成され，検出されたオブジェクト
に関する情報を含んでいます。自動検出が完了すると，レポートは新しく検出され
た IPホスト，コンフィギュレーション上の変更，重複 IPアドレス，および構成ミ
スのあるデバイスのを一覧が書き込まれします。印刷するには以下の手順に従いま
す。

· 検出が完了したあと，レポートを表示させ，メモ帳「自動検出」から印
刷します。プロンプトにを用いて従ってレポートを印刷します。

· メモ帳で開くことのできる保存済テキストファイルをメモ帳で開きから
印刷をおこないします。保存済みファイルは以下のディレクトリに格納
されています。

Program Files¥DIGITAL¥SWMGR¥database¥IPREPORT

ファイル名の形式は以下のとおりです。

<月><日><時><分>.txtファイル名の形式は以下のとおりです。

<月><日><時><分>.txt

例えば，1998年 3月 31日 17時 15分のレポートは「03311715.txt」の
以下のファイル名になります。

03311998.txt



ネットワークとオブジェクトの検出

4-22

レポートに特定の出力を設定するには

1. 自動検出を行って(本章の「ネットワークの検出」の項を参照)「自動検出
オプション」ダイアログボックスまで進みます。

2. 「詳細設定」ボタンをクリック選しますびます。

3. 「TCP/IP詳細設定オプション」ダイアログボックスで「出力」タブを選
びます。

4. 出力先ファイルを「有効」として，ファイル名を指定します。て，必要
ならレポートに出力する情報タイプを選択クリックしたあと「OK」をク
リックします。

5. 自動検出を実行終了します。

IP Discoveryレポートを印刷するには

1. 「コンソール」から「ツール」®「IP検出  Discレポート」overyレポ
ート」を選びます。

2. 印刷するファイルをダブルクリックします。

3. メモ帳からで「ファイル」®「印刷」を実行します選びます。
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IPアドレスレポート
IP アドレスレポートは，自動検出が完了したあとのデータベースから作成されま
す。レポートに出力される情報には，検出された各オブジェクトの IP アドレス，
名前，およびMACアドレスが含まれます。このレポートは，IPアドレスとMAC
アドレスの関連を調べる間の対立を解消するのに役に立ちます。

IPアドレスレポートを印刷するには

1. 「コンソール」から「ツール」®「IPアドレスレポート」を選びます。

2. 「Dump オブジェクトのダンプObject」ウィンドウから「ファイル」®「保
存」を選びます。ファイルはReport.txtという名前で保存されます。

3. ファイルを印刷するにはファイルを以下のディレクトリから特定してくださ
い。

Program Files¥DIGITAL¥SWMGR¥database¥report.txt

4. ファイルをダブルクリックします。

5. メモ帳で「ファイル」®「印刷」を実行します選びます。

ネットワークの動作確認
自動検出が完了したあと，いずれかのビューで ServerWORKS のいずれかのビュ
ーアでシステム全体のテータスがが一目でわかるシステム全体のステータスを表
ります示します。以下のいずれかの方法でステータスをすばやく確認しますするこ
とができます。

· マップビューアビューおよび階層ビューア上の色分けされた，
Explorer ビュー上に，ステータスとアラームアイコンを色別して表
示。

· アラームステータスバー

· アラームビューア
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ステータスを色分け別して確認
ビュービューア上のオブジェクトのステータス変更はを色分け別して監視されて
いますすることができます。階層ビューアの場合，ステータスはオブジェクトの左
の丸記号の色で示されます。マップビューの場合は，ステータスはオブジェクトア
イコンの背景色で示されます。クラスタオブジェクトの場合，リソースまたはメン
バがダウン状態か応答なし状態かはクラスタグループレベルに示されます。クラス
タアイコンを開くと，その問題のデバイスソースが表示されます。

表4-1  マップビューと階層ビュー上のステータス色表示

色色色色 説説説説明明明明

緑 オブジェクトは正常が動作中です。

赤 オブジェクトはが停止ダウン状態です(ただし，管理者が故意にこ
の状態にしている可能性があります)。

黄色 SNMPポーリングの結果，デバイスが何らかの理由のために異常
な状態にあることを示します。例えば，インタフェースの1つが
ダウンしている可能性があります。

マジェンタ(赤
紫)

システムが応答していません。

デフォルトカラーは変更することがもできます。本書の第 7章の「ビューまたはマ
ップのカスタマイズ可能なオプション」の項を参照してください。

ステータスバーで行うクイックチェック
アラームビューアのステータスバーを使った毎日のアラームの調査にはで，毎日更
新する階層ビューアまたはマップビューアによって更新されるステータスバーを
使用してください(図 4-1)。IP Explorerまたはマップビューを使用してください(図
4-1)。オブジェクトがオフライン状態や応答なしの状態にある場合は，左側の「ダ
ウン状態」と「応答なし」ボタンの表示によって一目で知ることができます。右側
には，アラームカウンタボタンが各アラームの重要度の発生アラーム数を表示しま
す。
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アラームビューアで確認できる情報
すべてのアラームを一覧する場合と，にはアラームビューアを
使います。アラームの詳細を表示するにはアラームビューアを
使います。ビュービューアをカスタマイズするにはアラームフ
ィルタを使います。

アラームビューアを開いてメッセージを確認するには

· ステータスバーのアラームの重要度ボタンをクリックするか，｢動作対
処｣®｢アラームをの表示｣を選びます。

アラームビューア(図 4-4を参照)では，以下のいくつかの方法でアラームメッセー
ジを分析することができます。

· すべてのシステム上のあらゆるタイプの全アラームを確認するために
「すべての承認済みアラーム」を選びます。

· ビューアの列カラムをホストデバイス，重要度または日付別に，昇順か
降順でアルファベット順に並べ替えることができます。列カラムを並べ
替えるには，列カラムのラベルをクリックします。隣接する行の情報は，
列カラムの並べ替えによってが進むにつれて変更されます。重要度別に
並べ替えたり，すべての高度位アラームを先に表示したりすることがあ
りまします。

· アラームのいずれか 1 つをクリックするとして「アラーム詳細」ウィン
ドウに表示されるアラームの詳細な情報が表示されますメッセージを読
みます。

· ウィンドウの隅からマウスのカーソルを斜めにドラッグしてアラームビ
ューアウィンドウを伸縮します。最初の 3 つのカラムはもっとも重要な
情報(オブジェクト名，重要度，日時)を含みます。アラームに関するその
他の詳細を見るには，ウィンドウをスクロールするかサイズを大きくし
ます。図 4-4のアラームビューアはウィンドウのサイズを大きくしてその
他のカラムを表示したようすを示します。
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· さ特定の情報のみを入手したい場合にはらに正確な一覧を表示するには
アラームをフィルタにかけます。

アラーム一覧の保存と印刷
アラームはアラームビューアウィンドウで並べ替えされているとおりに保存する
ことができます。保存したこのあとファイルはをMicrosoft Excelにインポートす
ることができます。

アラーム一覧を保存するには

1. 「ファイル」®「名前を付けて別名で保存」を選びます。

2. ファイル名を入力して「保存」をクリックします。ファイルが表計算プログ
ラムにインポートできるよう表形式で保存されます。
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図 4-4  アラームビューア

アラーム一覧を Microsoft Excelにインポートするには

· Windows ExplorerExplorerで保存したファイルをファイデスクトッ
プ上の Excelショートカットアイコンにドラッグします。ルをクリッ
リックしてExcelが開いてテキストファイルをスプレッドシートに挿
入します。
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表示のためのアラームのフィルタリング
アラームフィルタは，アラームビューアウィンドウに表示するアラームを選別する
ために使います。図 4-5に示すアラームビューアフィルタは，すべてのネットワー
クオブジェクトタイプに設定されている，すべての高位重要度の未承認コンポーネ
ントステータスアラームを表示するよう設定されています。さらに，この例ではあ
る一定の期間中を分析するため，日時が設定されています。その指定期間に発生し
たアラームだけが表示されます。
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図 4-5  「アラームフィルタ」ダイアログボックス
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5 

アアアアララララーーーームムムムのののの設設設設定定定定 5
ネットワークオブジェクトのステータスを確認することは有効便利ですが，現在の
ステータスでは将来の状態性能を予測するものではありません。例えば，動作中を
意味するステータスは操作が現在満足に動作している行われているということの
みを示します。問題が大きくなる前に警告させるには，ServerWORKS の Alarm
Configuration機能を使います。本章は以下の内容を説明します。

· Alarm Configurationウィンドウとツールバー

· 最低正常度デフォルトアラーム

·  (ユーザ定義の)コンソールアラーム (ユーザ定義)

· アラーム通知方法対処
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Alarm Configurationウィンドウとツールバー
このセクションでは，ネットワークホストに設定されたアラームのに関する詳細情
報を作成および表示するために使う Alarm Configuration について説明します。
Alarm Configurationウィンドウは，ネットワークホスト名を左画面に表示します。
右画面はアラームの説明と詳細情報を表示します。

アラーム詳細情報には，ホスト名，IP アドレス，オブジェクトタイプ，説明，ア
ラーム重要度，アラームソース，カテゴリ，その有効化されたステータスなどが含
まれます。図 5-1は，Alarm Configurationウィンドウを示します。

図5-1  Alarm Configurationウィンドウ
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アラームに関連する作業を行うには，メニューオプションまたは付属のツールバー
を使うことができます。(図 5-2を参照。)

図5-2  Alarm Configurationツールバー

 左画面のホスト名の横にあるアイコンは，アラームがそのホストに設定されてい
るかどうかを示します。

表 5-1  Alarm Configurationホストアイコン

アアアアイイイイココココンンンン 示示示示すすすす状状状状態態態態

1つまたは複数のコンソールアラームまたは他のソースアラー
ムがこのホストに設定されています。

1つまたは複数の最低正常度アラームがこのホストに設定され
ています。コンソールアラームまたは他のソースアラームも設
定されていることがあります。

以下のいずれかの状態:
このホストが新しく検出されました。アラームが設定されてい
るかどうかを調べるための情報交換はまだ行っていません。

このセッションでのホストとのSNMPコミュニケーションが
(待機時間切れなどの理由で)失敗しました。したがって，一覧
が最新情報を示していない可能性があります。一覧中のアラー
ムは，ホストと最後にコミュニケーションしたときに報告され
たアラームです。
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いかなるタイプのアラームもこのホストに設定されていませ
ん以下のいずれかの状態:
このホストが新しく検出されました。アラームが設定されてい
るかどうかを調べるための情報交換はまだ行っていません。

このセッションでのホストとの SNMP コミュニケーションが
(待機時間切れなどの理由で)失敗しました。したがって，一覧
が最新情報を示していない可能性があります。一覧中のアラー
ムは，ホストと最後にコミュニケーションしたときに報告され
たアラームです。。

列のデータを並べ替える表表表表示示示示すすすするるるる

データ，および右画面に表示するデータの順序を選ぶことができます。さらに，列
のデータをアルファベット順に並べ替えることもできます。

列のデータを並べ替えるには

· 列の一番上の情報欄名をクリックします。
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列のデータを設定したり，表示スキームを保存したりするには

1. 「表示」®「情報欄の表示」を選びます。「情報欄の表示」ダイアロ
グボックスが開きます。

2. 表示する情報欄を選択するには，その情報欄のチェックボックスを
クリックします。

3. 列の順序を変更するには，情報欄名を選択したあと「上」または「下」
をクリックしてその列の位置を変更します。

4. 表示を保存するには，「別名で保存」をクリックします。続いて「表
示名で保存」ダイアログボックスに名前を入力し，OKをクリックし
ます。

5. OKをクリックして「情報欄の表示」ダイアログボックスを閉じます。

選択ホストに設定されているアラームを表示するには

· ホストと，以下のメニューコマンドのいずれか 1つを選択します。
- Choose View®｢表示ビュー｣®｢コンソールアラームを表示｣を
選んで，ユーザ定義のアラームを表示します。

- ｢表示ビュー｣®｢最低正常度アラーム維持をの表示｣を選んで，
V2.x最低正常度アラームを表示します。

- Choose View®｢表示ビュー｣®｢その他のソースアラームを表
示｣を選んで，エンタプライズ管理プログラム(HP OpenViewな
ど)によって生成されたアラームを表示します。

アラーム一覧はテキストファイルとして保存することができます。現在設定されて
いるアラームの一覧を含むファイルはSWMGRディレクトリに保存されています。
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アラーム一覧を保存する

アラーム一覧はテキストファイルとして保存することができます。現在設定されて
いるアラームの一覧を含むファイルは SWMGR ディレクトリに保存されています。
には

1. ｢ファイル｣®｢別名で保存｣を選びます。

2. ファイル名を入力して「保存」をクリックします。ファイルはが表
計算プログラムにインポートできるよう表形式で保存されます。

アラーム一覧を Microsoft Excelにインポートするには

· ファイルを Windows Explorer で特定し，それをデスクトップ上の
Excel上ショートカットアイコンにドラッグします。

設定済みアラーム一覧の更新

起動時に設定済みアラームの一覧を更新することを推奨します。一覧には，他の管
理ステーションからのアラームが設定，削除，変更されたノードと新しく検出され
たノードが含まれます。

設定済みアラーム一覧を更新するには

 Responding to Prompts During Alarm Configuration
Alarm Configuration displays several message boxes if you are  setting an
alarm with unusual conditions or invalid settings. If, on reading the message,
you decide that the default action is acceptable,  turn off the prompts. You can
restore them at anytime.
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TTTTo o o o mmmmaaaannnnaaaagggge e e e tttthhhhe e e e pppprrrroooommmmppppttttssss

On the message box, click Component Status Alarms
Status alarms are sent when a device fails, issues a warning, or comes back
online.  You  can set status alarms on the following components:

· Processors

· Disks

· Fan Sensors

· Voltage Sensors

· Power Supply Sensors

· Temperature Sensors

· Memory Status

· Cluster Group Status
    CCCCoooommmmppppoooonnnneeeennnnt t t t SSSSttttaaaattttuuuus s s s AAAAllllaaaarrrrmmmmssss

TTTTo  o  o  o  uuuupdpdpdpdaaaatttte e e e tttthhhhe e e e lilililisssst t t t oooof f f f ccccoooonnnnffffiiiigggguuuurrrreeeed d d d aaaallllaaaarrrrmmmmssss

Do one of the following:

以下のいずれかの操作を行ってください。

· ｢表示ビュー｣®｢全ホストすべてのノードを更新の表示を更新｣を選
んで，すべてのノードのアラームを更新します。この処理はしばらく
時間がかかります。

· ｢表示ビューのリフレッシュ｣®｢選択選択ホストを更新されたノー
ド｣を選んで，選択されたノードのアラームを更新します。更新時間
は，選択されたホストの数の増加につれ増加します。
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· ｢ビ表示ューのリフレッシュ｣®｢新しく検出されたホストを更新ノー
ド｣を選択して，Alarm Configuration ビューに含まれていなかった
ノードの設定アラームを更新します。この更新は手動で挿入されたノ
ードを含み，すべてのノードを更新するより高速です。これらのノー
ドは(図 5-1 で示すように)エクスクラメーションポイントによって表
されるので，ノードの選択は必要ありません。

アラーム一覧の印刷
現在のアラーム一覧を選択した列の内容ごとに並べ替えて印刷することができま
す。画面に表示された情報のみがレポートに現れます。例えば，図 5-1のカラムを
表示して IP アドレスを基準基に並べ替えると，レポートにはホストとアラームの
情報が最小最低位数の IPアドレスから順に出力されます。

アラーム一覧を印刷するには

1. アラームの一覧を表示設定します。

2. 必要なら，「カラムの並べ替えを行い」をクリックします。

3. ｢「ファイル」｣®「｢印刷」｣を選びます。

アラームの設定
Alarm Configurationは，サーバ，デスクトップコンピュータ，モバイルシステム
に設定されたアラームを設定するために使います。コンソールは，アラームとトラ
ップメッセージを受信します。アラームが設定されているシステムパラメータ(デ
ィスクなど)がすべての複数の選択ホストに選択されて上に存在していいる場合限
り，複数のホストオブジェクトに同一アラームをコンフィギュレーション送信する
ことができます。
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最低正常度維持
最低正常度維持機能は，サーバのを保護にする非常に第一線有効なの機能です。最
低正常度維持機能は，ハードウェアに特化したスレッシュホールドのセットを，同
機能がインストールされている以下の xX86プロセッサ搭載プラットフォームに提
供します。スレッシュホールドセットには以下のものがあります。

· Windows NTを稼動しているプラットフォームの電源， 空冷ファン，
入力電圧，温度などの環境条件や，ハードディスク，プロセッサ，メ
モリコンポーネントの動作状況。

· Novell NetWareを稼動しているプラットフォームの電源， 空冷ファ
ン，入力電圧，温度の環境条件。

最低正常度アラームが設定されているホストは，Alarm configurationウィンドウ
のホスト名の横の赤い十字アイコンによって示されます(図 5-1を参照)。

最低正常度アラームについて
最低正常度維持は，インストレーション時にホストに対して任意指定できるオプシ
ョンです。以下でのガイドラインは，最低正常度アラームの使い方を説明していま
す。

· ServerWORKS エージェントのインストール時に最低正常度維持を選ぶ
と，， ServerWORKSバージョン 2.x最低正常度維持エージェントがイ
ンストールされ，る同時にときに，アラームとスレッシュホールドを定
義するテンプレートが適用されます。ServerWORKS エージェントイン
ストレーションキットで最低正常度維持をインストールしない場合は，
キットを使って後でインストールすることができます。最低正常度維持
をインストールするまで最低正常度条件を有効化することはできません。

· 最低正常度維持は，古いバージョンの ServerWORKS のバージョン 1.x
エージェントによって設定されたすべてのスレッシュホールドを置き換
えます。
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· 最低正常度アラームとコンソールアラームは共存することができます。
複数のアラームを 1 つのコンポーネントまたは環境条件に対して複数の
アラームを持つことができます。

· インストールの完了後，最低正常度維持はをメニューから ON/OFFに切
り替えることができます。OFF にすると，すべての最低正常度維持スレ
ッシュホールドが除去されます。最低正常度維持を ONにもどすすると，
スレッシュホールドが再度活性化されます。

· 最低正常度維持は，以下のいずれかの方法で再度活性化するまで OFFの
ままになります。
- From the Alarm Configuration®File®Minimal Health On menu

option

- If Minimal Health is reinstalled on the host

- If the variable enabling Minimal Health is changed from the MIB
Browser (To do this you must be familiar with the MIB).

· When you select multiple hosts to enable Minimal Health alarms,
check that Minimal Health agents were previously installed on
the selected hosts. If the selected hosts contain Version 1.x and
Version 2.x agents, Minimal Health is only applied to the hosts
with Version 2.x agents.

· You can specify actions for predefined actions names that are
associated with Minimal Health alarms. Refer to the section
“Associating an Action with a Minimal Health Trap” in this
chapter.

· You can delete individual minimal health alarms.  Modifying
Minimal Health alarms is not allowed in Alarm Configuration.
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User-Defined Console Alarms

ServerWORKS lets you create four kinds of user-defined alarms:

· System (interface) status alarms—Reports when a system or
interface, such as an adapter,  changes its status. For example, a
system goes down.

· SNMP traps—Sends SNMP messages that are triggered by the
SNMP agent.

· Component status alarm—Reports the operational status of a
DIGITAL server or node object.

· Component threshold alarms—Reports when a characteristic of a
DIGITAL server meets a specified condition. For example, the
temperature is too high or a disk is too full.

Setting Up SNMP and the Trap Destination

If you have not done so, you must configure SNMP as a service on
each system where a ServerWORKS agent is installed and specify
the trap destination IP address. The Console does not receive any
traps from a managed device if a the Console destination is not
specified.

- You can have multiple trap destinations specified in the SNMP
configuration and you can forward traps from the destination
Console to other Consoles or to enterprise managers. Refer to the
section “Configuring the Trap Destination from the Console” in
Chapter 7｢Alarm Configuration｣®｢ファイル｣®｢最低正常度維持
オンON｣メニューオプションを選ぶ。

- 最低正常度維持エージェントをホストに再インストールする。

- 最低正常度維持を有効化する変数をMIB Browserから変更する(こ
れを行うには，MIBを使い慣れていることが必要です)。
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· 最低正常度アラームを有効化するために複数のホストを選択して最低正
常度アラームを有効にする場合するには場合は，最低正常度維持エージ
ェントが以前に選択ホストにインストールされていることを確認してく
ださい。選択ホストにバージョン 1.xとバージョン 2.xのエージェントが
含まれている場合は，最低正常度維持はバージョン 2.xエージェントがイ
ンストールされているホストのみに適用されます。

· 最低正常度アラームに関連づけされているた事前定義の対処名とに対処
を変更指定することができます。本章の「対処を最低正常度維持トラッ
プに関連付けする」のセクションを参照してください。

· 最低正常度アラームのすべての変更がは Alarm Configurationからでは
可能というわけではありません行えません。ただし，個々の最低正常度
アラームを削除したあとで，最低正常度をコンソールからオンにするこ
とで，削除したアラームを回復することができます。

ユーザ定義のコンソールアラーム
ServerWORKS では，以下の 4 種類のユーザ定義のアラームを作成することがで
きます。

コンポーネントステータスアラーム    — DIGITALサーバまたはノードオ
ブジェクトの動作状況を報告します。

 コンポーネントスレッシュホールドアラーム — DIGITAL サーバの状
態が指定条件に達すると報告します。例えば，温度が値を超えたときや，
ディスクスペースが不足したときなどに報告します。

システム((((インタフェース))))ステータスアラーム    — システムまたはアダ
プタなどのインタフェースのステータスが変化すると報告します。例え
ば，システムがダウンしたときなどに報告します。

SNMPトラップ    — SNMPエージェントによって生成されたSNMPメッ
セージを送信します。
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SNMPとトラップ送信先のセットアップ
SNMPとをまだ ServerWORKSエージェントがインストールされている各システ
ム上のサービスとして作動コンフィギュレーションし，さらにトラップ送信先の
IP アドレスが設定されてを指定していない場合は，設定ここでこれらの作業を行
う必要があります。コンソール送信先が指定されていない場合，コンソールは管理
対象デバイスからトラップを受信できませんしません。

複数トラップ送信先を SNMP コンフィギュレーションに指定したり，トラップを
送信先コンソールから他のコンソールやエンタプライズマネージャに転送したり
することができます。第 7章の『コンソールからのトラップ送信先を設定する』の
セクションを参照してください。

コンポーネントステータスアラーム
ステータスアラームは，デバイスが機能しなくなったときや，，警告を発行したと
き，またはオンラインに復帰したときに送信されます。ステータスアラームは，以
下のコンポーネントに設定することができます。

· プロセッサ

· ディスク

· 空冷ファンセンサー

· 電圧センサー

· 電源センサー

· 温度センサー

· メモリステータス

· クラスタグループステータス
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コンポーネントスレッシュホールドアラーム
スレッシュホールドアラームでは，測定可能な条件や特性の値を指定します。アラ
ーム条件が指定値に到達すると，アラームが発生します。スレッシュホールドアラ
ームは，以下の条件や特性に設定することができます。

· CPU 使用率，ファイルシステム使用状況，ディスクスペース使用状
況，電圧／温度／空冷ファンのステータス

· トータルパケット，インバウンドエラー，アウトバウンドエラー，イ
ンバウンドパケット，インバウンドパケット破棄，未知のプロトコル
エラー

スレッシュホールドをセットアップする場合とき，条件が正常適切な値に復帰する
とアラームをリセットする値もいっしょに設定指定してください。リセット値はア
ラーム範囲外であることが必要です。使用する関係演算子(大なり，小なり，など)
によっては，リセットをスレッシュホールドより高いか低い値にすることもができ
ます。

例えば，過度な温度に対してデバイスにアラームを設定する場合は，温度が 60oよ
り高いスレッシュホールドを設定して50oにアラームをリセットすることができま
す。60o付近のレベルで発生する瞬間スパイクに対してのアラームは，ユニットが
通常に戻るので設定を回避してください。逆に低温度を警戒する場合は，スレッシ
ュホールドを 32oより低く設定し，リセット値を 40oに設定します。

リピートモードを適用することによって同一アラーム上での複数回トラップを送
信し，条件がリセット値になるまでトラップを送信するようなために，スレッシュ
ホールドアラームを設定することもできます。
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アラームの設定中に表示されるプロンプトに対応する
Alarm Configurationは，複数のトラップを送信している場合にメッセージボック
スをもいくつか表示します。これらのボックスについては以降のセクションで解説
します。メッセージを理解に慣れし，いったん対応のしかたを覚えれば理解すれば，
プロンプトを表示しないように設定することもができます。表示をオフにしたあと
でも，いつでも元の設定に戻すことができます。

プロンプトの表示を停止を管理するには

· メッセージボックスの「以後この表示をしない」をクリックします。

· Choose Edit®Re-enable all prompt messages.

プロンプトを回復するには

· 「編集」®「すべてのプロンプトメッセージを再有効化」を選択して
すべてのプロンプトを再度表示します。

スレッシュホールドアラームの複数トラップのセットアップ
バージョン 1.xとバージョン 2.xのサーバ管理エージェントがをネットワーク上の
デバイスで稼動しているとします。これらのエージェントバージョンは，スレッシ
ュホールドとリピートモードを複数トラップに対して設定すると，動作振る舞いが
異なります。オプションを解説するメッセージが現れます。

· バージョン 1.xエージェントがインストールされているデバイスから
も，複数トラップを送信することができます。送信するために，エー
ジェントはアラーム範囲内のリセット値を許可します。これにより，
エージェントは各アラームイベントごとに複数トラップをトラップ
送信先に送信します。トラップ送信頻度は，ポーリング間隔です。

· アラームの設定時にリピートモードに入ることによって，バージョン
2.x エージェントがインストールされているデバイスから複数トラッ
プを送信することができます。バージョン 2.xエージェントは，スレ
ッシュホールドの無効リセット値を許可しません。無効値を入力する
と，その値を変更するよう要求されます。
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複複複複数数数数エエエエーーーージジジジェェェェンンンントトトトババババーーーージジジジョョョョンンンンでででで複複複複数数数数トトトトララララッッッッププププをををを設設設設定定定定すすすするるるる

通常，アラームををバージョン 1.xおよび 2.xのアラームでを稼動している複数の
デバイスに同時に設定することは避けてください。ただし複数デバイスを選択する
場合は，オプションを解説するメッセージが現れます。

· アラームの設定を継続する。これを行うには，メッセージプロンプト
で「はい」を選びます。バージョン 1.xデバイスのスレッシュホール
ドリセット値はリピートモードとして使われ，バージョン 2.xデバイ
スのリセット値はアラーム発生値と同じ値です。

· アラームの設定を停止する。これを行うには，「いいえ」を選びます。
そして異なるエージェントバージョンごとにアラームを別に設定し
て処理を再開します。

ネネネネッッッットトトトワワワワーーーーククククイイイインンンンババババウウウウンンンンドドドドととととアアアアウウウウトトトトババババウウウウンンンンドドドドパパパパケケケケッッッットトトトののののトトトトララララッッッッププププのののの設設設設定定定定

ネットワークインバウンドおよびアウトバウンドパケットは，エージェントバージ
ョンの影響を受けません。エージェントのバージョンが 1.x でも 2.xでも，スレッ
シュホールドリセット値はポーリング値と同じ値です。プロンプトが表示されたら，
「はい」を選んでアラーム設定を継続してください。
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システムステータスアラーム
システムステータスアラームは，サーバについて動作中，ダウン状態，応答なしま
たはテスト中のいずれかのステータスをレポートします。(テスト中ステータスは，
ポーリングに ICMPの代わりに SNMPを使っている場合にレポートされます。テ
スト中メッセージは，インタフェースのループバックテストの実行中などに，イン
タフェースのステータスとして返されます。)

 SNMPトラップアラーム
SNMPトラップアラームは， SNMPエージェントがステータスの変化を検知する
と送信されます。コンポーネントに設定可能でな有効な SNMP トラップの一覧は
Alarm Configurationで提供されます。

トラップ受信のため監視される SNMP 変数についての詳細は，特定デバイスのベ
ンダMIBをお読みください。

アラームと通知対処の作成
アラームを作成するときは以下の設定が必要ですのタスクを完了してください。こ
れらの各タスクは，いくつかの小さなステップで構成されています。

· ホストを選択します。

· アラームのタイプを選び，アラームの設定値を指定します。

· アラームの追加または変更を行うとき，アラーム一覧の表示を更新し
ます。
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さらにアラームの通知を任意選択で作成する場合は，対処をアラームに関連付けし
ます。以下の対処を使って通知を作成することができます。

· 異なるタイプのオブジェクトや，異なるタイプのアラームに対して同
じ対処を使うことができます。

· 複数の対処を 1つの対処名に割り付けすることができます。

· 複数の対処名を 1つのアラームに割り付けすることができます。

コンポーネントステータスアラームの作成
1.  ServerWORKS Manager Console コンソールメニューか
ら，｢ツール｣® ｢Alarm Configuration｣を選びます。

2.  ネットワークオブジェクト一覧からアラーム用のオブジェ
クト(ホスト)を選択します。

3.  Alarm Configurationから，｢ファイル｣®｢新しい規アラー
ム｣®｢コンポーネントステータス｣を選びます。

4.  「新しい Component Statusアラームの追加」規コンポー
ネントステータスアラームの追加」ダイアログボックスの
「カテゴリ」タブで，「アラームのカテゴリ」と監視対象
項目を選択します。アラームを追加できるエレメントはオ
ブジェクトタイプに基づきます。逆に，アラームを追加で
きるサブエレメントはカテゴリによって変わります。「ア
ラーム概要」ウィンドウがアラームの概要を表示します。

5.  「アラームの考えられる状態」一覧の「状態」タブから，
「状態の選択肢」一覧からアラームを定義指定したい状態
(「Not Function正常に機能していません」など)を選択し
て，「アラーム状態」一覧にその状態を追加するために右
矢印ボタンをクリックします。

 

6.  「重要度」タブから設定するアラームの重要度を選びます。
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7.  「ポーリング」タブからオブジェクトのポーリング間隔を
選択します。高位重要度アラームは，1 分間隔などの頻度
の高いポーリングを設定するのが望ましいでしょうしなけ
ればなりません。

8.  対処を指定するしている場合は，以下のいずれか 1 つの操
作を行ってください。

- 「対処」タブの「対処一覧ディレクトリ」から既存の対
処を選んで，アラームの設定を終了するためOKをクリ
ックします。

- 「新規追加」をクリックして，「アラームに通知対処を
追加する」のセクションと，希望の対処について説明す
る以下のサブセクションを参照してください。
ポケットベル対処: ポケットベル通知対処の設定セット

アップ

電子メール対処: 電子メール通知対処の設定セットア
ップ

アプリケーションの起動 

9. OKを選びます。

コンポーネントスレッシュホールドアラームの作成
1. ServerWORKS Manager Console コンソールメニューから「ツー
ル」®「Alarm Configuration」を選びます。

2. ネットワークオブジェクト一覧からアラームを設定するホストを選
択します。

3. 「Alarm Configuration」から「ファイル」®「新しい規アラーム」
®「コンポーネントスレッシュホールドステータス」を選びます。

4. 「新しいComponent Thresholdアラームの追加規コンポーネントス
レッシュホールドアラームの追加」ダイアログボックスの「カテゴ
リ」タブで，アラームカテゴリと監視対象項目を選択します。「アラ
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ームのカテゴリ」一覧に，オブジェクトタイプに基づいたアラーム
を追加できるエレメントが一覧されます。逆に，アラームを追加で
きるサブエレメントはカテゴリによって変わります。「アラームの概
要」ウィンドウがアラームの概要を表示します。

5. 「しきい値スレッシュホールド」タブで，「アラームの評価方法演算
法」一覧から絶対値または相対値を選択選択します。続いて，演算
子(右絶対不等号など)とベースラインを選んでスレッシュホールド
演算を設定します。「現在値」ボタンをクリックするとして現在の使
用状況を確認できますします。「アラームの送信モード再有効化」で，
任意選択のリピートアラームを発生できますを選択します。アラー
ムを発生させる間隔値，アラーム定義に指定したい状態(「正常に機
能していません」など)を入力して，その状態を「アラーム状態」一
覧に追加するために右矢印ボタンをクリックします。

6. 「重要度」タブで，設定するアラームの重要度を選びます。

7. 「ポーリング」タブで，オブジェクトのポーリング間隔を選びます。
高位重要度アラームは，1分間隔などの頻度の高いポーリングを設定
するのが望ましいでしょうしなければなりません。

8. 対処をこのアラームに関連付けするしている場合は，「対処」タブで
以下のいずれか 1つの操作を行ってください。

- 「対処一覧ディレクトリ」から既存の対処を選んで，アラームの
設定を終了するためにOKをクリックします。

- または「新規追加」をクリックして，「アラームに通知対処を追
加する」のセクションと，希望の対処について説明するサブセク
ションを参照してください。

9. OKを選びます。
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システムステータスアラームの作成
1. ServerWORKS Manager Consoleコンソールメニューから，「ツー
ル」®「Alarm Configuration」を選びます。

2. ネットワークオブジェクト一覧からアラーム用のオブジェクト(ホス
ト)を選択します。

3. Alarm Configurationから，｢ファイル｣®｢新しい規アラーム｣®｢シ
ステムステータス｣を選びます。

4. 「システムステータス新規コンポーネントステータスアラームの新
規追加」ダイアログボックスで以下の事項を指定します。

- System Status （システムステータス): 動作中，ダウン状態，
応答なし，テスト中のいずれか1つを選びます。

- 高位，低位，中位，情報のいずれかの重要度を選びます。

- 「対処一ディレクトリ覧」から対処を選ぶか，または新規対処を
作成するために「新規追加」を選んだあと，「アラームに通知対
処を追加する」のセクションに進みます。

5. OKを選びます。
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SNMPトラップアラームの作成
1. ServerWORKS Manager Consoleコンソールメニューから，｢ツー
ル｣®｢Alarm Configuration｣を選びます。

2. ネットワークオブジェクト一覧からアラーム用のオブジェクト(ホス
ト)を選択します。

3. Alarm Configurationから，｢ファイル｣®｢新しい規アラーム｣®｢コ
ンポーネントステータス｣®｢SNMPトラップ｣を選びます。

4. 「新規 SNMPトラップアラームの新規追加」ダイアログボックスで，
以下の事項を指定します。

- SNMP Trapsトラップ: トラップメッセージを送信する項目を
それぞれ選びます。

- 高位，低位，中位，情報のいずれかの重要度を選びます。

- 「対処一覧ディレクトリ」から対処を選ぶか，または新規対処を
作成するために「新規追加」を選んだあと，「アラームに通知対
処を追加する」のセクションに進みます。

5. OKを選びます。

アアアアララララーーーームムムムのののの変変変変更更更更

設定値，対処，またはアラームの重要度を変更しなければならないことがあります。

1. 「Alarm Configurationアラーム」一覧画面で，アラームを選択し，
「編集」®「アラームをの変更」を選ぶか，または一覧のアラーム
をダブルクリックします。

2. 開くダイアログボックスで，アラーム設定を変更編集し，アラーム
タブページへの変更を終えるごとに「適用」をクリックします。
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アラームに通知対処を追加する
アラーム条件が発生したときの対処を数種類から選ぶことができます。すなわち，
英数字または数字ポケットベルのいずれかによるポケットベル通知，電子メール通
知，アプリケーションの起動，のいずれかです。どの対処の場合にも，「原則」タ
ブからプロパティページの以下のような「アラーム選択肢から対処の実行」をの頻
度も設定してください。

· どのアラーム，どの対処に対しても，アラーム条件が満たされたとき
に必ず対処する。

· 最初のアラームのみに 1度だけ対処する。

· アラーム条件の発生頻度にかかわらず，すべてのアラームに対して指
定間隔で対処を行う。

· アラームの発生頻度にかかわらず，アラームによっては個々に指定さ
れた間隔で最大回数まで対処を行う。

高位重要度アラームに対しては，必ず対処をするよう選択します。高位以外の重要
度のアラームに対しては，メッセージの繰り返しによる電子メールアカウントやポ
ケットベルへの過負荷を回避するため，指定間隔で対処することを推奨選択します。
重大な問題に発展する恐れのない軽度小さなアラームの場合は，一回のみの対処で
十分でしょう。す(問題が重大に発展しないうちに通知に対応すると仮定した場合)。
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ポポポポケケケケッッッットトトトベベベベルルルル通通通通知知知知対対対対処処処処ののののセセセセッッッットトトトアアアアッッッッププププ

ServerWORKS Manager V4.0は，英数字および数字ポケットベルに対応していま
す。

数字ポケットベルで受信するメッセージはポケットベルメッセージです。

数字ポケットベルにを送信するには，以下の情報が必要です。

· ポケットベル番号。ポケットベルにダイヤルするための電話番号を指
します。

· ポケットベルメッセージ。送信するメッセージをあらわす数字コード。
英数字ポケットベルから受信するメッセージは，ネットワークから受信され，日時，
ノード名，アラームの発生条件の説明が含まれます。英数字ポケットベルを送信す
るには，以下の情報が必要です。

· ダイヤルアップの端末番号。ポケットベルベンダのディスパッチ電話
番号を指します。

· PIN(パーソナル ID番号)。使用ポケットベルの番号を指します。

· 送信したいメッセージ。

· ポケットベルが対応する最大メッセージ長。ご使用のポケットベルに
付属のマニュアルを参照してください。

ポケットベルを使って通知できるようにするには，その前にモデムと Comm ポー
トが電話番号に正しくダイヤルされるようコンソール上に設定されていることを
確認してください。詳細については付録 Bを参照してください。

1. 「新規対処の新規を追加」ダイアログボックスで「ポケットベル」
タブを選び，「新規追加」をクリックします。

2. 「新規ユーザ」ダイアログボックスの「一般」タブで，必須のユー
ザ名を入力します。また，オプションで電子メールアドレスとコメ
ントも入力します。
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3. 「ポケットベル」タブをクリックします。

4. ポケットベルモードのいずれか一方 1 つを選び，以下の情報を完成
します。

· 数字ポケットベル ― 数字ポケットベルとポケットベルメッセ
ージを入力します。数字ポケットベルでのコンマの使い方につ
いては，「デフォルトポケットベル待機時間の変更」のセクシ
ョンを参照してください。

· 英数字ポケットベル ― ダイヤルアップ端末番号とパーソナル
ID番号(PIN)を入力します。続いて，最大メッセージ長の一覧か
らメッセージ長を選択します。

5. 「ポケットベル」タブではモデム情報が必要を指です定しま。す: モ
デム設定のCommポートとボードレートを選択します。

6. OKをクリックします。ユーザ名が「すべてのポケットベルを所有す
る全ユーザ」一覧に表示されます。「追加」をクリックして，その名
前を「対処が設定されている割り当てられたポケットベルユーザ」
一覧に追加します。

7. ポケットベル通知に対する対処間隔のみを指定する場合は，「原則」
タブをクリックして，(前記このセクションですでに説明されていの
る方法で)対処間隔を選びます。続いてOKをクリックします。

8. Page Meなどのように，対処の名前名を入力し，ます。OKをクリ
ックします。新規対処の「Page Me」が「対処一覧ディレクトリ目
次」一覧に表示されます。OKをクリックします。

関連付けしたポケットベル対処を持つアラームのアラーム条件が満たされている
ことが検知されると，モデムがポケットベルをダイヤルして，メッセージをポケッ
トベルに送信します。
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数数数数字字字字ポポポポケケケケッッッットトトトベベベベルルルルののののデデデデフフフフォォォォルルルルトトトトポポポポケケケケッッッットトトトベベベベルルルル待待待待機機機機時時時時間間間間のののの変変変変更更更更

数字ポケットベルでは，電話番号をダイヤルしてから数字メッセージを送信するま
での時間を調整するための待機時間を設定することもができます。標準記号として
コンマが使われます。ServerWORKS Manager Consoleコンソールのポケットベ
ルアラームには，デフォルト待機時間として 5個のコンマが設定されています。電
話番号をダイヤルしてから数字メッセージを送信するまでの待機時間を短縮した
り延長したりしなければならない場合は，待機時間を変更することができます。

待機時間を変更するには

1. swmgr.iniファイルを開いてセクション[Setup]を見つけます。

2. 以下のステートメントをこのセクションに追記します。

 PagerWaitTime=

3. ポケットベル待機時間の数字を入力します。ポケットベル待機時間はコ
ンマの数で表されます。ポケットベルシステムの待機時間の適切な間隔
が得られるまで，いくつかの数字を試行しなければならないことがあり
ます。

電電電電子子子子メメメメーーーールルルル通通通通知知知知対対対対処処処処ののののセセセセッッッットトトトアアアアッッッッププププ

電子メールを使って通知できるようにするには，その前にMicrosoft Exchangeメ
ールの有効なプロファイルが設定されており，受信者がメール通知を受信できるよ
うになっていることを確認しなければないません。するとともに，Exchangeが動
作していることを確認しなければなりません。まず，電子メールのプロファイルが
「 MS Exchange Settings 」であることを確認してください。そうでない場合は，
それをデフォルトプロファイルとして指定しなければなりません。「  ‘MS
Exchange Settings’デフォルトプロファイルの設定」の項を参照してください。電
子メール通知対処を設定する前にMS Exchangeを再起動してください。

1. 「新規対処の新規を追加」ダイアログボックスで「電子メール」タ
ブを選び，「新規追加」をクリックします。



アラームの設定

5-27

2. 「新規ユーザ」ダイアログボックスの「一般」タブで，ユーザ情報
を入力します。電子メールアドレスは，受信者のインターネットメ
ールアドレスです(例: support@company.com)。受信者へのメッセー
ジは，日時，アラーム条件の発生したオブジェクトのノード名，お
よび発生状況の情報を含みます。また，SNMP トラップには追加情
報を含めることができます。

3. OKをクリックします。ユーザ名が「すべての電子メールを持つ全使
用ユーザ」一覧に表示されます。

4. 電子メール通知に対する対処間隔のみを指定する場合は，「原則」タ
ブをクリックして，(このセクションですでに説明されて前記のいる
方法で)対処間隔を選びます。

5. 「追加」をクリックして，その名前を「対処が設定されている割り
当てられた電子メールユーザ」一覧に追加します。

6. Email Meなどのように，対処名を入力します。OKをクリックしま
す。新規対処の「Email Me」が「対処一覧ディレクトリ目次」一覧
に表示されます。

関連付けした電子メール対処を持つアラームのアラーム条件が満たされているこ
とが検知されると，メールプロトコルはがメッセージを指名された受信者にメッセ
ージを送信します。

‘MS Exchange Settings’デデデデフフフフォォォォルルルルトトトトププププロロロロフフフファァァァイイイイルルルルのののの設設設設定定定定

Exchangeを電子メール通知のために設定するには，まず好みはの電子メールプロ
トコルを ServerWORKS Manager Consoleコンソールがインストールされている
同一システムにインストールします。(詳細については，電子メールプロトコルの
インストレーションマニュアル等を参照してください。本書では，特定のメールア
プリケーションのインストレーションに関する説明は，本書では触れていおこなっ
ていません。)ServerWORKS Manager を稼動するときは，Microsoft Exchange
も同時に実行してコンソールで通知を受信できるようにします。‘MS Exchange
Settings’デフォルトプロファイルには，メールプロトコルとログオン情報がふくま
れます。プロファイルは，電子メール通知対処で要求されます。

1. Windowsデスクトップから「受信トレイ」Exchange Inboxアイコ
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ンを右ボタンでクリックし，「プロパティ」を選びます。

2. 「プロファイルの表示」ボタンを選びます。‘MS Exchange Settings’
がプロファイルの一覧と「MS Exchangeの起動時に使うプロファイ
ル」フィールドに表示されたら，「閉じる」を選びます。プロファイ
ルが一覧されていない場合は，このプロファイルを作成します。

3. 次のステップに進む前に，システム管理者に連絡をとってメールプ
ロトコル名とログオン情報(ユーザ名やメールボックス，および
Exchange Server，インターネットメール，その他の情報サービスを
使用しているかどうかなど)を入手してください。

4. 「追加」ボタンをクリックします。「インボックスセットアップウィ
ザード」ダイアログボックスで，「使用するインフォメーションサー
ビスを設定する以下の情報サービス」オプションを選択して，「次
へ」ボタンをクリックします。情報サービス一覧から使用プロトコ
ルを選びます。

5. 「次」ボタンをクリックします。「プロファイル名」ダイアログボッ
クスで，‘MS Exchange Settings’を選択します(またはそれが表示さ
れない場合は‘MS Exchange Settings’という名前を正確に入力しま
す。この名前を必ず使う必要があります。)「次へ」をもう一度クリ
ックします。

6. 以降のダイアログボックスのプロンプトに従って作業を続行します。
選択した情報によってプロンプトは異なりますが，プロトコルとユ
ーザ情報を含みます。

7. プロンプトに従って作業を続行し，最後のウィザードダイアログボ
ックスで「完了」を選びます。

8. ‘MS Exchange Settings’プロファイルがプロファイル一覧に追加さ
れます。プロファイルから，「閉じる」をクリックします。

‘MS Exchange Settings’プロファイルがプロファイル一覧に追加されます。プロフ
ァイルを選択して，「閉じる」を選びます。
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アアアアププププリリリリケケケケーーーーシシシショョョョンンンン起起起起動動動動対対対対処処処処ののののセセセセッッッットトトトアアアアッッッッププププ

アプリケーション起動対処は，シンプルな実行可能ファイルや，または複雑なバッ
チファイルを呼び出す呼ぶこことができます。例えば，複数のコマンドを持つ BAT
ファイルを呼び出せます作成することができます。どの手続きに対してもコマンド
ラインを決定しなければなりません。以下は簡単単純な対処の例です。

1. 「新規対処の新規を追加」ダイアログボックスで「アプリケーショ
ンの起動」タブを選びます。

2. ファイル名を入力します。フルパス名とファイル拡張子が必要です
(例えばブラウザウィンドウを開く場合は c:¥netscape.exe)。

3. 起動するアプリケーションに渡すアラーム情報(パラメータ)を選択
します。アプリケーションがこれらのパラメータを使用するようプ
ログラム設定されていなければなりません(例えば，アニメーション
形式の警告や，HTML形式のページに渡されたパラメータなどの表
示など)。

4. アプリケーション起動通知に対する対処間隔のみを指定する場合は，
「原則」タブをクリックして，(このセクションですでに説明前記の
されている方法で)対処間隔を選びます。続いてOKをクリックしま
す。

5. 「対処名」ダイアログボックスで，対処名(例: Alert Me)を入力しま
す。名前が「対処デ一覧ィレクトリ」一覧に表示されます。

関連付けしたアプリケーション起動対処を持つアラームのアラーム条件が満たさ
れていることが検知されると，そのコマンドラインに指定されたアプリケーション
アクティビティが実行されます。

最低正常度維持トラップの通知のセットアップ
最低正常度維持機能の対処テンプレートは，対処名を最低正常度維持トラップに関
連付けしています。デフォルトでは，対処がまったく個々の名称名前に対処がに割
り当てられてされいません。最低正常度維持メッセージの通知を受信したい場合は，
対処名のプロパティを変更することよって，対処のいずれかの方法を以下の最低正
常度アラームに割り当てることによって，その対処名のプロパティを変更すること
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ことができます。

· MhHigh

· MhMedium

· MhInformational

· MhLow

対処が設定された最低正常度維持の対処名を変更するには

1. 「ツール」®「対処一覧の設定ディレクトリセットアップ」を選び
ます。

2. 最低正常度維持の対処名を選択し，プロパティをクリックします。
ポケットベル，電子メール，アプリケーション起動，原則のいずれ
かのダイアログボックスから選択して対処を定義します。(詳細につ
いては，本章に前述した前記の手続きを参照してください。)

3. すべての対処を定義したら OK を選んでダイアログボックスを閉じ
ます。
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クラスタとクラスタリソースにアラームを設定する
アラームは，他のオブジェクトに設定したのと同様の方法で，クラスタサーバまた
はリソースに設定することができます。管理者に有用なクラスタサーバまたはリソ
ースの状態の 1つは，サーバからサーバへの情報伝達が機能していないことを示す
メッセージです。クラスタを監視している DIGITALエージェントは，サーバから
サーバへの制御の移動を示す以下のトラップメッセージを送信することができま
す。

· カレントコントローラではありません － このトラップを送信した
ているサーバはリソースのコントロールを失いました。

· カレントコントローラです － このトラップを送信したているサー
バはがリソースのコントロールを獲得しました。

 2台のサーバ A，Bのいずれかで，アラームを以下の方法で設定することができま
す。

· サーバ A のリソースコントロールがサーバ B に移動することができ
なかったことを示すために，トラップをサーバ Aの「カレントコント
ローラではありません」に設定します。

· サーバ Bがリソースをコントロールしていることを示すために，トラ
ップをサーバ Bの「カレントコントロールです」に設定します。
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· 両方のメッセージを受信するために，「カレントコントローラではあ
りません」と「カレントコントローラです」のトラップアラームを同
一リソースに設定します。この方法により，稼動していないサーバか
らのコントロール移動不能が発生したかどうかを判断することがで
きます。(ダウン状態に陥ったサーバは，「カレントコントローラで
はありません」トラップを送信することができませんが，コントロー
ルを想定したサーバは「カレントコントローラです」トラップを送信
することができます。)

アラームをクラスタサーバまたはリソースに設定するには

1. ServerWORKS Manager コンソールメニューConsole メニューか
ら，「ツール」®「Alarm Configuration」を選びます。

2. アラームを設定するサーバを選択します。

3. 「ファイル」®「新しいアラーム規」®「コンポーネントステータ
ス」を選びます。

4. 「新しいComponent Statusアラーム規コンポーネントアラームの
追加」ダイアログボックスの「カテゴリ」タブをクリックします。

5. 「アラームカテゴリ」ドロップダウン一覧で，「Cluster Group
Status」クラスタグループステータス」を選びます。

6. 「監視対象項目」一覧で，アラームを設定するクラスタリソースを
選択します。以下のいずれかを選びます。

- すべてのクラスタグループ(クラスタの作成時に定義されたすべ
てのリソース)。

- 上記以外のリソースグループのいずれか，またはすべて。異なる
クラスタは異なる選択項目を持っています。
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7. 「アラームの状態」タブをクリックしてアラームを選択リソースに
設定します。プライマリサーバからセカンダリサーバへのコントロ
ール移動不能を示すには，「Not Current Controller」カレントコン
トローラではありません」を選択します。続いて，「右」矢印をクリ
ックして「アラーム」状態一覧にその状態を追加します。

8. 「重要度」タブをクリックして重要度を選択します。

9. 「ポーリング」タブをクリックしてポーリングパラメータ間隔を設
定します。

10. アラームの通知をセットアップするために「対処」タブをクリック
します。これは任意選択です。通知対処の設定方法についての説明
は，前項を参照してください。

11. OKを選びます。

推移の監視
クラスタの推移アクティビティを監視するには，アラームビューアを使います。
ServerWORKS Manager Console コンソールメニューで，「Not Current
Controller カレントコントローラではありません」と「カ Current Controller レ
ントコントローラです」のアラームに対して選ぶ重要度のアラームビューアステー
タスボタンをクリックします。コントロールの推移が発生すると，アラームビュー
アにアラームが現れます。
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6 

ココココンンンンソソソソーーーールルルルかかかかららららのののの管管管管理理理理 6
ServerWORKS Managerはネットワーク管理を行うために以下のコンポーネント
を使います。

· 履歴データを含むDIGITALサーバに関する広範なデータを表示する
ための System Browser。

· SNMP情報の表示，および SNMP処理をオブジェクト上で実行する
ためのMIB Browser。

· MIBを ServerWORKSに統合するために連携動作するMIB Profiler，
MIB Compiler，およびMIB Enroller。

· ServerWORKS Managerの機能を完全にする，上記以外の背景ツー
ル。
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DIGITALホスト用の System Browser

System Browserは，DIGITALオブジェクトで検出された静的および動的の両方
のパラメータに関する情報を提供します。これらのオブジェクトには，サーバ，ク
ラスタ，デスクトップシステム，モバイルデバイスなどがあります。System
Browser は，サーバ，デスクトップ，またはモバイルシステムにロードされた
DIGITAL SNMPエージェントが提供する情報を使います。

System Browserは以下の情報を表示します。

· 通常は変更しないシステムコンフィギュレーション情報。

· System Browserがからオブジェクトを調べるたびに表示が更新され
る現在の情報。表 6-1は，各 System Browserウィンドウに表示され
る情報タイプを示しています。

· システムのトラブルにより現在の情報が入手できない場合でもに表
示可能なされる履歴情報。情報は，System Browserを使って前回収
集され，保存されたデータです。

· クラスタメンバとクラスタリソースに関する情報。

· 動的または履歴グラフデータ。 ディスクとプロセッサの使用状況パ
ターンを示し，環境スパイクを指摘し，ネットワーク送信統計情報を
モニター監視します。
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図 6-1  System Browserウィンドウ
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 表 6-1  System Browser情報

表表表表示示示示ウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウ 表表表表示示示示さささされれれれるるるる情情情情報報報報

System Browser ホスト名
ネットワーク(IP)アドレス
説明
物理的な位置と連絡先
モデル名とオペレーティングシステム*
システムの稼動動作時間(システム動作起動時間)

システム 一般情報
I/Oデバイス
プロセッサ
FRU*
クラスタ(サーバがクラスタメンバの場合)*

ストレージ ディスク
ディスクパーティション
ファイルシステム
ストレージ
メモリ*
メモリコンポーネントスロット(SIMMおよびDIMM)*

ネットワーク インタフェース
統計情報

環境* 熱温度センサー
電圧センサー
空冷システム(ファン)*
電源

*システムによっては表示存在されないものしないがことがあります。
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System Browserでノードデータを表示する
System Browserを開いて現在のデータまたは履歴データを表示させるすることが
できます。System Browserをマップビューアビューまたは階層ビューアビューか
ら開く場合は，System Browserは現在の情報を表示します。ネットワーク上のノ
ードに接続できない場合は，System Browserは履歴データを検索しがある場合，
そのデータを表示に戻しますります。図 6-1 ではノードが調査できないので
OFFLINEと示されて，以前のデータが表示されていることが判りますいます。

ノードはを表示されるするたびに，データノード名がドロップダウンリストに追加
され，表示しているシステムグループごとにノードのデータが収集されます。

System Browserをマップビューアビューまたは階層ビューアビューから起動する
には

· マップビューまたは階層ビューの DIGITAL ホストをダブルクリックす
るか選択した後，または｢動作対処｣®｢システムブラウ｣System
Browser｣を選びます。データ収集が調査対象の各ノードで開始されます
ノードまたはネットワークにアクセス不可能で，しかも以前前回そのノ
ードを表示しているた場合は，「ホスト」ドロップダウンリストからそ
のノードがを選択されすることで，そのノードの履歴データを表示する
ことができます。

サーバまたはホストの詳細情報を表示するには

· 「システムグループ」ボタンのいずれか 1つをクリックします(図 6-1
を参照)。
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ネットワーク上でのアクセス可能な追加サーバとホストの詳細情報を表示するに
は

以下のいずれか 1つの操作を行います。

· ホスト名または IP アドレスを入力するか，または「ホスト」フィー
ルドのドロップダウンリストからノードを選択します。続いて
「Enter」キーを押します。図 6-1では，garnet.dec.comがドロップ
ダウンリストから選択されています。16.34.112.234 または garnet
とも入力できます。ただし，新しいファイルがそれぞれの名前に作成
されるので，システム上のデータにアクセスする場合は常に同じノー
ド名を使ってください。

· マップビューまたは階層ビューから複数オブジェクトを選
択して，System Browserツールバーアイコンをクリックし
た場合はます，。System Browserが開いて最初の選択オブ
ジェクトの情報を表示します。残りのオブジェクトはドロ
ップダウンリストに現れます。

クラスタについての情報を表示するには

1. ビューで，クラスタサーバをダブルクリックします。

2. クラスタタブをクリックします。

システムとそのコンポーネントの比較
System Browserを使ってデータの複数ソースを同時に表示することができます。

· システムを 1つ選択します。続いて，すべての System Browser グ
ループを開いてシステムの全容を表示します。

· 比較したい別の複数のシステムを選択し System Browser を開きま
す。同一グループをシステムごとに開いて，情報のタイプ別に比較し
ます。
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FRUアセット番号の設定
FRU情報を表示するノードの現在のボード上の FRU (フィールド交換置換可能ユ
ニット)アセット番号を変更することができます。

アセット番号を変更するには

1. System Browserから「システム」の「FRU」タグページをクリッ
クします。

2. 「タイプ」一覧のコンポーネントから変更するユニット現在のボー
ドを選択します。

3. 強調表示された行ので，「アセット番号」欄をクリックしてアセット
番号を入力します。

4. 「アセット番号を設定」欄をクリックします。

5. 「更新」をクリックします。

アクティビティをリアルタイムでグラフ表示する
CPU 使用率，ファイルシステム使用状況，ネットワーク変数の統計情報，および
熱センサーと電圧センサーの測定値などのアクティビティをリアルタイムで表し
たグラフとして記録することができます。これらの情報はあとで分析用のす履歴デ
ータとして保存することができます(ただし，すべてのシステムが各すべてのグラ
フタイプに対応しているとは限りません)。選択した変数のデータを前回グラフ化
した変数データがて保存されているした場合は，ノードがオフラインのときでもグ
ラフ化したデータを表示することができます。

折れ線グラフか棒グラフのいずれかを選ぶことができ，サンプリング間隔も自由に
を設定することができます。グラフ化は最初のサンプルを収集したあとデータの保
存を開始会しします。グラフは開始および終了時刻を保持するため示し，グラフ化
が作成されなかったしたデータが保存されなかった時間ギャップも判りますを持
ちます。図 6-2は折れ線グラフと棒グラフを示します。
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図6-2  ServerWORKSグラフ
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1.  データをグラフ化するにはシステムを選択し｢動作対処｣®｢システムブ
ラウザ｣System Browser｣を選びぶか，またはサーバをダブルクリックし
ます。

2.  System Browserウィンドウで，必要なグループのボタンを選びます。

- System Browserウィンドウで，以下のいずれか1つのボタンを選び
ます。 使用状況のパターンを記録するCPUプロセッサ使用率の
場合

a. ｢システム｣®｢プロセッサ｣を選びます。

b. CPUを選択し，「グラフ」をクリックします。

- ディスクスペースのトラブルの発生を予測するのに使うファイ
ルシステム使用状況(ディスクスペース使用率)の場合(スペース
使用率)

a. ｢ストレージ｣®｢ファイルシステム｣

b. 一覧からファイルシステムを選択し，「グラフ」をクリック
します。

- ネットワークイトラフィックパターンまたは送受信時の不正パ
リティを示すネットワークインタフェースの統計情報の場合

a. ｢ネットワーク｣®｢統計情報｣を選びます。

b. インタフェースを選択します。

c. 送受信パラメータを選択して「グラフ」をクリックします。

- ランダムスパイクや長時間にわたる変化増加が見られる熱およ
び電圧測定値の場合

a. ｢環境｣®｢温度熱センサー｣または｢電圧センサー｣を選びま
す。

b. コンポーネント(本体カバー，電源)を選択して「グラフ」を
クリックします。
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3. 終了時には，以下のいずれか 1つの操作を行います。

- 「ファイル」®「閉じて保存して終了」を選んでグラフデータを
保存します。「ファイル」®「閉じる」を選んで現在グラフデー
タを破棄します。

- 「ファイル」®「削除して閉じる」を選んで，不必要な，または
古いグラフファイルを永久に破棄します。

グラフスタイルを変更するには

1. ｢「グラフ」編集｣®「｢スタイル」｣を選択します。

2. 「棒バーグラフ」または「折れ線グラフ」のいずれかを選択したあ
と，各スタイルの属性を選択します。

サンプリングおよび時間間隔を変更するには

1.  「｢グラフ」編集｣®「｢パラメータ」｣を選択します。

2.  「サンプリング間隔」と「サンプルポイント数」サンプリング箇所の
数を入力します。
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ノード履歴情報の収集
System Browserは，調査したするノードごとに履歴データフォルダを作成します。
フォルダにはは，表示した各 System Browserが収集しグループからた記録された
データ一覧をを記述した.ini ファイルとして保存しますを含みます。例えば，
garnet.com.iniはノード garnet.comの情報ファイルです。この INIファイルは，
ノード情報の完全な記録として機能し，ます。このノードに対応したする MIB も
がこの情報を提供します。

これ以後以降はのセッションでは，以前に記録されたデータはが更新され，新しい
データはが履歴データに追加されます。ノードのデータをさらにグラフ化したする
場合は，その保存されたグラフデータが記述されたグラフファイルも同じフォルダ
にがそのパラメータとノードのために保存されます。グラフデータのファイルは
[TAB]を区切り文字として使っているので，た表形式のグラフファイルを
Microsoft Excelにそのままインポートすることができます。

履歴データがある場合は，前回 System Browserからオンライン時でもで System
Browserからそのノードを表示できます。した場合，履歴ビューアを使ってノード
がオフラインのときにいつでも見ることができます。 履歴データを表示している
場合，図 6-1のように，システム名の横に OFFLINEというラベルが現われます。

そのノードがオンラインで，ネットワークにが応答した中の場合は，新しいデータ
が履歴データグラフの最後に追加されます。グラフの場合は，記録されなかった期
間はのヌル(空白)サンプルのブロック間のギャップでを表示します。
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履歴データの収集を開始する

1. ｢動作対処｣®｢システムブラウザ｣System Browser｣をクリック選し
びます。

2. 収集するノード名を入力するか選択します。

3. 収集するデータの「システムグループ」ページをクリックします。

ノードの履歴データを表示するには

1. デスクトップから，｢スタート｣®｢プログラム｣®｢ServerWORKS｣
®｢履歴ビューア History Viewer｣の順に選びます。  System
Browser が開き，履歴データが収集されたノードの一覧を表示しま
す。

2. ノードを選択します。

グラフデータを収集したり，履歴グラフデータを表示するには

1. 「動作対処」®「システムブラウザ System Browser」を選びます。
System Browserが開いて，履歴データが収集されたノードの一覧を
表示します。

2. ノードを入力するか選択し，グラフの収集元のシステムグループペ
ージをクリックします。
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3. 項目を選択して「グラフ」ボタンをクリックします。続いて以下のいず
れかの矢印ボタンを選びます。

表表表表示示示示すすすするるるるググググララララフフフフデデデデーーーータタタタ ククククリリリリッッッッククククすすすするるるるボボボボタタタタンンンン

グラフ開始時刻に戻る

1画面ごとに戻る

サンプリングパラメータごとに戻る

最新日時へから進む

1画面ごとに進む

サンプリングパラメータごとに進む
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SNMPオブジェクトを管理するための MIB Browser

MIB Browser (Management Information Base Browser)は，ネットワーク上の
SNMP準拠のオブジェクトMIBをの GETでを照会し，SETで MIB変数を変更
するために使います。MIB Browserは，そのオブジェクトに適用するすべてのMIB
グループと，各グループの MIB 変数を一覧できますします。例えばブリッジを選
択したする場合でもは，MIB BrowserはブリッジMIB変数を表示します。

MIB Browserは，以下の操作を行うために使います。

· GET処理: ，またはMIB(Management Information Base)変数の読
み出しを実行するための SNMP エージェントの問い合わせを行いま
す。これらの変数には，システム名，システム ID，および標準MIB II
グループやその他のMIBデータベースに登録済みのMIBからルータ，
ハブ，ブリッジへの起動時間などがあります。

· SNMPエージェント(複数可)に対する SNMP SET 処理の実行。

· MIB 変数(例えば変数のデータタイプやオブジェクト識別子，読み取
り／書き込みアクセス，記述子など)のプロパティの表示。

· MIBプロファイルを変更または作成するためにMIB Profilerを開く。
第 7 章のセクション「ServerWORKS データベースの MIB」を参照
してください。

· 新規MIBグループを ServerWORKSデータベースに登録したり，既
存グループを変更するために，MIB EnrollerとMIB Compilerを開
きますく。本章のセクション「増設ツール」を参照してください。
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DIGITALホスト以外の SNMPオブジェクトの場合は，MIB Browserがオブジェ
クトを表示するためのデフォルトの管理ツール対処です。

 

MIB Browserを起動するには

· ビューからオブジェクトを選択し，｢動作対処｣à｢MIB を
参照｣をクリックします選びます。

MIB Browserからオブジェクトを管理する
MIB Browserでは，MIBグループと変数によって情報を見ることができます。図
6-3 は，MIB Browser ウィンドウを示します。各コマンドボタンでは，MIB II
(RFC1213)のMIBグループに関する情報を表示します。 各MIBグループに含ま
れるMIB変数はが，「変数」一覧に表示されます。

変数の変更
MIB Browserを使って変数を変更することができます。MIB変数のいくつかは読
み書き可能な変数です。読み書き可能な変数はでは新しい値を書く(set)ことが可能
ですから， いたり set できるので，変更することのできる変数です。例えば，
sysLocationは保管場所をあらわす読み書き可能な変数ですので，システムを移動
するたびに新しい位置を入力しますすることができることを意味します。 MIBが
変更されます。別のネットワーク管理システムを利用使用する場合でも，読み書き
可能な変数はを変更することができます。読み書き可能な変数は，MIB Enroller
を使って確認することができます。

MIB Browserで変数値を変更するには

1. 変数を選択します。変数の選択時に「設定」Setボタンがアクティブ
な場合は，値を変更することができます。

2. 変数を編集して，「設定」ボタンクリックOKを選んで終了します。
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図6-3  MIB Browserウィンドウ

変数の説明を表示するには

· MIB グループ変数一覧から変数を選択して，「情報」ボタンをクリ
ックすれば，MIB変数の詳細な説明が表示されします。
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MIBを読み込むには

1. ビューアビューからオブジェクトを選択します。

2. ｢「ツール｣｣®｢「MIB Enroller｣｣®「コンパイル」®｢MIB Compiler｣
の順に選びます。

3. MIB Compilerで｢ファイル｣®｢オープン開く｣を選びます。

4. MIBを選択してOKをクリックするとし，ます。MIBがウィンドウ
に表示されます。

照会ボタンアクセラレータの使い方
MIB Browserの照会ボタンは，MIB IIエージェントのMIBグループに対応しま
す。 照会ボタンをクリックすると，変数グループに SNMP GET処理が実行され
ます。

別のMIBをオブジェクトに使用する場合は，別のMIBから変数グループを照会す
るためにボタンを変更することができます。

照会ボタンを変更するには

1.  「｢編集」｣®「｢照会アクセラレータのカスタマイズ」｣を選びます。

2.  変更するボタンを選択します。

3.  「照会アクセラレータラベル」フィールドに，ボタンのラベルを入力
します。

4.  「関連MIBグループ」で，監視するオブジェクトに適切なMIBグル
ープ，例えば Compaqサーバなどを選択します。

5.  OKをクリックします。

6.  「照会アクセラレータのカスタマイズ」ダイアログボックスの「閉じ
る」をクリックします。
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照会グループの全変数をすばやく表示するには

· MIBグループの一覧からの「All Variables」全変数」を選んでから，
｢表示｣à｢上下に並べて表示垂直出力｣を選んだあと，一覧をスクロー
ルします。

1つの変数のすべての事例を表示するには

· ｢表示ビュー｣®｢左右に並べて表示水平｣を選び，ます。変数を選択し
ます。例えば，インタフェースの数を調べる場合は，水平方向にすれ
ばすべてのインタフェースを表示することができます。

変数情報をアルファベット順に並べ替えるには

· ｢表示ビュー｣®｢表示出力の並べ替え｣を選びます。

MIB Browserからクラスタ情報を表示する
MIB Browserは，クラスタの一部であるサーバとリソースに関する情報を表示し
ます。これらの情報には，クラスタのタイプ，ベンダ，ソフトウェアバージョン，
ステータス，NT クラスタグループメンバとリソースのクラスタメンバの IP アド
レス，クラスタのエイリアス，システム OID，ベンダ，バージョンなどが含まれ
ます。これらの情報は，クラスタMIBの変数から入手されます。

MIB Browserを使ってクラスタデータを表示するには

1. ｢動作対処｣®｢システムブラウザ｣System Browser｣を選びます。

2. MIB グループまたはグループの変数を選択します。クラスタ MIB
には SrvClu，SrvNTC，および ntcmtg というプレフィックスが付
いています。

3. クラスタ名またはクラスタサーバ名を入力して Return キーを押し
ます。
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MIF Browser
MIF Browser(Management Information Format Browser)は，MIB Browserと同
様に，システムが提供するMIFを調べるために使われます。MIF Browserはデス
クトップやとモバイルシステム上で使われ，Windows NTやWindows 95を実行
しているシステム上でも使うことができます。参照したいするシステム上で動作し
ている DMIサービスレイヤからでは，多様なシステムソフトウェア，ハードウェ
ア，設定値，コンフィギュレーションの一覧を見ることができます。これらの情報
は，ClientWORKS の付属 MIF Maker プログラムを介して SMS (Microsoft
System Management Server)上に渡すこともができます。MIF Browserはツール
バーのアイコン，およびメニューから選択できます。完全な詳細情報については，
『 ClientWORKS Network Administrator’s Guide』および ClientWORKSオン
ラインヘルプを参照してください。

MIB Compiler
オブジェクトタイプを ServerWORKS Manager Consoleコンソールで使用できる
ようにするには，そのオブジェクトに関連付けされている MIB グループが
ServerWORKS データベースに登録されていなければなりませんることが必要で
す。MIB Compilerは新しいMIBグループとMIB変数定義をデータベースにロー
ドするために使われます。MIB のコンパイルと登録の方法については，第 7 章の
セクション「カスタムオブジェクトタイプとプロファイルの作成」を参照してくだ
さい。

MIB Compilerでは，コンパイルしたMIBも読み込むことができます。

MIBを読み込むには

1. ｢ツール対処｣®｢MIB Enroller｣を選びます。

2. ｢コンパイル｣®｢MIB Compiler｣を選びます。

3. ｢ファイル｣®｢オープン開く｣を選んだ後，「MIB 入力ファイルを選
択」ダイアログボックスから「MIB」を選択します。

4. OKをクリックします。
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MIB Profiler
MIB Profilerは，MIBをオブジェクトタイプに関連づけるために使われます。例
えば，DIGITALサーバオブジェクトタイプは，そのオブジェクトタイプとの関連
性が定義づけられたMIBを持っています。

オブジェクトに関連づけられた MIB を変更しなければならない場合は，MIB
Profilerを使って行います。MIB Profilerは以下の操作を行います。

· MIBグループのオブジェクトタイプを割り当てる。

· オブジェクトタイプからMIBグループを削除(関連付けを解除)する。

MIB Profiler は MIB グループの割り当てをデータベースに保存して，MIB
Browserからが参照できるようにします。例えば，特定の SNMPオブジェクトを
選択したあと，MIB Browserはそのオブジェクトタイプを入手し，この情報を使
ってデータベースの関連MIBグループのすべてを表示します。適用するMIBグル
ープのみがMIB BrowserウィンドウのMIBグループフィールドに一覧されます。
そのあと，同グループからグループまたは変数(複数可)のいずれかを選んで，指定
されたオブジェクトに対して GET または SET 処理を実行することができます。
MIB Profiler を使って新規オブジェクトタイプを作成する方法についての詳細情
報は，第 7章の「希望するデータの入手」の項を参照してください。

MIB Enroller
MIB EnrollerはMIB情報の情報源です。MIB Enrollerは，グループおよびその
変数，変数のオブジェクト識別子，データタイプ，読み書きアクセスを表示します。
十分知識を持った管理者は，MIB Enrollerを使ってMIB変数を変更することもが
できます。
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バックグラウンドタスク
ServerWORKS Managerは，ネットワーク情報を収集および
配布するために，バックグラウンドタスクを実行処理していま
す。バックグラウンドタスクは，実行中にシステムトレイに表
示されます。アイコンを右ボタンでクリックするとメニューが
表示されます。

Pingサーバ
ServerWORKS Manager Consoleコンソールは，ネットワー
ク上のデバイスに連絡する，すなわち“ping”する機能を持って
います。Ping サーバは，デバイスが動作中，ダウン状態，ま
たは応答なしのいずれの状態にあるかを調べるために，ICMP
要求を使ってネットワークを調べ，返信を待ちます。デバイス
を選択し，ツールバーボタンを使って連絡を取ります。ping
サーバはこのアクティビティと，コンソールからデバイスとの
連絡にかかる往復の所用時間を記録しています。
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Poller
Pollerは，定期的に指定ネットワークオブジェクトとそのイン
タフェースにからステータス情報(動作中，ダウン状態，応答
なし)を要求します。ポーリング可能なオブジェクトとは，
SNMP エージェントまたは IP サポート(ルータや終端ノード
など)を持つネットワークオブジェクトに属するすべてのイン
タフェースです。

デフォルトで，Pollerは IP Discoveryが完了後に自動的に起動します。デフォル
ト設定を使って，データベースに一覧されたすべてのオブジェクトが同じ時間間隔
でポーリングされます。

ポーリングはユーザ定義グループにも実行することができます。グループは，同じ
時間間隔でポーリングされる同種のオブジェクトをまとめて含みます。
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Data Collector，Event Logger，および Event Dispatcher

Data Collector，Event Dispatcher，および Event Logger は，
アラームを受信するためにそのコンソールに対して実行され
ていますなければなりません。

Event Dispatcherおよび Event Loggerは，アラームスレッシ
ュホールドに到達すると，アラーム通知を受信したり，または
自動的にスクリプトを実行したりするために実行されていま
すなければなりません。

これらの 3 つのユーティリティが Windows NT または
Windows 95 の起動グループに含まれていない場合は，
ServerWORKS Manager Consoleコンソールのが起動時にさ
れると Event Dispatcherと Event Loggerもが自動的に起動
しますされます。

ウィンドウの右下部のシステムトレイを調べて，
ServerWORKS タスクが実行されているかどうか確かめてく
ださい。
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7-1

7 

希希希希望望望望ののののデデデデーーーータタタタのののの入入入入手手手手 7
ServerWORKSの IP Discoveryは，すべてのネットワークオブジェクト上の情報
を提示します。ServerWORKSを使ってデータを自由に操作し，ビューアビューを
カスタマイズすることができます。本章は，以下の操作を実行するために
ServerWORKSをカスタマイズする方法を解説します。

· 特定のネットワークに対する要件に基づいてデータを入手する方法。

· 希望の方法でデータを表示提示する方法。
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ビュービューアまたはマップのオプションのカスタマイズ
特定の要件を満たすために階層ビューア一覧ビューとマップビューアビューをカ
スタマイズすることができます。異なる目的によって異なるビューアを作成するこ
とができます。例えば，一つ目のあるビューアビューに特定の機関のすべてのサー
バを含ませて，次の他のビューアビューで複数サーバのファイルとアプリケーショ
ンを表示し，3つ目のビューで TCP/IPトポロジを表示するといったこことができ
ます。ソースや内容にかかわらず，どのタイプの情報でもビビューアでューにグル
ープ化することができます。ServerWORKS Explorerは他のビューアにコピーす
るためのオブジェクトのソースなので，他のビューアにコピーし，ビューアをカス
タマイズするための格好の開始点です。

いったんマップビューアビューまたは階層ビューアビューを作成したあとは，手動
で変更したり，更新するための再に 2回目以降の検出を実行することができます。

表示とウィンドウの振る舞い表示をを変更するには

1. マップをクリックして選択します。

2. 「ファイル」®「ビューアのプロパティ」を選びます。

3. 「ビューアのプロパティ」ダイアログボックスから以下の設定のプ
レファレンスを選択します。

- 任意選択のバックグラウンドファイルファイルに任意のビット
マップファイルをを選びます。例えばカントリーマップ地図を選
択してサーバを地理的位置にドラッグします。

- 「スケール」にマップを開くときのデフォルトの拡大縮小率を設
定選しますびます。

- 「設定」をクリックします。続いてマップの最小化，クローズ，
および自動保存のデフォルトをそれぞれ選択します。さらにマッ
プ拡大縮小率が，指定したパーセンテージ未満の場合のノードビ
ットマップを隠すデフォルトも選択します。

- 「設定」ダイアログボックスで「カラー」をクリックしたあと，
マップ要素のカラーもを変更できますします。
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基本情報をすばやく入手するには

· 関連付けされているブラウザを表示するにはネットワークオブジェ
クトをダブルクリックしてください。ServerWORKS Managerには
System Browser，MIB Browser，およびMIF Browserと関連付け
されているたサーバがあります。

論理ネットワークマップを作成するには

機関の都合や，マップ上の特定ネットワークオブジェクトの使用状況が類似してい
たりする場合に，これらの特定のオブジェクトを単一のグループとして管理するこ
とが容易ですあります。これらのネットワークオブジェクトはをマップから新規グ
ループマップへドラッグするだけで，容易に孤立させることができます。

マップ上に重要な統計情報を表示するには

マップ上に特定の情報を表示させるするために，ラベルをネットワークオブジェク
トに追加することができます。例えば，IP アドレス，名前，オブジェクトのネッ
トマスクを確認するとします。

1. 「ツール」メニューで，「オプション」®「オブジェクトの表示」を
選びます。

2. 「オブジェクト」を選択してから，「非表示しない」一覧リストから
で，ラベルに表示したい情報を選択します。

3. 「表示する」をクリックします。ラベルを特定順序に並べる場合は，
各ラベルを選択して，ラベルが希望の位置になるまで「前へ」また
は「後へ」を選びます。

4. 「閉じる」をクリックします。
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 メニューを作業に応じて変更するには

 プログラムを追加または削除するために「ツール」メニューを編集することができ
ます。例えば，バッチファイルを実行するメニューコマンドを作成するか，または
アプリケーションを起動することができます。

1.  「ツール」メニューで，「オプション」®「ツール」をクリックしま
す。

2.  以下のいずれかを行います:

- 別のアプリケーションを「ツール」リストに追加するため「追加」
をクリックします。ツール名(例：メモ帳)とパス名
(c:¥windows¥notepad.exe)を入力して，OKをクリックします。

- 登録済みのアプリケーションを選択して，アプリケーションを削
除するために「削除」をクリックします。

- アプリケーションを選択してそのツールの表示名またはパス名
を変更するために「変更」をクリックします。

3. 「閉じる」をクリックします。
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 ネットワークオブジェクトをグループとして管理するには

 グループとは，SNMP操作を一括で実行することのできるサーバ群または SNMP
オブジェクト群です。ネットワークオブジェクトの論理グループを選択して，同一
アラームとオプションをそのグループに適用することができます。

 まず，グループを作成します:

1.  マップビューアビューで，以下のいずれか 1つを実行することでオブ
ジェクトを選択します:

- CTRLキーを押し下げたままで，グループに追加したい複数の各
オブジェクトをクリックします。

- マップ上をクリックしてドラッグし，グループに追加したいオブ
ジェクトを領域選択します。

 マップ上をクリックしてドラッグし，グループに追加したいオブ
ジェクトの周囲に選択レクタングルを描きます。

2. 「ツール」メニューで，「グループ管理」を選びます。

3. 以下のいずれか 1つを行います:

- 「グループの追加」をクリックして，選択オブジェクトを含む新
規グループを作成します。SNMP GetおよびSet処理のためのグル
ープ名，ポーリングプロパティ，コミュニティ名を「グループの
プロパティ」に入力します。

- 既存グループのいずれか1つを選択します。ポーリングプロパテ
ィとコミュニティは希望どおりに変更します。

4. 

5. 「グループの追加」をクリックして，選択オブジェクトを含む新規
グループを作成します。SNMP Getおよび Set処理のためのグルー
プ名，ポーリングプロパティ，コミュニティ名を「グループプロパ
ティ」グループに入力します。
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6. 既「グループ外のオブジェクト」を選択し，「追加」をクリックして
「グループ内のオブジェクト」リストに追加します。グループから
オブジェクトを削除するには，オブジェクトを選択して「削除」を
クリックします。存グループのいずれか 1 つを選択します。ポーリ
ングプロパティとコミュニティ名を新しいグループにコピーし，希
望どおりに変更します。

7. 「グループに含まれないオブジェクト」を選択し，「追加」をクリッ
クしてグループリストの「オブジェクト」に追加します。グループ
からオブジェクトを削除するには，素オブジェクトを選択して「削
除」をクリックします。

8. OKをクリックします。
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コンテキスト付きの起動
SNMP 準拠のオブジェクトの個々のベンダは，自社製オブジェクトのプロパティ
および情報を表示するためのに微調整したツールを提供していますすることがで
きます。例えば Compaqから，Compaqサーバを表示するための Insight Manager
が提供されています。

これらのアプリケーションの最適な使用法は，コンソールからコンテキストの中で
起動する方法です。例えばコンテキスト付きで Insight Manager を起動すると，
ServerWORKS で選択した Compaq オブジェクト用のデータとともにアプリケー
ションが開きます。

コンテキスト付きでアプリケーションを設定するには，以下の手順を実行する必要
があります。

· アプリケーションをオブジェクトタイプに関連付けるため，アプリケ
ーションを設定します。

· オブジェクトタイプのデフォルト対処としてアプリケーションを指
定します。

以下の手順例では Insight Managerと Server.Compaqオブジェクトタイプをが例
として使った手順を表していますわれます。

アプリケーションを設定するには

1. コンソールから「ツール」®「アプリケーションの起動」を選びま
す。

2. 「アプリケーションの起動」ダイアログボックスで，以下の情報を
選択するか，または入力します。

- 「オブジェクト」フィールドでオブジェクトタイプを選択します
(例 Server.Compaq)。

- 「メニュー項目名」フィールドでメニューオプションの名前を入
力します(例 Insight Manager)。
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- 「アプリケーションパス」フィールドで参照ボタンをクリックし
てアプリケーションを検索します。完全なパスとスペース文字を
正確に使うよう注意してください(例: "c:¥Program
Files¥Compaq¥Insight Manager¥cim.exe")。

- 「ツールバー」フィールドで16×16ピクセルのビットマップを1
つ選びます。

3.  「アプリケーションコマンドライン行の設定」ダイアログ
ボックスで，アプリケーションを起動するコマンドを入力
します。このとき必ずスペース文字を正確に使用し，大文
字小文字もの区別してを合致させてください。
Insight Managerを起動するには以下のコマンド行を使い
ます。

cim.exe -ObjIPAddress=< インターネットアドレ
ス>

コマンドライン行のステートメントを選択するオプショ
ンがあります。コマンドライン行のパラメータ選択一覧か
らでは，よく使うパラメータを選ぶことができます。これ
らのパラメータは「パラメータとスイッチ」フィールドに
追加されます。コマンド行に複数のコマンドが含まれる場
合は，「複数オブジェクトを有効化」を選択して「セパレ
ータ」区切りタイプを入力してください。

4. 「動作対処」メニューにメニュー名を配置するために「追
加追加」を選び，ビットマップをツールバーボタンとして
追加します。

5. 「閉じる」を選びます。
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アプリケーションをデフォルト対処として指定するには

1. 「ツール」®「オプション」を選びます。

2. 「オプション」ダイアログボックスで「デフォルト動作対処」タブ
ページをクリックします。

3. オブジェクト一覧からオブジェクトタイプを選択します。「動作対
処」一覧からアプリケーションを選択します。ここでは Insight
Managerを選択します。

4. 「閉じる」を選びます。
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アプリケーションをコンテキスト付きで開くには

Discovery マップビューアあるいはや階層ビューアビューで Compaq サーバをダ
ブルクリックします。図 7-1 は Insight Manager から見た，ServerWORKS
Discoveryマップビューアから起動した，Insight Managerで Compaqサーバを表
示示しています。

図 7-1 ServerWORKS Manager Consoleから起動したInsight Manager
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プリンタの検出と管理
単一 1 つのオブジェクトタイプのマップまたは階層ビューアツリービューを作成
することができます。例えば，問題の発生しやすいプリンタを監視するとします。
ServerWORKSは，DIGITAL，Hewlett-Packard，Lexmarkプリンタのシステム
オブジェクト識別子を認識します。

プリンタマップを作成するには

1. コンソールウィンドウから，「ファイル」®「新しいビューア」を選
び，マップビューアビューまたは階層ビューアビューのいずれかを
選択します。

2. 「新しいビューア」ダイアログボックスにマップ名を入力します。「マ
ップパレット」が付いた空白マップが開きます。

3. 「動作対処」®「IP オブジェクトの検出」を選びます。ネットワー
クとネットマスクを指定し，「次へ」を選びます。(完全な説明につい
ては，第 4 章の「ネットワークの検出」のセクションを参照してく
ださい。)

4. 検出するコミュニテイを指定します。

5. 「検出するタイプ」ダイアログボックスで，プリンタタイプを選択
して「次へ」を選びます。

6. 検出するコミュニテイを指定します。

7. 「検出オプション」ダイアログボックスで作成したビューアビュー
を選び，「完了」をクリックします。

8. 検出レポートを表示したいかどうかを指定するために「はい」，「いい
え」のどちらかを選びます。

9. 新規オブジェクトを現在のビューに追加するオプションで「はい」，
「いいえ」のどちらかを選びます。
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1. 検出レポートを表示したいかどうかを指定するために「はい」，「いい
え」のどちらかを選びます。

2. 新規オブジェクトを現在のビューに追加するオプションで「はい」，
「いいえ」のどちらかを選びます。
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ネットマスクを使った検出の微調整
 ネットワーク，IP アドレスのしかた，ネットマスクの使用法に慣れたユーザの方
は，検出を限定するために他のネットマスクを使うことができます。検出機能で，
コンソールは IP アドレスの付いたサブネットを照会してそのノードのリストを問
い合わせます。IPアドレスは，1 から 255までの 4 桁の数字から成ります。各数
字は小数点(ドット)で区切られます。アドレス 16.151.24.36はその一例です。アド
レスは，2進法の 4 つのオクテット(8桁の数字 1 行)となりますに対応します。ネ
ットマスクは，どの範囲部分の IP アドレスをがネットワークを識別するか，およ
びどのアドレス部分がホスト部分を指定するかを指定します。検出機能は指定ネッ
トワーク短時間でに付属するノードを探すためにに，IP アドレスとネットマスク
の組み合わせたネットワークの範囲内を指定しますを使います。

 検出機能のデフォルトネットマスクは 255.255.255.0 です。例えばネットマスク
255.255.255.0 を使うネットワークアドレス 16.151.24.0 の場合は，ネットマスク
はアドレスの最初の 3ブロック桁の数字をマスクして，最大 2554ノードまで，ホ
スト部分のすべてのノードを検出しようと試行します。すなわち，16.151.24.0 か
ら 16.151.24.255までのノードです。

 検出機能を単一特定範囲内のネットワークオブジェクトに限定するには，単一ノー
ドネットマスクを使います(例えば，手動で挿入したオブジェクトなど)。アドレス
16.151.24.36のノードの場合は，ネットマスク 255.255.255.254を使った正確なノ
ードアドレスを使います。このネットマスクは，検出機能のアドレスの解釈のしか
たにより，最大 2 つのノードまで探します。すなわち，16.151.24.36 と
16.151.124.37で，連続したアドレスノードです。
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ステータス確認のためにコレクションとドメインを使う
 ServerWORKS の検出機能はでは，ServerWORKS はホストとクラスタドメイン
を検出します。ServerWORKSは，ホストとクラスタドメインホストドメインとク
ラスタを表示して，ノードまたはクラスタメンバの表示もを可能ですにします。複
数オブジェクトをコレクションと呼ばれるサブネットにまとめる場合もは，同じ概
念を適用しすることができます。

ヒント:  コレクションやドメインは，コレクションやドメイ
ンのいずれかのオブジェクトもSNMPグループ上に表示検出
することができますが，SNMPグループではありません。 ビ
ューア上で作成したビューのドメインは， Windows NTのドメ
インとは何の関係もありま異なりますせん。   

 コレクションを作成するには

1. 「編集」®「挿入」を選びます。

2. 「Collection」コレクション」をクリックして，コレクションの名前
を入力します。

3. 一覧ビュー階層ビューアを開き，ビューアビューからオブジェクト
をコレクションにドラッグします。

 ドメインを作成するには

1.  「編集」®「挿入」を選びます。

2.  「挿入」ダイアログボックスから「ドメイン Domain」をクリックし
ます。

3.  表示名を入力し，ドメインのオブジェクトタイプを選びます。例えば，
クラスタドメインを作成するには，「Cluster ク」ラスタ」を選びま
す。

4.  階層ビュービューアを開いて，オブジェクトをドメインにドラッグし
ます。クラスタの場合は，クラスタのメンバとリソースを含めます。
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コレクションまたはホストドメインの内容を表示するには

· ドメインコレクションあるいはドメインのアイコンをダブルクリッ
クします。内容が別の一時タイル形式のマップに表示されます。

効率的なポーリング
 ポーリングは，ポーリング頻度が高すぎたり，ポーリングされるオブジェクトベー
スが広範囲である広すぎたりする場合，ネットワークリソースを消費します。ポー
ラーをカスタマイズすることにより，オブジェクトをグループとしてポーリングし
て希望の数のオブジェクトのみにフォーカスすることができます。デフォルトでは，
すべての検出オブジェクトと挿入オブジェクトをポーリングします。

 グループごとにポーリングするには，以下のタスクを実行します:

· ポーリンググループを設定します。すでに ServerWORKS に設定さ
れている重要および非重要という名前の 2つのグループのいずれか 1
つで開始するか，またはユーザが独自の自分でグループを作成するこ
とができます。各グループはそれぞれタイムアウト期間，再試行，ポ
ーリング間隔 の回数を持ちます。各グループは認証のコミュニティ
に属します。

· ポーリングパラメータを微変更調整します。
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ポーリンググループの作成
1. 「ツール」®「グループ管理」を選びます。

2. 「SNMP グループ管理」ダイアログボックスで，「グループの追加」
を選びます。

3. 「ポーリンググループの追加」ダイアログボックスで，

- 「グループ名」フィールドで，新しい名前を入力します。

- 「グループのプロパティ」フィールドに，再試行，タイムアウト，
間隔を入力します。タイムアウトと間隔は数秒秒数で表示測定さ
れます。一般に例えば，「重要」グループの間隔は60秒 (1分)で，
「非重要」は300秒(5分)程度です。

- コミュニティ名を入力するか，または「Ppublic」を使います。

- OKを選びます。

4. 「SNMPグループ管理」ダイアログボックスで，「グループ名」リス
トから新しいグループを選択します。

- 「グループのプロパティ」はグループの作成時に指定されていま
す。必要ならプロパティを変更するには，そのプロパティを選択
して，し新しい値を入力します。

- Publicは，他のコミュニティ名を作成しなかった限り「コミュニ
ティのSetコミュニティ」および 「コミュニティのGetコミュニテ
ィ 」には「public」を用いますとして使います。

- 「グループ外に含まれのないオブジェクト」リストからで，CTRL+
クリック操作を行ってグループメンバを選択します。続いて，「追
加」をクリックします。

5. すべてのメンバが「グループ内のオブジェクト」に登録選択された
らOKをクリックします。
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グループポーリングパラメータの設定
グループパラメータをリセットするか，または新しいグループのポーリングを有効
化するためにポーラを一時停止します。ポーラウィンドウを表示したあとで，ポー
リングポーラを停止します。

ポーラを開くには

· ポーラタスクバーのポーラアイコンボタンをクリックするか，「ツー
ル」 ®「ポーラ」を選びますします。

ポーリングを停止するには

· ポーラウィンドウで「ポーリングの停止」をクリックします。
グループを有効化し，グループパラメータを設定するには

1. 「設定」カラムのポーラウィンドウの「で有効」カラムで，グルー
プ行のボックスをクリックします。ボックス内にチェックマークが
現れ，背景カラーが緑色に変わります。(ポーリング頻度パラメータ
は，グループの作成または変更時に設定されています。)

2. 「オプション」®「ポーリングパラメータの設定」を選びます。以
下の項目の値を設定します:

- 残りをポーリングするための最大インタフェース。

- ポーラが一度にポーリングするためにキューできるインタフェ
ースの数を入力します。

- イベントの最大数: 毎秒送信可能なSNMP GetおよびSet処理，
ping，Event Loggerメッセージ，ステータスアラームの数。

3. OKを選びます。

4. ポーラウィンドウに戻りで，「オプション」®「Poller ポーラ出力」
を選びます(ポーラが OFFの場合は出力がフィールドに現れます)。
「オプション」ボタンをクリックして選んで，ポーリングから入手
したい情報タイプをクリックします。OKをクリックして「ポーラ出
力」ダイアログボックスを閉じます。
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5. ポーラウィンドウで，選択したグループのをポーリングを開始する
ために「ポーリング開始」をクリックします。

ポーリングした情報の表示
ポーリングした情報は，開いた「ポーラ出力」ダイアログボックスで部分的なセグ
メントを見ることができます(前のセクションで説明)。時間の経過にともなうポー
リングの記録を見るには poller.log ファイルを使います。，poller.log ファイルは
を印刷も可能ですします。

poller.logファイルを使うには

· Windows ExplorerまたはMy Computerで，以下エクスプローラで以下
のパスにある poller.logファイルをダブルクリックします:

¥Program Files¥Digital¥SWMgr¥Database¥poller.log

オブジェクトプロパティから変数を変更する
 プロパティは，単一ダイアログボックスのいくつかのアクティビティを合わせ持っ
ています。プロパティではオブジェクトが一目でわかるように表示され，オブジェ
クトのを変更も可能することがですできます。すなわち，オブジェクトに対する
SNMP Set処理が可能です。

 プロパティは，以下の詳細情報を表示するために使います:
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· オブジェクト 名，IP アドレス，MAC アドレス，オブジェクト タ
イプ。名前か IP アドレスのいずれかを知っている場合は，
ServerWORKSで検索できますは知らない方の情報を探します。「ア
ドレスの取得」をクリックして IP アドレスでを探すか，または「名
前の取得」をクリックしてデバイス名でを探します。

· オブジェクト記述に含まれる，オブジェクトの担当者名と コメント
(位置など)。

· 設定されている場合は，トラップ送信先。

· オブジェクトが所属するグループ。

· オブジェクト に関連付けされたサードパーティ製アプリケーション
(RSMまたは StorageWorks Command Consoleなど)。
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 プロパティは，以下の内容のネットワーク設定の変更に使います:

· 名前決定のために使われているグローバル名の変更。

· ポーリング情報やポーリングプロトコルの変更。

· オブジェクトタイプの変更。

プロパティの表示と変更を行うには

1. マップビューアビューまたは階層ビューア一覧ビュー上のオブジェ
クトをクリックします。

2. メニューで「動作対処」®「プロパティ」を選びます。

3. 編集可能なフィールドを変更します。

4. OKをクリックして「プロパティ」ダイアログボックスを閉じます。

ServerWORKS Managerデータベースを使った作業
ServerWORKS Managerのデータベースは PCMGR.mdbです。これは， Access
で表示可能なMicrosoft Access 97データベースです。データベースファイルは，
ServerWORKS Manager Consoleコンソールキットの Databaseというサブディ
レクトリにインストール保管されています。インストール時にデフォルトディレク
トリを選んだ場合，以下のディレクトリにのファイルの位置は:保管されています。

/Program Files/DIGITAL/SWMgr/Database/PCMGR.mdb

です。データベースには，ネットワーク上で検出されたオブジェクト，アラームに
関する全情報とアラーム情報，およびイベントデータが含まれています。

Access とデータベースの構造に慣れている場合は，照会レポートの作成，スクリ
プトの使用，指定された SNMP 操作の実行を行うためにデータベース内の記録を
変更することもができます。テーブル内の情報は， 実際のMIBファイルより，デ
ータベーステーブルレコードでのほうが見やすくなっています。

以下のリストは，もっともよくアクセスされるデータベーステーブルを説明してい
ます。
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表7-1  Accessデータベーステーブルレコード

表表表表 記記記記述述述述レレレレココココーーーードドドドのののの内内内内容容容容

APPL_GR すべてが統合されたサードパーティ製アプリケーション。レコード
は，各統合アプリケーションごとに存在します。

EVT_LOG アラームログテーブル。各イベントに関連づけされたアラーム，イ
ベント，オブジェクト ID，およびメッセージのすべてがここに格納
されています。

MIB_CLAS データベースにコンパイルされたすべての MIBに対するMIBクラ
ス名と MIBが所属するグループ。

MIB_DESC 各MIB変数の説明。
MIB_NAME MIBグループの名前。
MIB_PROF 各 MIB のオブジェクト タイプ およびサブタイププロファイル。
MIB_TABL ServerWORKS にコンパイルされているすべてのMIBグループの内

部MIB変数ID。IDはこのテーブルを他のテーブルに統合する場合に
有用です。

OBJ_DEF 各マシンの実際の名前とポーリング間隔。
OBJ_IP 各マシンのグローバル名情報(IP アドレス，別アドレスまたはサブ

ネット，ネットマスクを含む)。
OBJ_SNMP SNMPコミュニティ名。
TRAP_ENT データベースにコンパイルされている全MIBのトラップ送信先とエ

ンタプライズOID。
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ヒント: ServerWORKS V4.0 データベースは，Access 97 データベ
ースにもとづいた書式を用いていますです。Access 95を使用して
いる場合は， ServerWORKS V3.xからこのデータベースの使用を
継続することができます。しかしながら，Accessレポートの作成
やデータベースの変更の目的でスクリプトを使いたい場合は，
Access 97を使って， Microsoft の手順に従ってデータベース を
Access 97フォーマットに変換しなければなりません。 V2.x のデ
ータベースはServerWORKS Manager V3.2をインストールした後
に変換し，Access 97を使ってServerWORKS Manager V4.0フォーマ
ットに変換します。
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以下の表は，データベース テーブルを命名するために使われるプリフィックスを
一覧しています。

表7-2  データベーステーブルプリフィックス

ププププリリリリフフフフィィィィッッッッククククスススス テテテテーーーーブブブブルルルル情情情情報報報報

ALM アラーム設定
APPL サードパーティ製アプリケーションの統合
AUTO 自動検索の情報
COL Data Collectorの情報
DB ServerWORKSデータベースの情報
EVT イベントログデータ
GR グループの情報
LOG イベントログデータ
LTBL 今後の使用のために確保
MIB MIB II変数の情報
NMDB データベースフィールドの最大カウンタ
NOTF 通知に関する情報
OBJ ServerWORKSで使用されるオブジェクトタイプの情報
POD 今後の使用のために確保
SUBT オブジェクトのサブタイプの情報
SYS SYSOIDのマッピングと MIB II変数のサブタイプの情報
TRAP トラップの情報

タイプ オブジェクト タイプの情報
USR ユーザの情報
VIEW マップと階層ビューアの情報
VWER 内部ビューアの情報
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DB Utilityの使用
 DB Utilityを使用して，いくつかのデータベースの保守タスクを行うことができ
ます。 DB Utilityは以下のような状況で使用します:

· データベースまたはその一部(テーブルなど)が破壊されている可能性
がある場合。

· テーブルを消去して初めからやり直したい場合。例えば，すべてのス
レッシュホールドアラームのレベルを変更したい場合。(クリーンア
ップは選択したテーブルの全てを消去するため， ServerWORKS
Managerのに情報を再度作成したいことが確実な時に実行します。)

· アラームログテーブルを変更したい場合。例えば，非アラームが不用
にもかかわらず状態に対して多数のメッセージを送る"偽（にせ）" ア
ラームを設定し，過剰入力されたログを消去したい場合。 また，ロ
グテーブルのサイズ(行数)を変更することもできます。

DB Utility を起動する前に，バックグラウンドタスクを含む ServerWORKS
Manager Consoleコンソールを終了してください。

DB Utilityを開くには

1. スタートメニューから「プログラム」®「ServerWORKS  Manager
コンソール」®「ServerWORKS DB Utility」を選択します。

2. 以下のうち 1つを実行します:

- 「整理するデータベーステーブル」グループから1つのテーブル
を選択し，「初期化」をクリックします。

- アラームログテーブルに，テーブルに希望する最大行数を入力し
ます(最大数は10,000ですが，10,000のログ入力ではディスクスペ
ースとメモリを消費します)。

3. 「ファイル」®「終了」を選択します。
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ユーザ定義のオブジェクトタイプとプロファイルの作成
ServerWORKS Managerを利用して使用すると，デフォルトセット以外外のオブ
ジェクトを含めたり，将来ネットワークに追加される可能性のある新しいオブジェ
クトタイプを含めるために，カスタムオブジェクトタイプを作成したり，非
DIGITAL Serverに MIB変数のグループを割り当てたりすることができます。

オブジェクトタイプを作成し，変数を割り当てるには，以下の手順を完了する必要
があります。これらの各手順は，いくつかのより小さいステップから構成されてい
ます。 手順がを完了した時点で，オブジェクトをネットワークマップへ手動で追
加してやれば，即座にそのオブジェクトの管理がを開始できます。

· オブジェクトタイプを定義して，説明と一致したするネットワーク上
のオブジェクトが ServerWORKSにより認識されるようにします。

· MIBグループを登録します。

· オブジェクトタイプについて入手したい情報にフォーカスした MIB
グループを割り当てます。

オブジェクトタイプやネットワーク構成要素のプロファイルを作成するための手
引きとして以下の手順を説明使用します。 この例では， ProLiant 2500サーバ用
のオブジェクトタイプを作成し， MIBグループを割り当て，手動および検出機能
でネットワークにオブジェクトタイプを追加する方法を説明しています。
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新規のオブジェクトタイプの定義
 ServerWORKSツールメニューから，「ツール」®「Object Types （オブジェクト
タイプ）」を選択し「追加」ボタンをクリックします。「SNMPオブジェクトタイ
プの追加」ダイアログボックスが開きます。ここにオブジェクトの定義を入力して
下さい。（(図 7-2参照。。）)

1. 「 SNMPの追加」ダイアログボックスで以下の情報を入力または選
択します:。

····    サーバなどのオブジェクトタイプ名

····    Compaqなどのオブジェクトサブタイプ名

····    オブジェクト アイコンを表すビットマップ (図7-2を参照)

· アイコンのバックグラウンドの形状 (エンドノードなど)サーバ
などのオブジェクトタイプ名

· Compaqなどのオブジェクトサブタイプ名

· オブェジクト アイコンを表すビットマップ （図7-2を参照。）

· アイコンのバックグラウンドの形状（エンドノードなど）

····     

2. 「適用」をクリックします。

3. 「閉じる」をクリックします。 ServerWORKS Managerを終了するよ
うプロンプトが表示されます。

4. 「ファイル」®「終了」を選びます。

オオオオブブブブジジジジェェェェククククトトトトのののの命命命命名名名名ににににつつつついいいいてててて

オブジェクトには，希望するどんな名前でも付けることができます。例えば，組織
名でネットワークを参照したい場合は，オブジェクトタイプに Server.Financeや
Node.Sales1，Node.Sales2といった名前を付けるなどがその例です。
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ビビビビッッッットトトトママママッッッッププププのののの選選選選択択択択ににににつつつついいいいてててて

自分でビットマップを作成したり， ServerWORKSビットマップコレクションか
らビットマップを選択し，それらを少し変更して新規のオブジェクトを示すことが
できます。   

ServerWORKSビットマップは以下のロケーションにあります:

<ServerWORKS directory>:¥database¥bitmaps

ビットマップの色は，「ペイント」等のツールを使って容易に変更行うすることが
できます。サンプルビットマップの serverg.bmp および server32.bmp は正しい
サイズなので，これらをテンプレート題材としてビットマップを変更することをお
勧めしますができます。 「ペイント」でビットマップを変更し ，名前の変更をし
ます。例えば， Compaqのオブジェクトには serverc16.bmpと serverc32.bmpと
命名を使用し， ServerWORKSビットマップとしてでそれらを格納します。

ババババッッッッククククググググララララウウウウンンンンドドドドのののの形形形形状状状状ににににつつつついいいいてててて

オブジェクトリストに表示される各ネットワークの構成要素 (サーバ，ノード，ブ
リッジなど) では，アイコンにデフォルトの形があります。そのデフォルトを使用
するようにしして下さい。
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図 7-2 「SNMPオブジェクトタイプの追加」ダイアログボックスのエントリによるオブジ
ェクトタイプ の定義

ServerWORKSデータベースへの MIBの登録
ServerWORKS Manager コンソールでオブジェクトタイプを使用する前に，オブ
ジェクトに関連する MIB グループを ServerWORKS データベースに登録する必
要があります。 ServerWORKS Managerには，新規のオブジェクトタイプに割り
当てるための何百ものMIBグループが既に登録されています。
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例えば，オブジェクトタイプの Node.Financeが  DIGITAL Serverである場合は，
Server.Digitalのオブジェクトタイプに既に登録されているDIGITAL MIBを割り
当てることができます。 (Compaq社製のサーバの管理者のために， Compaq MIB
変数は既に ServerWORKSデータベースに登録されています。)

しかしながら，ベンダや webサイト，あるいは電子掲示板サービス FTPサービス
等から取得した MIB をでオブジェクトタイプで登録するを作成している場合は，
それらを初めに ServerWORKS データベースでに登録 (コンパイル) する必要が
あります。

1. ServerWORKSメニューから「ツール」®「 MIB Enroller」を選
択します。 SNMP MIB Enrollerダイアログボックスが開きます。

2. 「コンパイル」メニューから「MIB Compiler」を選択します。

3. システムのMIBを参照するために「ファイル」®「オープン」を選
択します。

4. MIBを選択します。 MIBテキストが MIB編集ボックスに表示さ
れます。

5. 登録ボタンをクリックします。 MIBの名前を入力し， OKを選択
します。

6. “「このMIBを永続的なデータベースに保存しますか？?」”というプ
ロンプトが表示された時点で，再び OKを選択します。

MIB ググググルルルルーーーーププププ変変変変数数数数おおおおよよよよびびびびそそそそのののの目目目目的的的的ににににつつつついいいいてててて

    どの方法で，選択する MIB グループを選べばよいでしょうか? のか，各グループ
変数については説明されています。グループ変数についての詳細情報を得るには，
MIBグループのリストからグループを選択します。 MIB変数を選択し， MIB情
報ボタンをクリックして変数の説明を表示します。また，定義への追加やコメント
の保存も行うことができます。
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 MIBグループをオブジェクトタイプに割り当てる
1. ServerWORKSメニューから，「動作」®「MIB Browserを参照」

®「MIBユーティリティ」を選択します。

2. MIB ブラウザメニューから，「MIB ユーティリティ」®「MIB
Profiler」を選択します。

3. 「オブジェクトタイプ」リストから新規のオブジェクトを図 7-3 で
示されているように選択します。

4. 「 MIBグループ」リストをスクロールし，変数のグループを選択し
てオブジェクトタイプに割り当てます。 この場合，Compaq MIB
は cpqというプリフィックスで識別されます。

5. 「設定割り当て」を選択し，グループを「割り当て済みMIBグルー
プの割り当て」リストに追加します。

6. 「閉じる」をクリックします。
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図 7-3 新規のオブジェクトタイプに割り当てられたMIBグループ

ServerWORKS Managerリリリリスススストトトトのののの高高高高速速速速ススススククククロロロローーーールルルル

 MIBグループおよび変数は何百という数に上ります。検索時間を短縮するには，
リスト上で任意の場所をクリックしてからグループ名の最初の1文字か2文字を入
力し，変数を一覧したリスト部分へ移動します。例えば，オブジェクトタイプのリ
ストに 「 s 」 をキー入力してサーバオブジェクトを表示したり， MIB グルー
プのリストに「 cp 」をキー入力して Compaqグループを検索したりします。
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オブジェクトをネットワークマップへ手動で追加する

ネットワークの構成要素を手動で追加する方法は，オブジェクトの管理を開始する
最も迅速で簡単な方法です。 ネットワークの構成要素を手動で追加する方法が，
オブジェクトの管理を開始する最も迅速で簡単な方法です。

1. ServerWORKS Managerメニューから，「ファイル」®「新しい規
ビューア」を選択して新規のマップを作成するか，または「ファイ
ル」®「ビューアを開く」を選択して，新規のオブジェクトタイプ
のオブジェクトを追加する先の既存のマップを開きます（この場合
は Server.Compaqタイプです）。

2. 「編集」®「挿入」を選択し，「挿入」ダイアログボックスのリスト
からオブジェクトタイプ（Server）を選択します。

3. 「挿入(:Server)」ダイアログボックスで， Compaq1 等の表示ディ
スプレイ名を入力します。この名前はデフォルトの IP名でもありま
す。 IP名を変更するには，タイプリストのからネットワークオブジ
ェクトタイプを変更選択します。この例では， Server.Compaqとな
っています。

4. 「アドレスをの取得」をクリックして IPアドレスを表示します。

5. OKをクリックします。自動検索が起動され，新規のオブジェクトが
選択したビューアに挿入されます。
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オオオオブブブブジジジジェェェェククククトトトトのののの確確確確認認認認

マップからオブジェクトをダブルクリックしてMIB Browserを開きます。新規の
オブジェクトのは，システム記述子はの一部として Compaq 名で表示識別されま
す。  IP検出の実行後に検出レポートを参照表示し，新規の Compaqオブジェク
トを確認参照します。図 7-4 では新規のオブジェクトタイプを持つネットワーク
のマップビューアを示しています。

図 7-4  マップで検出された新規オブジェクト タイプと階層ビューア
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不明オブジェクトを既知のオブジェクトタイプに関連付けする
SNMP の動作中に，検出機能が既知のオブジェクトタイプに関連付けされていな
いオブジェクトを検出することもあります。これらのオブジェクトは
Unknown.Typeと命名されます。これらのオブジェクトの SNMP sysObjectIDは
既存のオブジェクトタイプにマップされていないので，適切な MIBがこれらのオ
ブジェクトに適用されていません。

関連付けを行うためには，不明なのオブジェクトタイプを既存のネットワークオブ
ジェクトに登録マップする必要があります。 IPオブジェクトの新規の検出過程機
能をで起動する時点で，マッピングを実行することができます。

1. ServerWORKS Managerウィンドウで，「動作対処」®「IPオブジ
ェクトをの検出」を選択します。

2. 「ネットワークの検出」ダイアログボックスで，ネットワークとネ
ットマスクを選択したあと， 「次へ」をクリックします「次へ」を
クリックします。

3. 「検出するタイプ」ダイアログボックスまで進みで，「タイプ」ボタ
ンをクリックします。

4. 「タイプ」ダイアログボックスでは， Unknown.Typeオブジェクト
のリストを参照することができます。

5. タイプに関連付けを行うるオブジェクトを選択します。SNMP
sysObjectIDまたは SNMP sysDescrによりオブジェクトを識別す
ることができます。 (マップ上のオブジェクトでダブルクリックして
MIB ブラウザを開き，情報を検索します。)  (マップ上のオブジェ
クトをダブルクリックして MIB ブラウザを開き，情報を検索しま
す。)

6. オブジェクトの行にあるUnknown.Typeラベルでクリックすると，
既存のオブジェクトタイプリストを含むリストが表示されます。オ
ブジェクトタイプを選択します。 （Server.Compaqというオブジェ
クトを新規作成したので，この名前がリストに表示されます。）
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7. OKをクリックします。「検出するタイプ」ダイアログボックスで「次
へ」をクリックします。

8. 「検出オプション」ダイアログボックスで，ビューアまたはマップ
を選択して検出をホールドにし，「完了」をクリックします。，検出が
完了すると，不明のオブジェクトはマップに新規のオブジェクト
（Server.Compaq）として表示されます。オブジェクトをダブルク
リックして MIB ブラウザの詳細を参照します。

 図 7-5 タイプ不明のオブジェクトを既存のオブジェクトに関連付けるための「タイプ」ダ
イアログボックス

 

 検出が完了すると，不明のオブジェクトはマップに新規の Server.Compaqオブジ
ェクトとして表示されます。オブジェクトでダブルクリックして MIB ブラウザの
詳細を参照します。
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MIB Browserで詳細を表示するため，オブジェクトをダブルクリックします。

 新規オブジェクトを認識するためにレジストリを編集する
 手動での挿入は，1～2個のオブジェクトを挿入するには有効で高速な方法ですが，
あるタイプの複数のオブジェクトを追加する場合には， IP検出を使用することが
容易好ましない場合があります。NTシステムでは，IP検出は NTレジストリ内の
キーを使ってオブジェクトを識別します。 キーを変更して特定のマップビューア
のためにオブジェクトの特異な特徴を反映することができます (例えば，ハードウ
ェア特有の識別子や組織識別子)。

1.  レジストリエデイタの regedit.exe. を開きます。(ファイルを見つける方
法の 1 つとして，「スタート」®「検索」®「ファイルやフォルダ」を
使用する方法があります。)

2.  レジストリで以下のエントリに移動しますを検索します。

 HKEY_LOCAL_MACHINE¥

 HARDWARE¥

 DESCRIPTION¥

 System¥

 CentralProcessor¥

識別子の値をダブルクリックし，以下のように文字列を Compaq で始め
ます:

REG_SZ: Compaq - x86 Family 6 Model 1 Stepping 7

 この例では，文字列に「Compaq」を含めたことにより，サーバオブジェ
クトタイプが一意に識別されます。

4.  OKをクリックして「レジストリ」を終了します。
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バッチファイルでレジストリを編集する
新規特別なのオブジェクトタイプを作成すると，レジストリが一時的に変更されま
す。変更は永久ではないので， 再起動するたびにこの変更が行われるようにする
ためバッチファイルを記述することができます。Windows NT Resource Kit の
regcgh.exe ファイルを使ってレジストリのキー値を取得してください。 以下の例
をサンプルとして編集し，適切なバッチファイルを作成してください:

if "%1"==" goto error

set tmpfile=C:¥temp.reg

echo REGEDIT4>%tmpfile%

echo.>>%tmpfile%

echo [HKEY_LOCAL_MACHINE

¥HARDWARE

¥DESCRIPTIONS

¥System

¥CentralProcessor

¥0]>>%tmpfile%

echo "Identifier"="Compaq Server">>%tmpfile%

call regedit %tmpfile%

del %tmpfile%

goto exit

echo Set of Compaq MIB II System Descriptor failed

:error

pause

:exit
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SNMPとトラップ送信先の設定
コンソール側の管理対象デバイスから SNMP トラップ情報を受信するには，管理
対象デバイス上に SNMP サービスを設定して，送信先アドレスを指定しなければ
なりません。ただし，管理対象デバイスに ServerWORKS またはエージェントを
インストールするとき SNMP の設定は完了をすでに設定しているした可能性もあ
ります。

SNMPセキュリティ
SNMP を使用するときは，以下の方法で，セキュリティの確保しますを維持する
ことができます:

· 管理対象デバイスに SNMP サービスを設定するとき指定した GET
および SETコミュニティ名を指定してください。 管理対象デバイス
のコミュニティ名は，認証を行うためにコンソール上のコミュニティ
名と同じでなければなりません。

· トラップ送信先に関連付けされたコミュニティ名は，指定した送信先
だけにトラップを送信するためにフィルタデバイスとして使用され，
認証は行いません。これは，ServerWORKSがトラップ送信先のコミ
ュニティ名を表示する機能を持ち，GETおよび SETコミュニティ名
以外のコミュニティ名を使用するからです。

· アクセスコントロール対応のオペレーティングシステムを使用して
いる場合は，管理対象デバイスへの読み書きアクセスを制限するため
に別の GETおよび SETコミュニティ名を指定してください。

· 作業をしていないときはコンソールワークステーションををロック
します。
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Windows NT 4.0に SNMPとトラップ送信先を設定する
管理対象デバイスのコントロールパネルから管理対象デバイス上の SNMP を設定
することができます。Windows NT 4.0サーバ上に，トラップを受信するクライア
ントの IP アドレスまたは名前で SNMP エージェントをインストールして設定し
ます。

1. Windows NTの「コントロールパネル」から「ネットワーク 」を選
択します。

2. 「ネットワークプロパティ 」ページの「サービス」タブをクリック
選択します。

3. 次の図に示すように，サービスリストから SNMPサービスを選択し
ます。(サービスがリストに表示されない場合は， オペレーティング
システムのインストレーションディスクからSNMPサービスを選び，
インストールを行います。詳細はオペレーティングシステムの付属
マニュアルを参照してください。)

4. 「プロパティ」ボタンをクリックします。
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図 7-6  ネットワークサービスページからSNMPエージェントを選択する
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5. 「トラップ」タブをクリック選択します。 変更するコミュニティ名
を選択するか，または新しいコミュニティ名を入力して「追加」ボ
タンをクリックします。(Publicは，Windows NTのデフォルトコミ
ュニティ名です。)

6. 「トラップ送信先」リストボックスの下の「追加」ボタンをクリッ
クします。トラップ送信先は，  /Windows/Servicesファイルに指定
されているポート上(通常ポート 162)のトラップを監視する
ServerWORKS Manager などのアプリケーションを実行している
ノードを表します。(Publicは，Windows NTのデフォルトコミュニ
ティ名です。)
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図 7-7  トラッププロパティページに指定されたトラップ送信先
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7. 「トラップ送信先」リストボックスの下の「追加」ボタンをクリッ
クします。トラップ送信先は，  /Windows/Servicesファイルに指定
されているポート上(通常ポート 162)のトラップを監視する
ServerWORKS Manager などのアプリケーションを実行している
ノードを表します。

8. このコミュニティのトラップを受信するホストの一意の IP または
IPX アドレスを入力します。サブネットアドレスは使わないでくだ
さい。

9. 「サービス設定」ダイアログボックスの「追加」ボタンをクリック
します。

10. Microsoft社の手順に従って，最新バージョンのサービスパックを再
インストールしてください。

SNMPサービスが実行されていることを確認してください。 Windows NTの場合，
「コントロールパネル」 ® Windows NTの「サービス」。またはWindows 95の
場合，「コントロールパネル」®「ネットワーク」®Windows 95 の「サービス」
から確認しますを選びます。

SNMPトラップサービスはを管理コンソールには設定で起動しないでください。

Windows 95上で SNMPを設定し，トラップ送信先を設定する手順については，
本書の付録 Bを参照してください。
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Windows 95に SNMPを設定する
トラップを受信する IPアドレスまたはクライアント名を使ってSNMPエージェン
トをWindows 95ノードにインストールおよび設定します。

SNMPソソソソフフフフトトトトウウウウェェェェアアアアののののイイイインンンンスススストトトトーーーールルルル

1. 「コントロールパネル」から「ネットワーク」アイコンを選択しま
す。

2. 「ネットワーク 」オプションの「追加」ボタンをクリックします。

3. 「ネットワーク構成ファイルの追加コンポーネントタイプの選択」
ダイアログボックスで，「サービス」をダブルクリックします。

4. 「ネットワークサービスの選択」ダイアログボックスで，「ディスク
を使用」ボタンをダブルクリックします。

5. 「ディスクからインストール」ダイアログボックスで， Windows 95
コンパクトディスク上のADMIN¥NETTOOLS¥SNMPディレクト
リへのパス名を入力し，OKをクリックします。

6. 「ネットワークサービスの選択」ダイアログボックスで，「モデル」
リストの「Microsoft SNMPエージェント」を選択して OKをクリ
ックします。追加ファイルの位置を指定するようプロンプトされた
ら，CD-ROMまたは共有ネットワークドライブ上のファイルへのパ
ス名を指定します。

7. コンピュータを再起動します。
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Windows 95にトラップ送信先に設定する
Windows 95にトラップ送信先を設定するには， System Policy Editorを使って
も行うことができます。Policy EditorはWindows 95用にインストールされる標
準コンポーネントではありません。

1. 「スタート」メニューから「コントロールパネル」を選びます。

2. 「アプリケーションの追加と削除」を選んで「Windows ファイル」
タブをクリックします。

3. 「 デ ィ ス ク 使 用 」 を ク リ ッ ク し て パ ス
¥ADMIN¥APPTOOLS¥POLEDITを指定し，ます。OKをクリッ
クします。

4. 「コンポーネント」一覧ボックスから System Policy Editorを選択
して「インストール」をクリックし，「アプリケーションの追加と削
除」ツールを終了します。

5. 「スタート」メニューから「ファイル名を指定して実行」をクリッ
クしてコマンド‘poledit’を入力し，ます。

6. OKを選んでアプリケーションを起動します。

7. System Policy Editorで「ファイル」®「レジストリを開く」をクリ
ックします選びます。

8. 「ローカルコンピュータ」をダブルクリックします。

9. 「ローカルコンピュータのプロパティ」ダイアログボックスで「ネ
ットワーク」アイコンをダブルクリックします。
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10. SNMP をダブルクリックして SNMP エージェントのプロパティを
表示します。続いてコミュニティ，許可されたマネージャ，(SNMP
エージェントからデータを入手できるように許可されている IPまた
は IPXアドレス)，Publicコミュニティのトラップ送信先(SNMPト
ラップを送信したい Publicコミュニティ内の IPまたは IPXアドレ
ス)のすべてを設定します。

11. コミュニティと許可されたマネージャを設定します。

ヒント:  :  :  :  Public以外のコミュニティにトラップを送信す
るには，レジストリを直接編集しなければなりません。
この手順は Microsoft Windows 95の付属解説書に詳し
く説明されています。おり，本書の範疇外です。

コンソールからのトラップ送信先を設定する
管理対象デバイス上にアラームを設定するとき，トラップ送信先を設定するよう要
求されます。まだトラップ送信先をリモートシステムに指定していない場合は，「ト
ラップコントロールリモート送信先」ツールを使ってコンソールからの送信先を指
定することができます。

管理対象デバイス上に 1 つまたは複数のトラップ送信先を設定することができま
すが，トラップ送信先は ServerWORKS Manager Consoleコンソールまたはエン
タプライズネットワーク マネージャがインストールされているシステムでなけれ
ばなりません。

デフォルトコミュニティを使わない場合は，リモートマシンの Getと Setコミュニ
ティ名を取得する必要があります。 Get コミュニティと Set コミュニティの名前
は認証を提供します。
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管理対象デバイス上にトラップを設定する

1. 「コンソール」または「アラーム設定」から「ツール」à「トラップコ
ントロール」を選びます。

2. 「リモート送信先」タブをクリックします。

3. 「ホスト」名(管理デバイス名)を入力します。図 7-8を参照してください。

4. 以下のいずれかを選びます:

- デフォルトコミュニティ(PublicまたはWindows NTなど)を使うことを
受諾します。

- デフォルトオプションの選択を解除して，Get コミュニティ
CommunityとSet コミュニティCommunityの名前を入力します。

5. 「プロパティ情報を入手」をクリックして，ホストの現在のコミュニテ
ィ名とトラップ送信先を表示します。

6. 「コミュニティ名」にによって設定済みの送信先を設定指定します。こ
れらの送信先はトラップメッセージに含まれ，現在のコミュニティの送
信先のみに送信されます。

7. 新しいコミュニティ名を追加するには，「コミュニティ名」ボックスに名
前を入力して「追加」をクリックします。

8. リストを編集するには，コミュニティ名と送信先を選択します。続いて
「追加」，「編集」，「削除」のいずれかをクリックします。「追加」または
「編集」ダイアログボックスでは，送信先の IP アドレスを入力し，OK
をクリックします。

9. 変更内容を反映させる場合は「適用」をクリックします。，そ変更内容を
破棄するには「閉じる」をクリックします。
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 図 7-8  「トラップコントロール」ダイアログボックス
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トラップ転送
トラップを受信した ServerWORKS Manager Consoleコンソールは，これらのト
ラップを他のシステムに転送できますします。これによって，ワークグループレベ
ルのマネージャが ServerWORKS Managerを実行できるようになり，エンタプラ
イズレベルのマネージャはが HP OpenViewや Tivoli TME 10などのマネージャ
プログラムを実行できるようになります。転送されたトラップは，エージェントで
はなく，ServerWORKS Event Dispatcherと Event Loggerによってさらに転送
可能ですされます。

コンソールからトラップを転送するには，「 Console Trap Control 」ユーティリ
ティを使って転送先を定義します。

トラップ転送は，Event Dispatcherと Event Loggerが動作し，他のアプリケーシ
ョンがトラップポート 162を開いていない場合のみに行われます。デフォルトでの，
転送は行いませんわれません。エージェントベースのトラップは常に管理コンソー
ルに転送されます。アラームはトラップとして転送することができますが，それを
「 Console Trap Control 」ユーティリティに指定しておくことが必要がありまで
す。

特定一意のアドレスとポートを各送信先に指定してください。ポート番号が指定さ
れていないと，ポート 162は，SNMP トラップを監視しているデバイスが複数あ
るシステムでのとのトラブルを回避していると解釈されます。すべてのトラップは
定義されているする各送信先に転送できますされます。ServerWORKS は，最大
10個の転送先アドレスを許可します。



希望のデータの入手

7-50

トラップ転送先を指定するには

1. 「コンソール」メニューで，「ツール」®「トラップコントロール」
を選びます。

2. 「ローカル転送」タブをクリックして，以下のタスクを実行します:

- 必要に応じてコミュニティ名を入力します。Ppublicは，NT のデ
フォルトコミュニティです。コミュニティ名は変更できますが，
使用する名前はリスト内のすべての転送先に適用されます。

- 「アラームをトラップとして転送」を選択します。

 「情報を入手」をクリックして，選択したコミュニティの転送ア
ドレスリストを表示します。

3. 転送アドレスを追加するには「追加」をクリックします。 「追加」
ダイアログボックスに，アドレスとポート番号を入力します。例え
ば管理コンソールで受信した全トラップを IP アドレス
16.20.204.90に転送するには， ダイアログボックスを図 7-9で示す
ように設定完成し，OKをクリックします。

- 転送アドレスは削除または変更することもできます。削除するに
は，アドレスを選択し，「削除」をクリックします。変更するに
は，アドレスを選択し，「編集」をクリックし，ます。開かれる
「編集」ダイアログボックスでアドレスとポート情報を編集しま
す。

4. 変更内容を反映させるには「適用」をクリックしたあと，「閉じる」
をクリックしてダイアログボックスを閉じます。
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 図 7-9 「トラップ転送先」ダイアログボックス
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NT Event Viewerを使ってアラームを追跡する
 ServerWORKS初期化ファイルを変更してWindows NT Event Viewerにアラー
ムを送信することができます。

 Event Viewerをアラームビューアとして使用するには

1.  「スタート」メニューから「検出」à「ファイルとコンピュータ」を選
びます。

2.  「名前」フィールドに swgmr.ini を入力して，「検出」をクリックしま
す。

3.  検索が完了したあと，swgmr.iniをダブルクリックします。

4.  ファイルからパラメータセクション[Setup]を検索します。

5.  以下のパラメータ値を変更します:

WriteTrapMsgToNTEventLog=1

6.  swgmr.iniファイルを閉じます。
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Windows NT とととと NetWareネネネネッッッットトトトワワワワーーーーククククのののの管管管管理理理理8
ServerWORKS Manager を使って，Windows NT ネットワークまたは Novell
NetWareネットワークを管理することができます。

NT Server Managementコンポーネントを使ってコンソールから，ほとんどの NT
管理者用タスクを実行することができます。これには，新規アカウント，ドメイン
やグループの設定，プリンタキューと共有ディレクトリの管理，信頼関係の管理な
どが含まれます。

NetWare 管理者ツールは NetWare サーバのあるネットワークの管理用にコンソ
ールから使うことができます。
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NT サーバ管理検出機能
NTサーバ管理検出機能は，Microsoft Networkオブジェクト(LAN Manager V3.0
Protocolを実行しているオブジェクト)を一覧します。このカテゴリには，Windows
NT オペレーティングシステムを実行している LAN 上のすべての DIGITAL サー
バが含まれます。このカテゴリには，MIB II変数が ServerWORKSデータベース
に登録されている非 DIGITAL以外のサーバも含めることができます。

ServerWORKS Explorerはルートオブジェクトを表示します。このオブジェクト
を開くと Microsoft Network 全体が表示されます。検出されるオブジェクトには
NTサーバだけでなく他のオブジェクト(OS/2やWindows 95など)も含まれること
があります。応答するシステムの中にはWindows NTの完全な機能性をすべてイ
ンストールされて持っていないものがあるので，機能が性に欠けていることがあり
ます。さらに，NTマシン上の完全な情報を入手するため，監視する NTシステム
上に DIGITALエージェントもインストールされていなければなりません。NTサ
ーバ管理ツールは，これらのシステム上のいくつかのタスクを管理するために使う
ことができますが，すべてのタスクは必ずしもすべてのタスクを実行できるわけで
はあり管理できません。

ServerWORKSから NTを管理する前に
管理するドメインの管理者の特権が必要です。他のドメインのアカウントを変更す
るには，管理者の特権を持ったドメインドメインとの間にの信頼関係によってその
他のドメインからのドメイン管理がなければ許可されなければなりません。



Windows NTと NetWareネットワークの管理

8-3

Windows NTドメイン用の NTサーバ管理
ネットワーク上の NTドメインを管理するために，NT管理ユーティリティの代わ
りに ServerWORKS Manager NTサーバ管理を使うことができます。以下の手続
きは，ローカルグループの作成方法とグループに権利を割り当てる方法を説明して
います。これは，ServerWORKS Manager Consoleコンソールから実現できる NT
管理タスクの 1つの例です。

ServerWORKS Managerの NTサーバ管理を使ってグループを作成するには

1. Explorerから，「NTサーバ管理」を選びます。

2. NTドメインを選択します。リストを開くと，ドメインのグループ，
サーバ，ユーザの各オブジェクトが表示されます。

3. 「サーバ」を選択します。リストを開くと，ドメインのサーバが表
示されます。

4. グループを作成する先のサーバまたはワークステーションを選択し，
ます。

 「グループ」を選択します。

5. 「動作」メニューから，「作成」を選びます。「グループの作成」ダイ
アログボックスが表示されます。

6. グループを識別するためのグループ名と短いコメントを入力します。
「グローバル」または「ローカル」を選択します。

7. グループを作成し，さらに新しいグループを作成するためには，「適
用」をクリックし「グループの作成」ダイアログボックスを開いた
ままにする場合は「適用」をクリックします。またはグループを作
成し，ダイアログボックスを閉じる場合はOKをクリックします。

8. 新規グループの他の属性を設定するようプロンプトされます。以下
のいずれか 1つを実行します:

- 「いいえ」を選択してデフォルト属性を受諾します。

- 「はい」を選択して「グループのプロパティ」ダイアログボック
スを開き，他の属性を変更します。
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権利ググググルルルルーーーーププププのののの権利を変更するには

1. NTサーバ管理から，グループ権利を設定する先のドメインとマシン
を選択します。

2. 「グループグループ」を選択します。

3. 「動作対処」®「プロパティ」を選びます。

4. 「グループサーバのプロパティ」ダイアログボックスの「ユーザ権
利ユーザ権利」タブをクリックします。

5. 「ユーザ権利」ページで， 「右」ドロップダウンリストから権利を
選択します。例えば，グループメンバが選択マシンにローカルでロ
グオンできるようにするには，「ローカルでログオン」をクリックし
ます。

6. 「追加」をクリックします。

7. 「グループとユーザの追加先」ダイアログボックスで，グループを
選択し，「追加」をクリックして，この権利をこのグループに追加し
ます。OKをクリックします。

8. グループに適切な権利がすべて設定されことを確認できるまで，上
記の手順 1～7を各権利ごとに繰り返します。

 権利を複数グループに一括設定する

 「グループ」リストの複数のグループを単純に選択します。CTRLキーを押し下げ
たままで，追加するグループをクリックします。設定した，または削除したすべて
の権利が選択したすべてのグループに適用されます。
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NT管理についての詳細情報
 コンソールから実行可能な管理手続きをレビューするには，NTサーバ管理ヘルプ
を 読んでください。

 ヘルプを開くには

1.  「ヘルプ」®「NTサーバ管理」を選択します。

2.  「目次」ウィンドウから，参照したいトピックを選択ダブルクリック
します。

Novell NetWare Server Manager
ServerWORKS コンソール上で Novell NetWareを実行している場合は，ネット
ワーク上の NetWareサーバを表示することができます。Novell NetWare検出機
能は， NT サーバ管理検出機能と同様に ServerWORKS Explorer のルートにあ
る NetWareオブジェクトを開くことによって起動できるという点で，NT サーバ
管理検出機能に類似しています開始できます。 これにより，LAN上のNetWare オ
ブジェクトを動的に検出することができます。NetWare V3.xと V4.xシステムは
異なる機能を持っていることに注意してください。

NetWare 検出機能のデータはデータベースに格納されていませんが，Novell
NetWareオブジェクトを開くたびに入手可能ですされます。

このカテゴリには，Novell NetWareオペレーティングシステムが稼動しを実行し
ている，ネットワーク上にある LAN上にあり，NetWare管理ツールを使って管理
することのできるすべての DIGITALサーバが含まれます。
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ServerWORKSから NetWareネットワークを管理する
以下の NetWare 標準ツールを使って，Novell NetWareオペレーティングシステ
ムを実行しているすべての DIGITAL サーバを検出および管理することができま
す:

· Filer

· Pconsole

· Princon,

· Rconcols

· Syscon

· Userdef

· NWAdmin

NetWare サーバを選択すると，NetWare ユーティリティが ServerWORKS
Manager ツールバーに現れます。ServerWORKS から NetWare ネットワークを
管理する方法につての説明は，オンラインヘルプを参照してください。
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追加手続きと補足情報A
この章は以下の内容を説明しています:

· 以下のオペレーティングシステム用に SNMPエージェントをインストー
ルする方法:

- DIGITAL UNIX V4.0

- OpenVMS 7.1-1H1

- IBM OS/2

これらのエージェントはオペレーティングシステムの一部で，
ServerWORKS Managerからは提供されていません。以下のセクション
の情報に加え，ご使用のオペレーティングシステムのインストレーショ
ン方法の手順と，ベンダが出荷直前に追加した変更内容を確認するため
にリリースノートも参照してください。

· 他のディレクトリで ServerWORKSの異なるバージョンを実行する方法。
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DIGITAL UNIX SNMPエージェントのインストー
ル方法

ServerWORKS Manager は，V3.2d-1 以降の DIGITAL UNIX を実行している
Alphaサーバを監視します。DIGITAL UNIX SNMPエージェントと関連MIBは，
オペレーティングシステムから提供され，DIGITAL UNIXをインストールするす
べてのサーバにデフォルトでインストールされます。サブエージェントとMIBは，
OSFCLINETXX必須サブセットの一部です。

DIGITALサーバ システムMIBは，ハードウェア，ファームウェア，環境情報な
どを含む，Alphaサーバシステムのすべての状態を監視する機能を備えています。
DIGITALDigitalサーバ システムMIBは，あらゆるMIBの属性の管理を支援し
ます。属性値の監視，事前に定義されたしきい値を超えた場合の対処方法の起動，
および(設定されている場合のみ)サブエージェントを再起動するたびに実行する属
性のポーリングを実現できます。

DIGITALDigital サーバ システム MIB (svrSystem.mib)と Digital サーバ管理
MIB (svrMgt.mib)の定義MIBは，以下のロケーションに存在します:

/usr/share/sysman/mibs

エージェントは以下のロケーションに存在します:

/usr/sbin/svrMgt_mib

/usr/sbin/svrSystem_mib
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OpenVMS SNMPエージェントのインストール

 Alphaプロセッサ搭載システムの OpenVMS SNMPエージェントは，V4.12以降
の OpenVMS 製品用 DIGITAL TCP/IP サービスに含まれており，NAS
Client/Server Packageのコンポーネントです。SNMPエージェントは TCP/IPを
インストールするときに同時にインストールされます含まれています。TCP/IPの
インストレーションの手順は，オペレーティングシステムの付属マニュアル解説書
ににも記載されているので参照してください。

ServerWORKS Managerは OpenVMS Alpha バージョン 7.1-1H1を実行してい
るAlphaサーバを監視できますします。Extensible Simple Network Management
Protocol (eSNMP:拡張可能簡易ネットワーク管理プロトコル)を使うことによって，
ネットワークマネージャがMIB (Management Information Bases:管理情報ベー
ス)と呼ばれるデータベースを使用して，ネットワークとベンダのあらゆる境界に
おいて多種のデバイスを管理できるようにします。本質的には，管理対象ネットワ
ーク上のルータやサーバなどのデバイスであるマスターエージェントとサブエー
ジェント，および管理を行うネットワーク上デバイスであるマネージャとの間で情
報が交換されます。

DIGITAL サーバ MIB (DSM)は，2つの拡張子またはエージェントから成ってい
ます:

· システム。標準MIBによって定義されない Alphaシステム情報に管
理インタフェースを記述します。

· 管理。DIGITAL 拡張エージェントに実現の方法を記述します。これ
には，整数変数のしきい値の検出や監視の機能の内容が含まれます。
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標準SMI (Structure of Managed Information: 管理対象情報の構造)フレームワー
ク内の DSMは以下のように表されます:

iso(1) org(3) dod(6) internet(1) private(4) enterprises(1) 36

OpenVMS Alphaバージョン 7.1-1H1は，DSM サブエージェントを AlphaServer
800，1000，4000，4100，8200，8400 システム上にインストールします。DSM
エージェントを使うことにより，ユーザはリモートで以下の重要情報ライラックを
決定および管理することができます:

· ファームウェアのバージョン番号

· ベースシステムの記述

· FRU (フィールド交換変更可能ユニット) 情報と記述

· プロセッサとキャッシュステータス

· インタフェースの設定

· ハードウェアに深刻なトラブルをもたらす可能性のあるシステム環
境状態

以下のソフトウェアを使ってDSMサブエージェントにアクセスすることができま
す :

· DIGITAL ServerWORKS Managerバージョン 3.0以降または DSM
定義にアクセスのあるいずれかのMIBブラウザ。

· DIGITAL TCP/IP Services for OpenVMS Version 4.21(旧称 UCX)。
DSMサブエージェントは，UCXに付属する SNMPエージェントを
使って SNMPクライアントと情報伝達します。
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DSMサブエージェントの概要
DSMサブエージェントは，以下の情報の SNMP要求に応答します:

· DSM オブジェクト ― ネットワークマネージャが管理するデータ項
目。

· トラップ ― ステータス変化に関する情報。サブエージェントは，こ
れらのオブジェクトとトラップに関するデータについてレポートし
たりメンテナンスを行う役目を担っています。

MIBおよびその変数に関する完全な説明は，OpenVMS Alphaバージョン 7.1-H1
リリースノートに記載されています。

DSMエージェント用にシステムをセットアップする
システムにSNMPを設定してマスターエージェントがSNMPクライアントからの
SETコマンドを受諾できるようにするには，UCX>プロンプトから以下の UCX管
理コマンドを発行してください。この操作には SYSPRVまたは BYPASSの特権が
必要です。

UCX> SET CONFIGURATION SNMP /FLAGS=SETS

ローカル MIB データへのアクセスのタイプを有効化または無効化するには，以下
の UCXコマンド，修飾子，およびオプションを使います:

UCX> SET CONFIGURATION SNMP /[NO]COMMUNITY="name" -

_UCX> /[NO]ADDRESS=host address /TYPE=([NO]READ,[NO]TRAP,

_UCX> [NO]WRITE)

例えば，以下のコマンドは SNMPを設定し，コミュニティ名とアドレスを指定し，
エージェントが SET コマンドをコミュニティメンバから受け取ることができるよ
うに指定し，さらにおよびマスターエージェントがトラップメッセージをコミュニ
ティメンバに送信できるようにします(TRAP または WRITE の指定には，READ
アクセスを所有していることが前提とされます)。
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UCX> SET CONFIGURATION SNMP /COMMUNITY="public"
/ADDRESS=128.|45.2.8 - _UCX> /TYPE=(TRAP,WRITE)

DSM サブエージェントを起動するには，システムまたはネットワークマネージャ
が ，OpenVMS製品キット用の DIGITAL TCP/IP Servicesに提供されている 2
つのファイルを以下のように変更しなければなりません:

1. SYS$STARTUP:UCX$SNMP_STARTUP.COM ファイルの末尾に以下
のコマンドを追加します:

$ RUN   /DETACHED -

/PROCESS_NAME="UCX$SERVER_MIB" -

/OUTPUT=SYS$SYSDEVICE:[UCX$SNMP]UCX$SERVER_MIB.LOG -

/ERROR=SYS$SYSDEVICE:[UCX$SNMP]UCX$SERVER_MIB.ERR -

/UIC=UCX$SNMP -

SYS$SYSTEM:SVRSYSTEM_MIB

$ RUN   /DETACHED -

/PROCESS_NAME="UCX$SVRMGT_MIB" -

/OUTPUT=SYS$SYSDEVICE:[UCX$SNMP]UCX$SVRMGT_MIB.LOG -

/ERROR=SYS$SYSDEVICE:[UCX$SNMP]UCX$SVRMGT_MIB.ERR -

/UIC=UCX$SNMP -

SYS$SYSTEM:SVRMGT_MIB

2. SYS$MANAGER:UCX$SNMP_SHUTDOWN.COMファイルを変更し
てシャットダウンできるようにします。以下のファイル間の相違点は，
DSM サブエージェントのシャットダウンを実現させるために
UCX$SNMP_SHUTDOWN.COM;2 に加えた変更内容を示します:

File SYS$COMMON:[SYSMGR]UCX$SNMP_SHUTDOWN.COM;2

52   $ SUBAGT2 := ucx$server_mib

53   $ SUBAGT3 := ucx$svrmgt_mib

54   $ CONTEXT = ""

******
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OS/2用 SNMPエージェントをインストールする
OS/2用のネイティブの SNMPエージェントをインストールする手順の説明は，オ
ペレーティングシステムのインストール手順を参照してください。

ServerWORKS Managerでは，OS/2 DIGITALサーバは server.Digitalではなく
“server”オブジェクトとして検出されます。OS/2 DIGITALサーバを管理するため
に，以下のようにサーバプロパティを変更してください:

1. 検出されたマップビューまたはExplorerビュー上のOS/2 DIGITALサ
ーバを選択します。

2. 「対処」®「プロパティ」を選択します。

3. 「プロパティ」®「一般情報」タブをクリックします。

4. 「タイプ」リストボックスで，server.Digitalを選択します。

5. OKを選びます。

File SYS$COMMON:[SYSMGR]UCX$SNMP_SHUTDOWN.COM;1

53   $ CONTEXT = ""

 ************

 ************
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File SYS$COMMON:[SYSMGR]UCX$SNMP_SHUTDOWN.COM;2

59   $   IF  (PRCNAM .EQS. AGENT)  .OR. -

60           (PRCNAM .EQS. SUBAGT) .OR. -

61           (PRCNAM .EQS. SUBAGT2) .OR. -

62           (PRCNAM .EQS. SUBAGT3) THEN  STOP /ID='P1'

63   $   GOTO _LOOP1

******

File SYS$COMMON:[SYSMGR]UCX$SNMP_SHUTDOWN.COM;1

59   $   IF  (PRCNAM .EQS. AGENT) .OR. (PRCNAM .EQS. SUBAGT)  THEN  STOP

/ID='P1'

60   $   GOTO _LOOP1

************

Number of difference sections found: 2

Number of difference records found: 4
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環境データの制限事項: AlphaServer 8200および 8400システ
ム
AlphaServer 8200システムの電圧調整装置には環境状態のセンサーが装備されて
いません。従って，データは，DSM システムサブエージェントの熱および電源
MIBグループでレポートされません。

AlphaServer 8400システムの電圧調整装置には環境センサは装備されていますが，
設定によっては環境情報を DSM システムサブエージェントに正しく報告しない
ことがあります。この問題は熱および電源 MIB グループに影響を与えますが，ソ
フトウェアの今後のリリース版で解消されます。

デバイス IIA0: AlphaServer 4100システムへの設定が実現
OpenVMS Alphaバージョン 7.1-1H1は，自動的にデバイス IIA0:を AlphaServer
4100 システム上に設定します。

SYS$IIDRIVER.EXEによって制御される IIA0:デバイスは，統合 I2Cバスを介し
て空冷ファン，温度，および電源に関するステータス情報を提供します。DIGITAL
サーバシステムMIBは，セクション 1で解説したように，ServerWORKS コンソ
ールにステータス情報を提供します。デバイスドライブへのインタフェースは
DIGITAL使用のみに予約されています。



追加手続きと補足情報

A-10

デバイス OPA1: AlphaServer 8200および 8400システムへの
設定が実現
OpenVMS Alpha バージョン 7.1-1H1 は，自動的にデバイス OPA1:を
AlphaServer 8200および 8400システム上に設定します。SYS$OPDRIVER.EXE
によって制御される OPA1:デバイスは，統合 H7263 電圧調整装置を介して温度
および電源に関するステータス情報を提供します。DIGITALサーバシステムは，
セクション 1 で解説したように，ServerWORKS コンソールにステータス情報を
提供します。デバイスドライブへのインタフェースは DIGITAL使用のみに予約さ
れています。

異なったバージョンの ServerWORKSの 2つ目のバージョン
の実行
異なる 2 つ目のバージョンの ServerWORKS をインストール使用するには，まず
「スタートメニュー」ディレクトリで旧バージョンのファイルの名前を変更します。
以下の手続きに従ってください:

使用システムがWindows NT 4.0またはWindows 95の場合:

1. 「デスクトップ」から「スタート」®「設定」®「タスクバー」を
選びます。

2. 「スタートメニューの設定プログラム」タブを選択し，「詳細設定」
ボタンをクリックします。

3. 「ツール」®「検索」®「ファイルとフォルダ」をクリックし，「名
前」フィールドに「Start」と入力します。

ディレクトリツリーを参照して ServerWORKS，ClientWORKS，ManageWORKS
のいずれかのディレクトリを検索し，ファイルの名前を変更します。

新バージョンのファイルは，旧バージョンとは異なったフォルダにインストールす
る必要があります。
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ManageWORKSをインストールしましたか?

ServerWORKS Manager Consoleコンソールと OpenVMS管理ステーションをは，
同一マシン上にインストールした場合，別々に実行できなければなりません。
OpenVMS管理ステーション用に，インタフェースとしてManageWORKSをの使
用を継続して使用できますください。

ManageWORKS をまだインストールしていない場合はこのセクションを飛ばし
てください。

ServerWORKS Manager 3.xへのアップグレードは，ManageWORKS V22.2は
ServerWORKS Manager 3.xへのアップグレードのみのみがサポートしてされて
います。インストレーションプログラムはがManageWORKSがインストールされ
ているかどうかを確認します。インストールされている場合は，ManageWORKS
V2.2 で作成した IP DISCOVERY 機能のマップを保有することができます。IP
DISCOVERY 機能のビューの IP オブジェクトのみを保有することができます。
ManageWORKS で作成したユーザプリファレンスビューとカスタム SVN ビュー
は，ServerWORKS Managerで作成した新しい階層ビューアビューに再度適用し
なければなりません。他のManageWORKSビュー，アラームおよびポーリング情
報，アプリケーション起動情報，デフォルト対処は保有されません。ServerWORKS
Manager にアップグレードしたあとでもあと ManageWORKS を削除しない場合
は，ServerWORKS Managerとは別に使用を継続することができます。
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ServerWORKS Managerにアップグレードしたあとの作業
以下の状態になっていることを確認します:

· ManageWORKS V2.2からアップグレードしたあと ServerWORKS
Managerを最初に実行すると，“Database inconsistency detected(デ
ータベースの検出に一貫性がありません)”というメッセージが表示さ
れます。「無視」ボタンを選び，次のダイアログボックスで「永久に
無視」ボタンを選んで ServerWORKS Managerを起動するたびにこ
のメッセージが表示されるのを防止します。

· 検出した後，IP DISCOVERYウィザードを使ってネットワークを検
出すると，検出結果を表示するマップビューを選択するよう要求され
ます。マップビューは等価なので，どれを選んでもかまいません。

· ManageWORKSデータベースを保有する場合は，「ブラウザ」とい
う名前の読み取り専用ビューアが作成されます。「ブラウザ」は削除
することができません。

· ServerWORKS Manager V3.x にアップグレードしたあと，
ManageWORKS データベースを初期化するには，まずすべての
ServerWORKS Manager コンポーネント (Event Logger，Event
Dispatcher，Poller，Ping Server，Data Collector)を閉じます。
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続いて ServerWORKS Managerの DB Utilityを使って，以下の手順に従って初
期化します:

1. 「スタート」メニューの「プログラム」®「ServerWORKS DB
Utility」を選びます。

2. 「MIB以外のすべてのデータベース」を選択します。

3. 「初期化」をクリックします。

4. OKを選んでユーティリティを終了します。

ManageWORKS V2.2バージョンを保有し，(初期化ファイル SWMGR.INIを含め
た)完全なコマンドラインを使わずに実行する場合は，以下のメッセージが表示さ
れるとともに，新しいバージョンから誤ったデータベースバスポインタが提供され
ます:

CODEBASE ERROR

Wrong DB version 0.0.0

Expected DB version 2.0.X

「スタート」メニューからManageWORKSメニュー項目を削除しない場合にも，
同様の振る舞いが発生することがあります。
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トラブルシューティングB
この節では，インストールエラーの一般的な症状を説明し，その解消方法を示して
います。インストールがうまくいかない場合は，以下の一覧を参照して，該当する
状況があるかどうか調べてください。まだインストールしていない場合は，インス
トール手続きを開始する前に以下の一覧を一読されることをお勧めします。
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よくあるトラブルと解消方法

症状: ServerWORKS Manager が起動しない。：PCMGR.MDBファイルを使う
ServerWORKS Managerまたは別のコンポーネントを前回終了したとき，異
常に終了された，またはシステムのシャットダウンが（停電などによって）
不正に行われたなどの理由が考えられます。

対処: .MDBデータベースファイルを修復する必要があります。修理するには，以
下の手順に従ってください。

1. コントロールパネルからODBC管理ユーティリティを起動
します。

2. 「User DSN」タブをクリックします。

3. SWMgrDBを選択します。

4. 「Configureation」ボタンをクリックします。

5. 「Repaire」ボタンをクリックします。

6. 「OK」を選択して終了します。

7. システムを再起動してもう一度 ServerWORKS Manager
を起動してください。
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症状: ServerWORKS ManagerのEvent Loggerが正常にイベントを記録しない。

対処: この状態は以下のいずれかが原因と考えられます。

1. Event Loggerがsystem Trayからクローズされた場合などのよ
うに異常終了した場合は，新しいイベントは記録されず，既存
のイベントは認証されません。管理コンソールをリブートすれ
ばこのトラブルを解消できます。

2. ログファイルが未承認のイベントで一杯になると，ログバッフ
ァが限界に達し，新しいイベントがログの既存のイベントを上
書きしてバッファの頭部に追加されます。ServerWORKS
Manager DB Utility を使ってバッファファイルサイズを大き
くしてください。

3. Event Loggerは，SNMPトラップのコミュニティ名の長さを最
高６文字までしか認識しません。これより長い名前は 6 文字で
切り捨てられます。コミュニティ名の設定方法についてはご使
用のオペレーティングシステムに付属の説明書を参照してくだ
さい。

症状: SNMPサービスがインストレーションプログラムまたはNET START SNMP
コマンドから起動しない。

対処: まずイベントビューアを調べて以下のいずれかのメッセージを探します。

NT 4.0の場合: The SNMP Service is ignoring trap destination <node name>
because it is invalid.(トラップ送信先の<node name>が無効なので，SNMP
Serviceが無視しています。)

このメッセージが見つかったら以下の手続きを実行してください。

1. エラーの原因のノードを SNMP サービス設定ダイアログのト
ラップ送信先一覧から削除します。
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2. DOS プロンプトで NET START SNMP コマンドを使って
SNMPを起動します。一覧内のすべてのエラーノードに対して，
それぞれこの手続きを繰り返します。

3. トラップ転送先リストに多くのノードが登録してある場合には，
次の手順を実行してください。

· DOSプロンプトでNET STOP SNMPと入力して，SNMP
サービスが停止していることを確認します。

· SNMPコマンドを使ってサービスを起動します。

· Event Logを開いてエラーを調べ，トラップ送信先一覧から
タイムアウトしたノードを削除します。

この他にも，service-specific error 1がイベントログに送信される原因のSNMP
エラーがあります。上記の手続きによってトラブルが解消されない場合は，
代わりに次の方法を試してください。

· DNSとWINS設定を調べます。LMHOSTSを使っている場合には，
LMHOSTSの設定も確認してください。

· トラップ転送先の設定のうち 1 つだけ設定が間違っている場合，タ
イムアウト待ちが発生してネットワークの動作が遅くなることがあ
ります。タイムアウト待ちが発生するとネットワークが正常に動作
しない場合があります。
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ポケットベル用のモデムと Commポートの設定
モデムをセットアップする場合は，モデムのハードウェアおよびソフトウエアをメ
ーカーの説明書に従って設定します。

ダイヤルアップ用ソフトウェアを使用してモデムでダイヤルしてみて下さい。テス
ト先の電話番号につながらず，接続を確立できない場合は，コンピュータとモデム，
そしてモデムと電話が物理的に接続されているかを再確認し，モデムがオンになっ
ていることを確認します。また，電話番号，市外局番，国コードが正しいことも確
認します。ダイヤルアップ用ソフトウェアについての詳細は，メーカーの説明書を
参照して下さい。

インストールが正しく完了しない場合は，ServerWORKS Manager コンソール，
ClientWORKSおよびエージェントのレジストリキーを編集することができます。

レジストリを編集する前に，必ず以下のガイドラインを一読してください。

レジストリの編集
正しい手順でインストールしているときでも，古いバージョンの ServerWORKS，
ManageWORKS，ClientWORKS が完全に削除されていないとインストールエラ
ーが発生することがあります。これらの製品の古いバージョンは，レジストリを編
集するまでは完全に削除することはできません。

まず「コントロールパネル」®「アプリケーションの追加と削除」を選択して，こ
のソフトウェアを削除します。このあと，レジストリからこれらの削除対象項目を
削除することができます。レジストリエディタは以下の位置に存在します。

· Windows NTの場合 ¥Windows¥Regedt32.exe

· Windows 95の場合 ¥Windows¥Regedit.exe
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レジストリキーの削除
レジストリを変更する前に以下のガイドラインに従ってください。

· レジストリを編集する前に，必ず ServerWORKS Manager コンソー
ル®「unInstallShield」，または「コントロールパネル」®「アプリ
ケーションの追加と削除」を使って，古いバージョンの
ServerWORKS Manager コンソール，ClientWORKSおよびエージ
ェントを削除してください。

· 万が一損傷のあるレジストリを回復しなければならなくなった場合
のために，レジストリを編集する前に必ず現在のレジストリのバック
アップコピーを作成してください。レジストリエディタから，「レジ
ストリ」®「レジストリファイルの書き出し」メニュー項目を選択し
てファイルを「 .reg  」という拡張子で保存してください。レジスト
リのオンラインヘルプに，この手続きを完了する方法と，レジストリ
のバックアップから回復する方法が記載されています。

· Windows NTとWindows 95のキーと値は異なる場合があります。

· 全システムにすべてのキーと値が表示されるとは限りません。古いバ
ージョンを使って入力されたキーは，システムに残っていても古くて
使えないことがあります。

· ご使用のシステムが以下の表に一覧されているとおりのキーの値を
持っていない場合は，決してそのキーを削除しないでください。

· キーと値は各バージョンのリリースにより変更されることがありま
す。



トラブルシューティング

B-7

警告 : : : : レジストリーキーは， Windows NT または
Windows 95 オペレーティングシステムを十分理解して
いる場合のみ変更してください。慣れてないユーザの方
は決して編集しないでください。フルツリーパスは絶対
に削除しないでください。

ServerWORKSのレジストリキー

表B-1 ServerWORKS HKEY_LOCAL_MACHINEキーのレジストリキー

HKEY_LOCAL_MACHINE

¥¥SOFTWARE¥¥ODBC¥¥ODBC.INI¥¥ODBC Data Sources

¥¥SOFTWARE¥¥ODBC¥¥ODBC.INI¥¥SWMgrDB

¥¥SOFTWARE¥¥ODBC¥¥ODBC.INI¥¥SWMgrDBEmpty

HKEY_LOCAL_MACHINE

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥ServerWORKS Manager Console¥¥4.0

¥¥SOFTWARE¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥AppPaths¥¥pwMgmt.EXE

¥¥SOFTWARE¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥AppPaths¥¥smb.exe
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エージェントのレジストリキー

表B-2 エージェント HEKY_LOCAL_MACHINEキーのレジストリキー

HKEY_LOCAL_MACHINE

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥CimHealthAgent

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥CimHostAgent

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥CimScsiAgent

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥CimSinfoAgent

¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥CimStdeqAgent

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥CimThresAgent

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥DigitalClusterExtensionAgent

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥DigitalCommonClusterAgent

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥HostResourcesAgent

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥ServerManagementAgent

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥ServerSystemAgent

¥¥System¥¥CurrentControlSet¥¥Services¥¥SNMP¥¥Parameters¥¥Extension Agents

¥¥System¥¥CurrentControlSet¥¥Services¥¥SNMP¥¥Parameters¥¥ServerSystemAgent

     ¥¥SvrCpuPllInterval
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ClientWORKSのレジストリキー

表B-3 ClientWORKS HKEY_LOCAL_MACHINEキーのレジストリキー

HKEY_LOCAL_MACHINE

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥AssetWORKS LiveLINK

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥ClientWORKS

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥ClientWORKS¥¥CW Shared

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥DMI¥2.00

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥ClientWORKS DMI Browser

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥ClientWORKS DMIExplorer

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥ClientWORKS SMART

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥ClientWORKS SNMP

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥Host Resources Agent

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥Server Management Agent

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥Server System Agent

¥¥SOFTWARE¥¥DigitalEquipmentCorporation¥¥ClientWORKS Init

HKEY_LOCAL_MACHINE

¥¥SYSTEM¥¥CurrentControlSet¥Services¥¥DIGITAL DMI Instrumentation

¥¥SYSTEM¥¥CurrentControlSet¥Services¥¥tvdddrv

¥¥SYSTEM¥¥CurrentControlSet¥Services¥¥Win32sl

¥¥SYSTEM¥¥CurrentControlSet¥¥Control¥¥VirtualDeviceDrivers¥¥VDD
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表B-4 ClientWORKS HKEY_CURRENT_USERキーのレジストリキー

HKEY_CURRENT_USER

¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥Uninstall

     ¥¥ClientWORKS

¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥Uninstall¥¥CWSNMP1.0

¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥Uninstall¥¥LiveLINK1.0

¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥Uninstall¥¥SMART1.0

¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥Uninstall¥¥DMIPATH

¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥Run¥¥

     Digital DMI

¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥Run¥¥

     Digital SmartMonitor

¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥Run¥¥Read BIOS

¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥Run¥¥SNMP

¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥Run¥¥CW SMARTMonitor

¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥Run¥¥CW Shared

¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥Run¥¥SecureOnClient

¥¥SOFTWARE¥¥Microsoft¥¥Windows¥¥CurrentVersion¥¥Run¥¥Win32SL
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参考資料C
使用しているオペレーティングシステムとネットワークの基礎知識を備えてい
ることは，ServerWORKS Managerのがフルに性能をフルに発揮するためにう
えで重要です。以下の参考資料をお読みになることを推奨します。

参考資料

トピック 追加資料

DIGITAL UNIX 『Network Administration』および『Network Programmer’s
Guide』

ネットワーク上のオブジ
ェクトを検出する

オンラインヘルプ，本書の第3章

KCRCM 『KCRCM AlphaServer Remote Console Module
Installation』，および KCRCM製品に付属された『ユー
ザーズガイド』 (EK-KCRCM-IN)

システムを監視する 入門書 - 『An Introduction to Internet Management』
Marshall T. Rose著，1991年Prentice Hall出版，第２版出
版，1994年

SNMP, SNMPV2およびCMIP - 『The Practical Guide to
Network - Management Standards』，William Stallings著，
Addison Wesley出版，1993年

『Internetworking with TCP/IP』 - 第２巻，設計，実用化，
内部構成，Douglas E. Comerおよび David L. Stevens共
著，Prentice Hall出版，1991年

『Internetworking with TCP/IP』 -  第１巻，理論，プロ
トコル，アーキテクチャ，Douglas E. Comer著，Prentice
Hall出版，第２版，1991年
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Mylex GAM 『Mylex Global Array Manager 2 Installation and User’s
Guide』 (ER-MYL02-IA)，ServerWORKS Manager CD-ROM
上のドキュメンテーションのセクションに記載

Novell NetWare 『Novell’s Guide to Multiprotocol Internetworking』，Laura A.
Chappellおよび Roger L. Spicer共著，Novell Press出版

『NetWare, The Professional Reference』，第３版，News
Rider Publishing出版，1994年

OpenVMS 『TCP/IP Networking on OpenVMS Systems』および
OpenVMS System Managerの付属解説書

RSM RSM製品付属の『RSM Installation Guide』 (ER-PCDSC-IA)
および『RSM Station Software User’s Guide』 (ER-
PCDSM-UA)

SCO UNIX 『SCO OpenServer Handbook』， SCO OpenServerシステ
ムのインストール，設定，および起動方法，The Santa Cruz
Operation出版，1995年

SNMPトラップを送信す
る

オンラインヘルプ，本解説書の第４章

入門書- 『An Introduction to Internet Management』，Marshall T. Rose
著，Prentice Hall出版，1991年，第２版（1994年）

SNMP, SNMPV2,および CMIP - 『The Practical Guide to
Network - Management Standards』，William Stallings著，
Addison Wesley出版，1993年

アラームの設定と受信 オンラインヘルプ，本解説書の第5章

SNMP 入門書 - 『An Introduction to Internet Management』，Marshall T.
Rose著，Prentice Hall出版，1991年，第２版（1994年）

SNMP, SNMPV2およびCMIP - 『The Practical Guide to Network -
Management Standards』，William Stallings著，Addison Wesley出版，
1993年

『Internetworking with TCP/IP』，第２巻，設計，実用化，
内部構成，Douglas E. ComerおよびDavid L. Stevens著，
Prentice Hall出版，1991年

SWCC ServerWORKS Manager CD-ROM上のドキュメンテーシ
ョンのセクションに記載されている『StorageWORKS
Command Console Installation Guide』(AA-R0HJB-TE)
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Windows 95 『Microsoft Windows 95 Resource Kit』， Microsoft Press
出版，1995年

Windows 95 SNMP 『Microsoft Windows 95 Resource Kit』，Microsoft Press出
版， 1995

Windows NT 『Windows NT Networking Guide - Windows NT Resource
Kit』，Microsoft Press出版

Windows NT SNMP
Service

『Windows NT Networking Guide - Windows NT Resource
Kit』， Microsoft Press出版



参考資料

C-4

Webサイト
以下のWebサイトからも ServerWORKSについての追加情報を取得すること
ができます。

http://www.digital.com/info/alphaserver/sworks.html

用語集
以下の用語は SNMP およびネットワーク管理の説明でよく用いられる用語で
す。

用語 説明

CPU使用状況 プロセッサがアイドル状態でない時間の平均値(%)。

DMI Desktop Management Interfaceの略語

Data Collector SNMPデータのためにオブジェクトのポーリングを行う管理
コンソールで実行されるプロセス。 Collectorは，データを解析
してアラームを発生させるか，またはシステムブラウザのよう
な登録アプリケーションにデータを伝達します。

IP Internet Protocol (TCP/IPも参照してください)

IP アドレス ネットワーク上のオブジェクトのアドレス。標準アドレスは，
それぞれ255以下の4つの数に区切って表します。

MIF 特定のホストの設定，ハードウェア情報，ストレージデバイ
ス，メモリを定義するデータベースファイル。

MTU Maximum Transmission Unitの略語。

Management Information
Base (MIB)

SNMPプロトコルを使って情報を伝達するためのデータ仕
様。

NOS Network Operating Systemの略。ネットワーク上のオブジェクト
相互のコミュニケーションに使われるオペレーティングシス
テムとプロトコル。

NTFS NTで使用されるファイルシステム。
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用語 説明

SNMP TCP/IPネットワークでネットワーク管理サービスを提供する
プロトコル。

SNMPトラップ エージェントによって生成されてSNMPマネージャに送られ
る非同期イベント。

TCP/IP 広く利用されているソフトウェアコミュニケーションプロト
コル。TCPは，ネットワーク上の異なったコンピュータ上のア
プリケーション間でデータを受け渡します。 IPは，パケット
（データの単位）がネットワーク上のコンピュータ間でどう転
送されるかをコントロールします。

アラーム エージェントによって生成されるSNMPまたはポーリングに
よって発生するイベント。

アロケーションユニット ストレージデバイス毎に決定されるバイト単位。たとえば，デ
ィスクのアロケーションユニットは，通常512, 1024, または
2048バイトで，「ブロックサイズ」と呼ばれることもあります。

しきい値 アラームが発生する値。(例：毎秒10000パケット)

しきい値アラーム しきい値としてアラーム画面に設定入力したされた値をが超
えたが特定の条件を満たした場合に発生するアラーム。

システム動作時間 システムが起動されてから動作していた時間。

システム名 ネームサーバか，または管理コンソールマシンのホストファイ
ルにあるIPネットワーク上のオブジェクトの名前。

ステータスアラーム デバイスの状態を示すためにサーバのプロセッサやディスク
に設定するアラーム。（オプションは，running，non-function，
warningです）

ネットワークインタフ
ェース

管理コンソールマシンとネットワークとの間の通信。通常，ネ
ットワークインタフェースカードを通じて実現されます。

ネットワークインタフ
ェース受信エラー

受信パケットをエラーを含むために上位レイヤのプロトコル
に渡せないエラーが発生受信パケットの数。

ネットワークインタフ
ェース受信パケット

上位レイヤプロトコルより高いレイヤのプロトコルに渡され
たパケットの数。
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用語 説明

ネットワークインタフ
ェース受信パケット廃
棄

より高いレイヤのプロトコルに渡せないようなエラーが検出
されなかたものの，廃棄されたするように選ばれた受信パケッ
トの数。このようなパケット廃棄の理由としては，バッファの
空きスペースの不足確保などが考えられます。

ネットワークインタフ
ェース送出エラー

エラーのために送信できなかったパケットエラーの数。

ネットワークインタフ
ェース不明プロトコル
エラー

プロトコルが不明またはサポートされないために発生したエ
ラー廃棄された受信パケットの数。

ファイルシステム使用率 ファイルシステム(ローカルファイルシステム)の，使用領域の
割合。されている(%)部分のパーセンテージ。

ポーリングインターバ
ル

デバイスにポーリングが行われる間隔。

マウントポイント マウントされたファイルシステムのドライブ名。

再有効化の値 以前に発生したアラームを自動的に再び有効にする，しきい値
の設定画面で設定する値。
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